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『
解
顔
新
話
』
所
収
話
は
、
中
国
刊
本
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
第
二
六
話
「
及
第
」（
巻
一
・
古
艶
部
）

の
本
文
に
基
づ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
文
字
の
異
同
が
少
な
く
な
い
。
特
に
、
も
と
の
中
国
笑

話
は
科
挙
の
受
験
生
の
話
で
あ
り
、
本
話
全
体
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
り
タ
イ
ト
ル
と
も
な
っ
て
い

る
「
及
第
﹇jídì

﹈」（
挙
試
に
合
格
す
る
、
試
験
に
受
か
る
）
の
二
字
を
、『
解
顔
新
話
』
は
す
べ
て

「
發
迹
﹇fājì
﹈」（
立
身
出
世
す
る
）
に
書
き
替
え
て
お
り
、本
話
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」
で
あ
る
は
ず
の
、

同
音
語
に
よ
る
ダ
ジ
ャ
レ
の
味
わ
い
が
完
全
に
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
遠
山
荷
塘
が
「
旨

（
う
ま
い
）」（
割
注
）
と
絶
賛
し
た
本
話
の
「
ツ
ボ
」
が
、『
解
顔
新
話
』
の
編
者
に
は
、
全
く
理
解

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　　

な
お
、『
解
顔
新
話
』
の
板
木
を
流
用
し
た
小こ

咄ば
な
し

本ぼ
ん
『
即そ
く

当と
う

笑え

合あ
わ
せ

』（
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
序
、

半
紙
本
四
巻
四
冊
）
所
収
話
は
、タ
イ
ト
ル
「
發り
つ
し
ん迹
」
に
振
り
仮
名
を
添
え
る
以
外
は
、『
解
顔
新
話
』

の
和
訳
部
分
と
全
く
同
じ
で
あ
る
た
め
、
引
用
は
省
略
す
る
。

　
余
説

　

本
話
は
、
中
国
語
の
同
音
語
（
掛か
け

詞こ
と
ば
）
に
よ
る
ダ
ジ
ャ
レ
と
し
て
秀
逸
の
も
の
。
遠
山
荷
塘

も
思
わ
ず
文
末
割
注
で
「
旨
（
う
ま
い
）」
と
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
る
。『
訳
解
笑
林
広
記
』
全

三
〇
五
話
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
評
語
が
加
え
ら
れ
て
い
る
話
は
、
他
に
一
つ
も
な
い
。
そ
の
意
味

で
は
、
こ
の
話
は
、
当
代
き
っ
て
の
中
国
語
通
と
し
て
知
ら
れ
る
遠
山
荷
塘
に
と
っ
て
、
中
国
笑
話

の
最
高
傑
作
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
作
な
ど
は
、
ぜ
ひ
と
も
中
国
語
で
音
読
し
、

か
く
も
荷
塘
に
快
哉
を
叫
ば
せ
た
中
国
笑
話
屈
指
の
ダ
ジ
ャ
レ
の
妙
味
を
、
存
分
に
味
わ
い
た
い
も

の
で
あ
る
。

　　　（
附
記
）

　

本
稿
は
、
平
成
二
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
、
課
題
番
号
一
七
Ｋ
〇
二
四
五
六

「
東
ア
ジ
ア
の
笑
話
と
日
本
語
・
日
本
文
学
に
関
す
る
複
合
的
研
究
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。
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の
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
下
）』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
二
月
、
一
五
一
〜

一
五
二
頁
）、
大
木
康
『
笑
林
・
笑
賛
・
笑
府
他
〈
歴
代
笑
話
〉』（
中
国
古
典
小
説
選
12
、
明
治
書
院
、

二
〇
〇
八
年
、
三
七
七
〜
三
七
八
頁
）
を
参
照
。

　
『
笑
府
』収
録
話
の
原
文
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。
引
用
は
、筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
に
拠
る
。

『
笑
林
広
記
』
と
内
容
は
同
じ
だ
が
、
わ
ず
か
に
文
字
の
異
同
が
あ
る
。

　

『
笑
府
』
第
四
九
三
話
（
巻
十
一
・
謬
誤
部
、
四
丁
裏
〜
五
丁
表
）

　
　

頭
巾

一
僕
随
主
人
應
試
。
巾
箱
偶
墜
。
呼
曰
。
頭、
、
、
、
、

巾
落
地
矣
。
主
人

曰 

落
地
非
佳
話
。
宜
呼
為
及
第
地

。
僕
頷
之
。
既

好
。
因
復

曰
。
今
後
再
不

8

8

8

8

及8

地8

了8

　　

な
お
、
本
話
は
、『
広
笑
府
』
巻
一
（
第
四
五
話
「
及
第
」）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、『
広
笑

府
』
は
、
明
末
・
馮ふ
う

夢ぼ
う

龍り
ゆ
う

の
撰
で
は
な
く
、
一
九
三
三
年
以
降
に
成
立
し
た
偽
書
と
さ
れ
る
（
馮

学
氏
「『
広
笑
府
』
質
疑
二
題
」（『
笑
府
選　

附
広
笑
府
』（
竹
君
校
点
、
福
州
、
海
峡
文
芸
出
版
社
、

一
九
八
七
年
）
所
収
））。
し
た
が
っ
て
、
資
料
の
扱
い
に
は
十
分
注
意
が
必
要
だ
が
、
参
考
ま
で
に
、

『
広
笑
府
』
所
収
の
原
文
も
掲
げ
て
お
く
。
引
用
は
、『
馮
夢
龍
全
集
』
第
十
巻
（
魏
同
賢
主
編
、
鳳

凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
九
月
、
一
五
頁
）
に
拠
る
。

　

『
廣
笑
府
』
第
四
五
話
（
巻
一
、
儒
箴
）

　
　

及
第

一
僕
隨
主
人
應
試
，
巾
箱
偶
墜
，
呼
曰
・・『
頭
巾
落
地
矣
。』
主
人
曰
・・『
落
地
非
佳
話
，
宜
呼
爲

及
地
（
第
）。』 

僕
頷
之
。
既

好
，
因
復
曰
・・『
今
後
再
不
及
第
了
。』

　　

ま
た
、
本
話
は
、
和
刻
本
『
笑
府
』（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙
本
、
Ａ
本
）
第

九
七
話
（
下
巻
、
二
丁
裏
〜
三
丁
表
）
に
、『
笑
府
』
所
収
話
が
収
録
さ
れ
、
和
刻
本
『
解か
い

顔が
ん

新し
ん

話わ

』

（
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
序
、
半
紙
本
二
巻
三
冊
）
に
、『
笑
林
広
記
』
に
よ
る
原
文
お
よ
び
和

文
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
解
顔
新
話
』
の
和
文
訳
の
箇
所
の
板
木
を
再
利
用
し
た
も
の

が
、
小こ

咄ば
な
し

本ぼ
ん

『
即そ
く

当と
う

笑え

合あ
わ
せ

』（
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
序
、
半
紙
本
四
巻
四
冊
）
と
し
て
刊
行

さ
れ
て
い
る
。『
解
顔
新
話
』
所
収
話
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
『「
解
顔
新
話
」
全
注
釈
』（
平

成
二
一
年
度
〜
平
成
二
三
年
度 

科
学
研
究
費
補
助
金 

成
果
報
告
書
「
中
国
笑
話
集
と
日
本
文
学
・

日
本
語
と
の
関
連
に
関
す
る
研
究
」
課
題
番
号
二
一
五
二
〇
二
一
五
、四
五
〜
四
七
頁
）
を
参
照
。

　

和
刻
本
『
笑
府
』（
明
和
六
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙
本
、
Ａ
本
）
お
よ
び
『
解か
い

顔が
ん

新し
ん

話わ

』

所
収
話
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
引
用
は
、
い
す
れ
も
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
に
拠

る
が
、「
噺
本
大
系
」
第
二
十
巻
（
武
藤
禎
夫
編
、東
京
堂
出
版
、一
九
七
九
年
、二
三
一
〜
二
三
二
頁
、

三
三
五
〜
三
三
六
頁
）
に
も
影
印
が
備
わ
る
。『
笑
林
広
記
』
と
対
校
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
語
彙
レ

ベ
ル
で
の
文
字
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。

　

和
刻
本
『
笑
府
』（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙
本
、
Ａ
本
）

　
　

第
九
七
話
（
下
巻
、
二
丁
裏
〜
三
丁
表
）

一
僕
隨
二

主-

人
應
一
レ

試
ニ 

ヅ
キ
ン
バ
コ

巾
箱
偶
く

墜
ツ 

呼
テ

曰 

頭
巾
落ラ
レ

地デイ
ニ

矣 

主
人

　

曰 

落-

地 

非
二

佳
話
一ニ 

宜
三

呼
テ

為
二

及ギ
第デイ
一﹇
地デイ
﹈
僕
頷
レス

之 

ニ

好

ク
ヽ
リ
ツ
ケ
ヨ
ク
シ

因
テ

　

復
曰 

今
ヨ
リ

後
再
ヒ

不
レ

及キ
レ

地デイ
ニ

了

　

『
解
顔
新
話
』
第
一
六
話
（
中
巻
、
一
二
丁
裏
〜
一
三
丁
裏
）

　
　

發
迹

一-

人
為
二

出-

事
一ノ

赴
レク

京
ニ 

僕
隨
レテ

後
ニ

行-

行
到
二リ

曠-

野
一ニ 

忽

狂-

風
大
ニ

作 

将
二

頭-

巾
一ヲ

吹
キ

下
ス 

僕
大
ニ

叫
テ

曰
ク 

落-

地-

了

主-

人
不
レ

悦 

嘱-

曰 

今
ヨ
リ

後
莫
レレ

説
二コ
ト

落-

地
一ヲ 

只
説
二

發-

迹
一ヲ

僕
領
レ

之 

好 

曰 

向-

来 

憑
二

你
用
レ

意
ヲ

走-

去
一ニ 

再
也
不

レ

會
二

発
迹
一

了

　

一あ
る
ひ
と人
出ほ
う
こ事
の
た
め
に
僕け
ら
い

を
つ
れ
て
京
へ
赴お
も
む

く 

行ゆ
く
ゆ
く々

曠ひ
ろ

　

野の

へ
出
る
と
忽た
ち
まち
狂お
ほ

風か
ぜ

に
な
つ
て 

頭づ

巾き
ん

を
吹ふ
き

下お
と

す
僕け
ら
い

が

　

後あ
と

か
ら 

大
き
ひ
声こ
へ

で 

モ
シ 

落お
ち

ま
し
た 

主だ
ん
な人 

不ふ
き
げ
ん悦
に
て

　

嘱
い
ひ
つ
け

て
い
は
く 

今
か
ら
落お
ち

た
と
云
ず
に 

只た
ゞ 

発り
つ
し
ん迹
と
い
へ
と 

僕け
ら
い

領
の
み
こ
ん

で

　

い
ふ 

イ
ヤ
モ 
向こ
れ
か
ら来
ハ 

你お
ま
へか
用き
を
つ
け意
て
お
い
て
な
さ
る

走
去
か
ら 

再も
は
や 

発り
つ
し
ん迹
す
る

　

事
は 

御ご

ざ
り
ま
せ
ぬ

　

48



－－

現
代
語
訳

　

あ
る
科
挙
受
験
生
、
北
京
ま
で
試
験
を
受
け
に
行
く
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
召
使
い
が
荷
物
を
担か
つ

い
で

（
主
人
の
）
後
ろ
に
付
き
従
っ
て
い
た
が
、
広
々
と
し
た
野
原
ま
で
や
っ
て
来
た
と
き
、
突
然
激
し

く
暴
風
が
巻
き
起
こ
り
、
荷
物
に
入
っ
て
い
た
頭ず

巾き
ん

を
吹
き
飛
ば
し
た
。
召
使
い
は
、
大
き
な
声
で

「
落
ち
た
ぁ
。」
と
叫
ん
だ
。
主
人
は
、
内
心
不
愉
快
に
思
い
、
次
の
よ
う
に
言
い
つ
け
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
、『
落
ち
た
（
落
地
）』
と
は
言
わ
ず
、『
地
面
に
着
い
た
（
及
地
＝
及
第
）』
と
言

い
な
さ
い
。」

　

【
和
刻
本
割
注
】「
落
地
﹇luò dì
﹈（
地
面
に
落
ち
る
）」
と
「
落
第
﹇luò dì

﹈（
試
験
に
落
ち
る
）」

と
は
、
だ
い
た
い
同
じ
発
音
で
あ
る
。

【
訳
者
注
】
科
挙
受
験
生
に
し
て
み
れ
ば
、「
落
地
﹇luò dì

﹈」（
地
面
に
落
ち
る
）
と
い
う
語

は
、「
落
第
﹇luò dì

﹈」（
試
験
に
落
ち
る
）
と
同
音
で
あ
り
、縁
起
が
悪
い
。
だ
か
ら
、

「
落
ち
る
」
な
ど
と
い
う
嫌
な
言
葉
は
使
わ
ず
に
、「
及
第
﹇jídì

﹈（
試
験
に
合
格
す

る
）」
と
い
う
縁
起
の
良
い
言
葉
と
同
音
の
「
及
地
﹇jídì

﹈（
地
面
に
着
く
）」
と
い

う
語
を
使
い
な
さ
い
、
と
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
受
験
生
の
心
理
は
、
今
も
昔
も
変

わ
ら
な
い
。

　　

召
使
い
は（
分
か
り
ま
し
た
と
）う
な
ず
き
、荷
物
を
し
っ
か
り
と
結
び
つ
け
て
か
ら
、こ
う
言
っ
た
。

　
「
さ
あ
、こ
れ
で
も
う
、天
空
に
ま
で
行
っ
た
と
し
て
も
、二
度
と
地、
、
、
、
、

面
に
着
く
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
（
こ
れ
で
も
う
、
天
子
さ
ま
の
い
る
都
で
、
科
挙
の
最
終
試
験
で
あ
る
殿で
ん

試し

を
受
け
た
と
し
て
も
、

二
度
と
合、
、
、
、

格
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
）。」

　

【
和
刻
本
割
注
】
う
ま
い
。

【
訳
者
注
】
こ
の
召
使
い
、
主
人
の
言
い
つ
け
を
忠
実
に
守
っ
た
ば
か
り
に
、
今
度
は
、
致
命

的
に
縁
起
の
悪
い
こ
と
を
口
に
し
て
し
ま
っ
た
。

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
一
七
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・
古
艶
部
（
第

二
六
話
、
六
丁
裏
）。
○
及
第
﹇jídì

﹈＝
科
挙
の
試
験
に
合
格
す
る
。
受
か
る
。
左
訓
「
オ
シ
ラ
ベ
」

（
お
調
べ
）。
和
刻
本
の
左
訓
に
見
え
る
「
シ
ラ
ベ
」
と
い
う
語
は
、
試
験
の
合
否
を
「
審
議
す
る
」

「
採
点
す
る
」「
評
価
す
る
」
意
。
第
一
四
話
「
不
完
巻
」
に
は
「
考
（
シ
ラ
ベ
ヤ
ク
）」、
第
三
八
話

「
有
理
」
に
は
「
審
（
シ
ラ
ベ
）」、
第
四
六
話
「
詳
夢
」
に
は
「
三
考
（
ミ
ト
ウ
リ
ノ
シ
ラ
ベ
）」
と

い
う
用
例
が
あ
る
。
○
舉
子
﹇jǔzi

﹈＝
科
挙
試
験
を
受
け
る
受
験
生
。
○
挑
﹇tiāo

﹈＝
肩
に
担
ぐ
。

左
訓「
ニ
ナ
」（
担（
ふ
））。
○
行
李﹇xíngli

﹈＝
旅
行
用
の
荷
物
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓「
ニ

モ
ツ
」（
荷
物
）。
○
将
﹇jiāng

﹈＝
目
的
語
を
動
詞
の
前
に
置
く
と
き
の
前
置
詞
。
日
本
語
の
助
詞

「
〜
を
」
に
相
当
す
る
。
現
代
中
国
語
「
把
﹇bǎ

﹈」
に
当
た
る
文
語
表
現
。
和
刻
本
は
右
傍
に
「
ヲ
」

と
施
訓
す
る
。
こ
れ
は
漢
文
訓
読
と
し
て
は
珍
し
い
、し
か
も
的
確
な
訓
で
あ
る
。
○
頭
巾﹇tóujīn

﹈

＝
明
清
時
代
、読
書
人
が
被
っ
て
い
た
頭ず

巾き
ん

の
こ
と
。
○
落
地
了﹇luò dì le

﹈＝
地
面
に
落
ち
た
。「
落

地
﹇luò dì

﹈」
は
、「
落
第
﹇luò dì

﹈」
と
同
音
。
日
本
語
と
同
じ
く
、「
物
が
落
ち
る
」
意
に
も
「
試

験
に
落
ち
る
」
意
に
も
用
い
る
。
左
訓
「
ヲ
チ
タ
」（
落
ち
た
）。
○
嘱
﹇zhǔ

﹈＝（
〜
し
な
さ
い
と
）

言
い
聞
か
せ
る
、
言
い
つ
け
る
。
左
訓
「
イ
ヒ
フ
ク
メ
テ
」（
言
い
含
め
て
）。
○
﹇
落
地
与
二

落
第
一

音
畧
相
似
﹈（
割
注
）＝
こ
の
割
注
は
、
遠
山
荷
塘
に
よ
る
訳
注
で
あ
り
、
中
国
原
本
に
は
な
い
。
意

味
は
現
代
語
訳
を
参
照
。
○
頷
﹇hàn

﹈＝
う
な
ず
く
。
清
代
刊
本
（『
新
刻
笑
林
廣
記
』、
光
緒
五

年
（
一
八
七
九
）
刊
）
は
、「
領
﹇lǐng

﹈」（
了
解
す
る
）
に
作
る
。
○

好
﹇shuān hǎo

﹈＝
し
っ

か
り
と
結
び
つ
け
る
。「

﹇shuān

﹈」
は
、「
縛
る
」
意
の
動
詞
。「
好
﹇hǎo

﹈」
は
、
動
詞
の
後

に
置
か
れ
、そ
の
動
作
が
「
し
っ
か
り
と
」
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
結
果
補
語
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。

和
刻
本
は
、「

」
字
に
左
訓
「
シ
バ
ル
」（
縛
る
）
を
附
す
。
○
憑
﹇píng

﹈＝
た
と
え
〜
だ
と
し

て
も
。
和
刻
本
は
、
右
傍
に
「
タ
ト
ヘ
」
と
施
訓
す
る
。
○
再
ヒ

也
タ

不
レ

會
二セ

及
第
一ヲ

了
＝
も
う
二
度

と
試
験
に
受
か
る
可
能
性
は
な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
召
使
い
は
「
も
う
二
度
と
（
頭
巾
が
）
地

面
に
落
ち
る（「
及
地
」）こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
」と
い
う
つ
も
り
で
発
言
し
て
い
る
。「
及
第﹇jídì

﹈」

「
及
地
﹇jídì

﹈」
は
同
音
語
。「
會（
会
）﹇huì

﹈」
は
、そ
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
表
す
助
動
詞
。「
不

會
（
不
会
）」
は
、
そ
の
可
能
性
が
な
い
こ
と
を
示
す
。
○
﹇
旨
﹈（
割
注
）＝
う
ま
い
、
上じ
よ
う

出で

来き

で

あ
る
、
見み

事ご
と

で
あ
る
。
こ
の
割
注
は
、
遠
山
荷
塘
に
よ
る
訳
注
で
あ
り
、
中
国
原
本
に
は
な
い
。
和

刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
の
割
注
に
、
こ
の
よ
う
な
笑
話
（
ダ
ジ
ャ
レ
）
の
出で

来き

栄ば

え
に
関
す
る
評

語
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
全
編
を
通
し
て
、
こ
の
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
十
一
・
謬
誤
部
（
第
四
九
三
話
「
頭
巾
」）
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』

川上　『訳解笑林広記』全注釈（四） 49
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は
、
行
書
や
草
書
で
書
か
れ
た
場
合
、
形
の
上
か
ら
は
見
分
け
が
つ
か
な
い
ほ
ど
似

て
い
る
が
、常
識
的
に
は
（
そ
し
て
、ま
と
も
な
頭
の
持
ち
主
な
ら
ば
）、そ
れ
が
「
お

と
う
と
」
と
い
う
意
味
で
な
い
こ
と
く
ら
い
、
す
ぐ
に
分
か
る
は
ず
で
あ
る
。）

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
一
六
丁
裏
〜
一
七
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・

古
艶
部
（
第
二
五
話
、六
丁
表
〜
裏
）。
○
進
士
第
﹇jìnshì dì

﹈＝
科
挙
合
格
者
の
屋や

敷し
き

。
な
お
、「
第

﹇dì

﹈」
と
「
弟
﹇dì

﹈」
は
同
音
語
。
○
介
弟
﹇jièdì

﹈＝
他
人
の
弟
に
対
す
る
敬
称
。
和
刻
本
は
、「
一

介
弟
」
三
字
に
、
左
訓
「
シ
ン
シ
ノ
ヲ
ト
ヽ
」（
進
士
の
弟
）
を
附
す
。
○
横
行
﹇héngxíng

﹈＝

の
さ
ば
る
、
横
暴
な
振
る
舞
い
を
す
る
。
○
郷
﹇xiāng

﹈＝
田い
な
か舎
、
村
。「
郷
下
﹇xiāngxià

﹈」
と

同
じ
。
○
黄
甲
﹇huángjiǎ

﹈＝
科
挙
甲
科
（
最
上
級
ク
ラ
ス
）
の
試
験
に
合
格
し
た
人
の
名
前
が

記
さ
れ
た
名
簿
を
言
う
。
黄
色
い
紙
が
用
い
ら
れ
た
。
和
刻
本
は
、「
兄
登
黄
甲
。
與
汝
何
干
。」
に
、

左
訓「
ア
ニ
ガ
キ
フ
ダ
イ
シ
タ
ト
テ
ソ
チ
ニ
カ
ヽ
リ
ハ
ナ
イ
」（
兄
が
及
第
し
た
と
て
、其そ

ち方
に
関（
わ
）

り
は
な
い
）
を
附
す
。
○
匾
額
﹇biǎn’é

﹈＝
大
き
な
屋
敷
の
入
り
口
、
寺
院
の
大
門
、
庭
園
の
亭
、

大
広
間
な
ど
に
掛
け
ら
れ
た
横
長
の
板
。『
水
滸
伝
』
第
七
回
「
花
和
尚
倒
抜
垂
楊
柳
、
豹
子
頭
誤

入
白
虎
堂
」
に
お
い
て
、林
沖
が
買
っ
た
ば
か
り
の
名
刀
を
持
っ
た
ま
ま
「
匾へ
ん

額が
く

」
に
「
白
虎
節
堂
」

と
書
か
れ
た
大
広
間
に
足
を
踏
み
入
れ
て
し
ま
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
有
名
。
○
冩
着
﹇xiě zhe

﹈＝

書
い
て
あ
る
。「
冩
」
は
「
写
」
の
本
字
。「
書
く
」
と
い
う
意
味
を
表
す
動
詞
。「
着
﹇zhe

﹈」
は
、

動
詞
の
後
に
置
か
れ
、
そ
の
動
作
の
結
果
が
持
続
し
て
い
る
状
態
（「
〜
し
て
い
る
」）
を
示
す
ア
ス

ペ
ク
ト
助
詞
。
い
ず
れ
も
現
代
中
国
語
と
同
じ
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
十
一
・
謬
誤
部
（
第
五
一
〇
話
「
進
士
第
」）
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』

の
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
下
）』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
二
月
、
一
六
四
頁
）、

大
木
康
『
笑
林
・
笑
賛
・
笑
府
他
〈
歴
代
笑
話
〉』（
中
国
古
典
小
説
選
12
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
八

年
、
三
八
〇
頁
）
を
参
照
。
な
お
、
和
刻
本
『
笑
府
』
に
類
話
は
な
い
。

　
『
笑
府
』
収
録
話
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
府
』
の
引
用
は
、
筑
波
大
学
中
央
図
書

館
蔵
本
に
拠
る
。『
笑
林
広
記
』
と
、
内
容
も
文
章
も
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

『
笑
府
』
第
五
一
〇
話
（
巻
十
一
・
謬
誤
部
、
一
〇
丁
表
〜
裏
）

　
　

進
士
第

一
進
士
之
弟
頗
横
。
怨
家
罵
曰
。
汝
兄
自
登
黄
甲
。

何
關

汝
。
荅
曰
。
不
見
牌
額
上
冩、
、
、
、

進
士
弟
第 

耶、

　
余
説

　

科
挙
試
験
に
合
格
し
た
兄
の
権
威
を
笠
に
着
て
、
む
や
み
に
威い

張ば

り
散
ら
す
弟
を
か
ら
か
っ
た
も

の
。
具
体
的
に
は
、「
第
（
や
し
き
）﹇dì

﹈」
と
「
弟
（
お
と
う
と
）﹇dì

﹈」
と
い
う
文
字
を
読
み
違

え
た
弟
の
無
知
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
個
人
的
に
は
科
挙
試
験
合
格
者
の
屋や

敷し
き

に
「
進
士
第
（
進
士
の
屋や

敷し
き

）」
と
い
う
「
匾へ
ん

額が
く

」
が
掛
か
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
方
が
、
明
清
時
代
の
中
国
人
の
暮
ら
し
の
実
態
が
垣か
い

間ま

見
ら

れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
興
味
深
い
。

　　
51
及
き
ゆ
う

第だ
い

（
試
験
に
受
か
る
）

原
文

　
　

及オシ
ラ
ベ第

一-

舉-

子
徃
レ

京
ニ

赴
レク

試
ニ

。
僕
挑ニナ
二シ
テ

行ニ
モ
ツ

-

李
一ヲ

随
レツ
テ

後
一ニ

、
行
二キ-

到
タ
ル

曠-

野
一ニ

。
忽
チ

狂-

風
大
ニ

作
リ

。

将ヲ
二

擔-

上
ノ

頭
巾
一

吹
キ

下ヲ
ト
ス。
僕
大
ニ

テ

曰
ク

。
落ヲ
チ
タ

-

地-

了
。
主-

人
心-

下
不
レ

悦
ハ

、
イ
ヒ
フ
ク
メ
テ

嘱
シ
テ

曰
ク

。

今-

後
莫
レレ

二フ
コ
ト

落-

地
一ト

。
只
説
二

及-

第
一ト

﹇
落
地
与
二

落
第
一

音
畧
相
似
﹈、
僕
頷
レス

之
ヲ

、
将ヲ
二

行
李
一

-シ
バ
ル好
シ
テ

、
曰
ク

。
如-

今
憑タ
ト
ヘ

你
チ

走
二リ-

上
リ

天
一ニ

ル
モ

。
再
ヒ

也
タ

不
レ

會
二セ

及
第
一ヲ

了
。﹇

﹈

書
き
下
し
文

　
　

及き
ふ

第だ
い

一い
ち

挙き
よ

士し 
京き
や
うに
往ゆ

き 

試し

に
赴お
も
む

く
。
僕ぼ
く 

行か
う

李り

を
挑て
う

し
て 

後あ
と

に
随し
た
が

つ
て
、
曠く
わ
う

野や

に
行ゆ

き
到い
た

る
。
忽
た
ち
ま

ち 

狂き
や
う

風ふ
う 
大お
ほ
い

に
作お
こ

り
。
担た
ん

上じ
や
う

の
頭づ

巾き
ん

を
吹ふ

き
下お
と

す
。
僕ぼ
く 

大お
ほ
い

に
叫さ
け
び

て
曰い
は

く
。
落ら
く

地ち

了れ
う

。
主し
ゆ

人じ
ん 

心し
ん

下か 

悦よ
ろ
こ

ば
ず
、
嘱し
よ
く

し
て
曰い
は

く
。
今こ
ん

後ご 

落ら
く

地ち

と
説い

ふ
こ
と
莫な
か

れ
。
只た
だ 

及き
ふ

第だ
い

と
説い

へ
﹇
落ら
く

地ち

は 

落ら
く

第だ
い

と 

音お
と 

略ほ
ぼ 
相あ
ひ

似に
た

り
﹈、
僕ぼ
く 

こ
れ
を
頷が
ん

す
、
行か
う

李り

を
せ
ん

好か
う

し
て
曰い
は

く
。
如じ
よ

今こ
ん 

憑た
と

へ 

你な
ん
ぢ 

天て
ん

に
走は
し

り
上の
ぼ

り
去さ

る
も
。
再ふ
た
た

び
也ま
た 

及き
ふ

第だ
い

を
会く
わ
い

せ
ず
。﹇
旨う
ま

し
﹈

50
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語
と
同
じ
。
左
訓
「
コ
ヽ
ロ
ミ
ヲ
ス
ル
」（
試
み
を
す
る
）。「
試
み
」
は
「
試
験
」
の
意
。
○
造
化

了
你
﹇zàohuà le nǐ

﹈＝
幸
せ
な
奴
だ
な
あ
、お
前
は
。「
造
化
﹇zàohuà

﹈」
は
、「
幸
運
で
あ
る
」「
運

が
つ
い
て
い
る
」意
。「
了
﹇le

﹈」
は
「
そ
の
よ
う
な
状
態
に
変
わ
っ
た
」「
変
化
し
た
」
意
を
付
加

す
る
文
末
の
語
気
助
詞
。
い
ず
れ
も
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
シ
ア
ハ
セ
ナ
ヤ
ツ
ダ
」（
幸
せ
な

奴
だ
）。
○
幸﹇xìng
﹈＝
幸
い
な
こ
と
に
。和
刻
本
は
﹇

﹈
に
作
る
。
今
、中
国
原
本
に
よ
り
改
め
た
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
一
（
第
二
五
話
「
夜
巡
」）
に
類
話
が
あ
り
、
和
刻
本
『
笑
府
』（
明
和

五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙
本
、
Ａ
本
）
に
訓
訳
が
備
わ
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、

松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
一
月
、
三
五
頁
）
を
参
照
。

　
『
笑
府
』
収
録
話
お
よ
び
和
刻
本
『
笑
府
』（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙
本
、
Ａ
本
）

の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
府
』
の
引
用
は
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
、
和
刻
本
『
笑

府
』
の
引
用
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
に
拠
る
。『
笑
府
』
と
『
笑
林
広
記
』
は
同
文
で
あ
る
。

　

『
笑
府
』
第
二
五
話
（
巻
一
・
古
艶
部
、
一
〇
丁
表
〜
裏
）

　
　

夜
巡

一
武
弁
夜
巡
。
有
犯
夜
者
。
自

書
生
會
課
歸
遲
。
武
弁
曰
。

既
是
書
生
。
且
考
你
一
考
。
生
請
題
。
武
弁
思
之
。
不
得
。
喝
曰
。

造、
、
、
、

化
了
你
。
今、
、
、
、
、
、
、
、

夜
幸
而
没
有
題
目

　
和
刻
本
『
笑
府
』（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙
本
、
Ａ
本
）

　
　

第
四
四
話
（
巻
上
、
一
一
丁
表
）

一
武-

弁
夜
巡
ス 

有
二

犯
レ

夜
者
一 

自
稱
ス

書-

生
會
レ

課
ニ

歸
ル
コ
ト

遲
シ
ト 

武
弁
ノ

曰

　

ニ

是
書-

生 

且マア
ナ
ン
ヂ
ヲ
チ
ヨ
ト
コ
ヽ
ロ
ミ
ン

考
レ

你
一-

考
セ
ン 

生
請
レ

題
ヲ 

武-

弁
思
レ

之
不
レ

得 

喝ヤイ
シ
テ

　

曰 

造シヤ
ハ
セ

-

化
了
你 

今-

夜
幸
ニ

而
没
レ

有
二

題
目
一

　
余
説

　

学
の
な
い
「
武
官
」
を
馬
鹿
に
し
た
話
。
警
察
権
力
を
振
り
か
ざ
し
、夜
禁
を
犯
し
た
学
生
を
引
っ

捕
ら
え
、
居い

丈た
け

高だ
か

に
叱し
か

り
つ
け
よ
う
と
は
し
て
み
た
も
の
の
、
学
の
な
い
「
武
官
」
に
は
、
虚
勢
を

張
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
科
挙
試
験
に
合
格
し
て
採
用
さ
れ
た
「
文
官
」

と
は
違
い
、
体
力
や
武
術
に
は
優
れ
て
い
て
も
、
知
的
レ
ベ
ル
の
低
い
「
武
官
」
は
、
こ
の
よ
う
に

嘲あ
ざ
わ
ら笑
わ
れ
る
対
象
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　　
50
進し
ん

士し

第だ
い

（
科
挙
合
格
者
の
御お

屋や

敷し
き

）

原
文

　
　

進シンシ
ノ
ヤ
シ
キ

士
第

一シン
シ
ノ
ヲ
ト
ヽ

-

介-

弟
横
二-

行
ス

于
郷
一ニ

。
怨-

家
罵
シ
テ

曰
ク

、
兄
登
二

黄
甲
一

。
與ト
レ

汝
何
ソ

干
セ
ン

。
而

横
若
レシ

此
ノ

、

荅
テ

曰
ク

。
你
不
レ

見
匾ガ
ク
ノ

-

額
ノ

上-

面
。
冩
二-

着
ス
ル
ヲ

進-

士
ノ

第
一ト

﹇
弟
﹈

。

　
書
き
下
し
文

　
　

進し
ん

士し

第だ
い

一い
ち 

介か
い

弟て
い 

郷さ
と

に
横わ
う

行か
う

す
。
怨ゑ
ん

家か 

罵ば

し
て
曰い
は

く
、
兄あ
に 

黄く
わ
う

甲か
ふ

に
登の
ぼ

る
。
汝な
ん
ぢ

と
何な
ん

ぞ
干か
ん

せ
ん
。
而し
か

も 

豪が
う

横わ
う 

此か
く

の
如ご
と

し
。
答こ
た
へて
曰い
は

く
。
你
な
ん
ぢ 

見み

ず
や 

匾へ
ん

額が
く

の
上じ
や
う

面め
ん

に
進し
ん

士し

の
第だ
い

と
写し
や

着ち
や
く

す
る
を
。

　
現
代
語
訳

　

ど
な
た
か
の
弟
さ
ん
が
、
田い
な
か舎
の
村
で
た
い
そ
う
威い

張ば

り
散
ら
し
て
い
た
。
そ
れ
を
不
快
に
感
じ

た
人
が
、
非
難
し
て
言
っ
た
。

　
「
お
前
の
兄
さ
ん
が
科
挙
に
合
格
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
お
前
と
何
の
関
係
が
あ
る
と
い
う
の
か
。

お
前
が
こ
の
よ
う
に
威い

張ば

り
く
さ
る
筋
合
い
は
ね
え
。」

　
（
す
る
と
、
弟
は
）
答
え
て
言
っ
た
。

　
「
お
前
に
は
、
匾へ
ん

額が
く

に
『
進
士
弟
（
進
士
の
弟
）』
と
書
か
れ
て
い
る
の
が
見
え
な
い
の
か
。」

　

【
訳
者
注
】
兄
の
住
む
屋や

敷し
き

の
匾へ
ん

額が
く

に
は
「
進
士
第8

（
進
士
の
御お

屋や

敷し
き

）」
と
書
か
れ
て
い
た

の
で
あ
り
、「
弟8

（
お
と
う
と
）」と
は
無
関
係
だ
が
、「
第﹇dì

﹈（
や
し
き
）」と「
弟﹇dì

﹈

（
お
と
う
と
）」
は
、
文
字
の
形
が
似
て
い
る
上
に
、
中
国
語
の
発
音
が
ま
っ
た
く
同

じ
で
あ
る
と
こ
ろ
に
滑
稽
味
が
あ
る
。
文
字
の
形
も
意
味
も
正
し
く
知
ら
な
い
こ
の

男
の
筋
違
い
の
言
い
分
は
、
あ
ま
り
に
も
馬
鹿
げ
て
い
る
。
な
お
、「
第
」
と
「
弟
」
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照
。
な
お
、
和
刻
本
『
笑
府
』
に
類
話
は
な
い
。

　
『
笑
府
』収
録
話
の
原
文
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。
引
用
は
、筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
に
拠
る
。

文
末
に
編
者
の
コ
メ
ン
ト
が
附
さ
れ
て
い
る
以
外
は
、『
笑
林
広
記
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

　

『
笑
府
』
第
二
五
話
（
注
）（
巻
一
・
古
艶
部
、
一
〇
丁
裏
）

　

夜
巡
（
訳
者
注
…
本
文
の
後
に
附
さ
れ
た
「
注
」
の
み
を
掲
げ
る
）

遼
東
一
武
職
。
素
不
識
字
。
被
論
。
使
人
念
劾
本
云
。
所
當

革
任
回
衞
者
也
。
痛
哭
曰
。
革
任

衛
。
也
是
小
事
。
這、
、者

也、
、
、
、

兩
箇
字
。
怎

當
、
、
、
、
、
得
起
。
○ 
有
聞
此
話
而
笑
者
。
余
謂

之
曰
。
莫
笑
莫
笑
。
近、
、
、
、
、

來
天
下
事
。
都、
、
、
、
、
、
、
、

在
者
也
之
乎
輩
操

縦、
、中。
此、
、
、
、
、

武
職
痛
哭
。
何

賈
、
、
、
、
、
太
傅
。

　
余
説

　

本
話
は
、
文
字
の
読
め
な
い
無
知
な
武
官
を
馬
鹿
に
し
た
話
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
仕
事
を
ク

ビ
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
べ
き
は
ず
だ
が
、
こ
の
武
官
は
、「（
お
前
を
ク
ビ

に
す
る
）
の
で

8

8

あ8

る8

（
者も
の

也な
り

）」
だ
け
は
堪た

え
ら
れ
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

科
挙
試
験
の
た
め
に
、
小
さ
い
頃
か
ら
古
典
漢
文
の
教
育
を
受
け
て
い
た
高
級
官
吏
で
あ
る
「
文

官
」
と
は
異
な
り
、
初
等
教
育
す
ら
受
け
る
機
会
の
な
か
っ
た
「
武
官
」
た
ち
は
、
ま
っ
た
く
の
文も
ん

盲も
う

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　　
49
武ぶ

弁べ
ん

夜や

巡
じ
ゆ
ん（
武
官
の
夜
回
り
）

原
文

　
　

武アシ
カ
ル

-

弁 

夜ヨマ
ハ
リ

-

巡

一-

武-

弁
夜-

巡
ス

。有
二リ

犯
レス

夜
ヲ

者
一

。自ミ

稱
二ス

書-

生
ヨ
ミ
モ
ノ
ニ
ユ
イ
テ

會
レシ

課
ニ

ル

遅
一シ
ト

。武-

弁
曰
ク

。既
ニ

是
レ

書-

生
ナ
ラ
ハ

。

且
ツ

考コヽ
ロ
ミ
ヲ
ス
ル

二セ
ン

你
ヲ

一-

考
一

。
生
請
レフ

題
ヲ

。
武-

弁
思
レフ
テ

之
ヲ

不
レ

得
。
喝
シ
テ

曰
ク

。
造シア
ハ
セ
ナ
ヤ
ツ
ダ

-

化-

了
也

你
チ

。
今-

夜

幸
ニ
シ
テ

而
レシ

有
二ル

題-

目
一

。

　

書
き
下
し
文

　
　

武ぶ

弁べ
ん 

夜や

巡じ
ゆ
ん

す

一い
ち

武ぶ

弁べ
ん 

夜や

巡じ
ゆ
ん

す
。
夜よ
る

を
犯を
か

す
者も
の 

有あ

り
。
自み
づ
か

ら 

書し
よ

生せ
い 

課く
わ

に
会く
わ
い

し 

帰か
へ

る
こ
と
遅お
そ

し
と
称し
よ
う

す
。

武ぶ

弁べ
ん 

曰い
は

く
。
既す
で

に
是こ
れ 

書し
よ

生せ
い

な
ら
ば
。
且か

つ 

你な
ん
ぢ

を
一い
つ

考か
う 

考か
う

せ
ん
。
生せ
い 

題だ
い

を
請こ

ふ
。
武ぶ

弁べ
ん 

之こ
れ

を

思お
も

ふ
て
得え

ず
。
喝か
つ

し
て
曰い
は

く
。
造ざ
う

化く
わ

了れ
う

な
り
你な
ん
ぢ

。
今こ
ん

夜や 

幸
さ
い
は
ひ

に
し
て 

題だ
い

目も
く 

有あ

る
こ
と
没な

し
。

　
現
代
語
訳

　

あ
る
武
官
、
夜
回
り
の
際
、
夜
間
外
出
の
禁
を
犯
し
た
者
を
捕つ
か

ま
え
た
。
捕つ
か

ま
え
ら
れ
た
男
は
、

自
分
は
学
生
で
あ
り
、
試
験
で
帰
り
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
言
う
。
武
官
は
言
っ
た
。

　
「
学
生
と
言
う
か
ら
に
は
、
ち
ょ
っ
と
テ
ス
ト
を
し
て
や
ろ
う
。」

　

学
生
は
「
そ
れ
な
ら
ば
、
お
題
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
言
う
。
そ
こ
で
、
武
官
は
頭
を
ひ
ね
っ

て
み
た
も
の
の
、
い
い
お
題
が
出
て
こ
な
い
。
武
官
は
、（
学
生
を
）
ど
な
り
つ
け
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
運
の
い
い
奴
だ
、
貴
様
は
。
今
夜
は
な
あ
、
特
別
に
、
お
題
は
ナ
シ
に
し
て
や
る
わ
い
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
一
六
丁
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・
古
艶
部
（
第

二
三
話
、
六
丁
表
）。
○
武
弁
﹇w

ǔbiàm

﹈＝
武
官
、
将
校
、
軍
人
。
左
訓
「
ア
シ
カ
ル
」（
足
軽
）。

「
足あ
し

軽が
る

」
と
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
最
下
層
の
武
士
を
言
う
。
○
夜
巡
﹇yèxún

﹈＝
治
安
維
持
の

た
め
に
、
夜
、
市
中
を
巡
回
（
パ
ト
ロ
ー
ル
）
す
る
こ
と
。
左
訓
「
ヨ
マ
ハ
リ
」（
夜
回
り
）。
○
犯

夜
﹇fàn yè

﹈＝
夜
間
外
出
の
禁
を
犯
す
こ
と
。
古
代
よ
り
、
中
国
で
は
夜
間
に
城
門
を
出
入
り
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
夜
中
に
出
歩
く
者
は
、
そ
れ
だ
け
で
「
盗
賊
」
と
見
な
さ
れ
た
。
○
會

課
﹇huì kè

﹈＝
科
挙
受
験
生
が
学
校
で
試
験
を
受
け
る
こ
と
。「
會
」
は
「
会
」
の
正
字
。
常
用
漢

字
「
会
」
は
略
字
。
な
お
、「
会
課
﹇huì kè

﹈」
に
は
「
文
人
が
定
期
的
に
集
ま
り
、
詩
文
の
研

鑽
を
積
む
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
和
刻
本
の
左
訓
は
、
こ
ち
ら
の
意
味
を
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
左
訓
「
ヨ
ミ
モ
ノ
ニ
ユ
イ
テ
」（
読
み
物
に
行
い
て
）。
○
且
﹇qiě

﹈＝
ち
ょ
っ
と
、少
し
、
し

ば
ら
く
、
ひ
と
ま
ず
。
通
常
、
こ
の
意
味
の
場
合
は
「
し
ば
ら
く
」
と
訓
読
す
る
。
○
考
你
一
考

﹇kǎo nǐ yì kǎo
﹈＝
あ
な
た
を
ち
ょ
っ
と
テ
ス
ト
し
て
み
る
。「
考﹇kǎo

﹈」は
、「
テ
ス
ト
す
る
」「
試

験
を
す
る
」
意
の
動
詞
。﹇
動
詞
＋「
一
」＋
動
詞
﹈
は
、「
ち
ょ
っ
と
〜
し
て
み
る
」
と
い
う
意
味
を

表
す
。
こ
の
例
は
、
さ
ら
に
「
你
﹇nǐ

﹈（
あ
な
た
）」
と
い
う
目
的
語
が
加
わ
っ
た
形
。
現
代
中
国
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﹇
者
也
ノ

二
字
、
無
二

別
義
一

。
只
不
レ

識
レ

字
ヲ

、
故
ニ

有
二

如
レ

此
言
一

﹈

　
書
き
下
し
文

　
　

劾が
い

本ほ
ん

を
唸ね
ん

ず

一い
ち 

遼れ
う

東と
う

の
武ぶ

職し
よ
く

。
素も
と

よ
り
字じ

を
識し

ら
ず
。
一い
ち

日じ
つ 

論ろ
ん

ぜ
ら
る
。
人ひ
と

を
し
て
劾が
い

本ほ
ん

を
唸ね
ん

ぜ
し
め
て
云い
は

く
。
当ま
さ

に
任に
ん

を
革か
く

し
衛ゑ
い

に
回か
へ

す
べ
き
所と
こ
ろ

の
者も
の

也な
り

。
因よ
つ

て 

痛つ
う

哭こ
く

し
て
曰い
は

く
。
任に
ん

を
革か
く

し
衛ゑ
い

に
回か
へ

す

は 

是こ
れ 

小せ
う

事じ

。
這こ

の
者し
や

也や

の
二に

字じ

に
は
。
い
か
ん
ぞ

怎

 

当あ
た

り
得え

起お
こ

さ
ん
。

　
　
﹇
者し
や

也や

の
二に

字じ 

別べ
つ

義ぎ 
無な

し
。
只た
だ 

字じ

を
識し

ら
ず
、
故ゆ
ゑ

に 

此か
く

の
如ご
と

き
言げ
ん 

有あ

り
﹈

　
現
代
語
訳

　

遼り
よ
う

東と
う

（
中
国
東
北
部
の
国
境
付
近
の
地
域
）
の
あ
る
武
官
は
、
も
と
も
と
文
字
が
読
め
な
か
っ
た
。

あ
る
日
、（
誰
か
に
）
告
訴
さ
れ
（
た
が
、
文
字
が
読
め
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
）、
弾だ
ん

劾だ
ん

文ぶ
ん

を
読
み

上
げ
て
も
ら
っ
た
。

　
「
所
レノ

当キ
二ニ

革と
レキ

任
ヲ

回か
へ

一ス
レ

衛
ニ

者も
の

也な
り

（
当ま
さ

に
任に
ん

を
革と

き
衛ゑ
い

に
回か
へ

す
べ
き
所と
こ
ろ

の
者も
の

也な
り

）」（
訳
者
注
…
要

す
る
に
、
辺
境
警
備
の
仕
事
は
ク
ビ
、
駐
屯
地
に
引
き
返
し
な
さ
い
、
と
い
う
意
味
。）

　
（
こ
の
文
書
の
言
葉
を
聞
い
て
、
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
ま
り
）
武
官
は
痛
哭
し
て
言
っ
た
。

　
「『
革と
レキ

任
ヲ

回か
へ

一ス
レ

衛
ニ

（
任に
ん

を
革と

き
衛ゑ
い

に
回か
へ

す
）』（
辺
境
警
備
の
仕
事
は
ク
ビ
で
、
駐
屯
地
に
引
き

返
す
）
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
の
じ
ゃ
が
、
こ
の
『
者も
の

也な
り

』

の
二
字
に
関
し
て
は
、
ど
う
し
て
も
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ん
の
じ
ゃ
。」

　

【
和
刻
本
割
注
】「
者
﹇zhě

﹈」「
也
﹇yě

﹈」
の
二
字
は
、
特
に
意
味
の
な
い
語
で
あ
る
。
こ

の
武
官
は
、
文
字
の
読
め
な
い
人
間
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

　
注○『

訳
解
笑
林
広
記
』巻
之
上
・
古
艶
部（
一
六
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』巻
之
一
・
古
艶
部（
第

二
二
話
、五
丁
裏
〜
六
丁
表
）。
○
唸﹇niàn

﹈＝（
声
に
出
し
て
）読
む
、音
読
す
る
。
現
代
中
国
語「
念

﹇niàn

﹈」
と
同
じ
。
左
訓
「
ヨ
ム
」（
読
む
）。
○
劾
本
﹇héběn

﹈＝
法
に
背そ
む

い
た
者
を
非
難
し
咎と
が

め
る
文
書
。
弾だ
ん

劾が
い

文ぶ
ん

。
本
話
で
は
「
免
職
（
ク
ビ
）
を
通
知
す
る
文
書
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
中
国
小
説
に
お
け
る
用
例
は
未
見
。
左
訓
「
サ
ツ
ト
ウ
カ
キ
」（
察
当
書
き
）。「
さ
つ
と

う
」「
さ
つ
と
」
は
、「
察さ
つ

当た
う

」「
察さ
つ

度と

」
と
表
記
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
、
自
白

以
外
の
証
拠
に
よ
り
犯
罪
の
事
実
を
認
定
す
る
こ
と
を
言
う
。
○
遼
東﹇Liáodōng

﹈＝
中
国
東
北
部
、

遼
河
以
東
の
地
域
を
指
す
。
現
在
の
遼
寧
省
の
南
東
部
。
明
清
王
朝
の
国
境
付
近
。
○
武
職﹇w

ǔzhí

﹈

＝
軍
事
関
連
の
官
職
。「
文
職
」「
文
官
」
に
対
し
て
「
武
職
」「
武
官
」
と
言
っ
た
。
○
被
論
﹇bèi 

lùn

﹈＝
告
訴
さ
れ
る
、
弾だ
ん

劾が
い

さ
れ
る
。
○
革
任

衛
﹇gé rèn huí w

èi

﹈＝（
国
境
警
備
の
）
職
を

解
き
、
軍
の
駐
屯
地
に
戻
る
こ
と
。
辺
境
警
備
の
軍ぐ
ん

役え
き

を
解
任
さ
れ
る
こ
と
（
ク
ビ
に
な
る
こ
と
）。

『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
巻
一
七
に
「
兩
個
甲
科
合
力
與
聞
参
將
辯
白
前
事
。
世
間
情
面
那
有
不
讓
縉
紳
的
。

逐
件

罪
得
以
開
釋
。
只
處
得
他
革
任
回
衞
。」（
二
人
の
科
挙
受
験
生
が
力
を
合
わ
せ
て
聞ぶ
ん

大
佐
に

弁
明
し
た
た
め
、
世
間
も
士
大
夫
身
分
の
彼
ら
二
人
の
こ
と
を
、
大
目
に
見
て
く
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
一
つ
一
つ
罪
滅
ぼ
し
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
許
さ
れ
た
と
は
い
え
、
や
は
り
職
は

解
か
れ
、
軍
の
駐
屯
地
に
連
れ
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
拙
訳
））
と
い
う
用
例
が
あ
る
。「

」

は
「
回
」
の
俗
字
。
中
国
原
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
、乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）

宝
仁
堂
刊
本
）
は
「
回
」
に
作
る
。
○
當
得
起
﹇dāng de qǐ

﹈＝（
任
務
に
）
当
た
る
こ
と
が
で
き

る
、（
任
務
を
）
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
は
「
怎

﹇zěnm
e

﹈」（
ど
う
し
て
〜
で
あ
ろ

う
か
）
を
受
け
、
反
語
文
（
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
任
務
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
）
と
な
っ

て
い
る
。「
當（
当
）﹇dāng

﹈」
は
、「（
役
目
）
を
担
う
」
意
の
動
詞
。「
得
﹇de

﹈」
は
、
動
詞
の
後

に
置
か
れ
、可
能
補
語
や
方
向
補
語
を
作
る
構
造
助
詞
。「
起
﹇qǐ

﹈」
は
、原
義
「（
上
に
向
か
っ
て
）

起
き
上
が
る
」、
派
生
義
「（
能
力
的
に
、
経
済
的
に
）
で
き
る
」
意
を
添
え
る
方
向
補
語
。
現
代
中

国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
コ
ラ
ヘ
ラ
レ
ヨ
ウ
カ
」（
堪
え
ら
れ
よ
う
か
）。
○
者
也
﹇zhě yě

﹈＝
中
国

語
の
書
き
言
葉
（
古
典
漢
文
、
文ぶ
ん

言げ
ん

文ぶ
ん

）
に
使
用
さ
れ
る
助
字
（
虚
詞
）。
文ぶ
ん

言げ
ん

読
解
の
高
等
教
育

を
受
け
た
知
識
人
で
な
け
れ
ば
、
話
し
言
葉
の
中
国
語
を
自
由
に
話
せ
る
中
国
人
で
あ
っ
て
も
、
耳

で
聞
い
た
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
語
。「
者
﹇zhě

﹈」
は
「
〜
は
」
ま
た
は
「
〜
な
ら
ば
」
と
い

う
意
、「
也
﹇yě

﹈」
は
「
〜
た
る
や
」
ま
た
は
「
〜
で
あ
る
」
な
ど
の
意
を
表
す
。
な
お
、「
者
﹇zhě

﹈」

は
話
し
言
葉
で
は
用
い
ら
れ
な
い
語
で
あ
り
、「
也
﹇yě

﹈」
は
、
口
語
で
は
「
〜
も
（
ま
た
）」
と

い
う
、
書
き
言
葉
と
は
異
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
一
（
第
二
五
話
「
夜
巡
（
注
）」）
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語

訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
一
月
、
三
五
〜
三
六
頁
）
を
参
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『
絶
纓
三
笑
』
第
六
五
五
話
（
巻
四
、
儒
笑
六
一
、三
六
丁
裏
〜
三
七
丁
表
）

　
　

後
生
可
畏

鎭
守
太
監
觀
風
。
出
後
生
可
畏
焉
爲
題
。
衆
倶
笑
。
璫

問
其
故
。
敎
官
禀
曰
。
諸
生
以
題
目
太
難
。
求
減
得
一

字
也
好
。
璫
笑
曰
。

如8

此8

。
減8

後8

字8

。
只8

做8

生8

可8

畏8

焉8

罷8

。

　

道、
、
、
、
、
、
、

盛
德
至
求
増
字
。
此、
、
、
、
、

處
求
減
字
。
兩
題
一
時
並

　

出
。
内
相
定
謂
、
秀
才
心
中
不
定
。
難
理
會
也
。

　
　

後こ
う

生せ
い 

畏お
そ

る
べ
し

　

見
回
り
役
の
宦か
ん

官が
ん

が
、（
学
生
た
ち
の
）
様
子
を
う
か
が
い
に
や
っ
て
来
て
、「
後
生
可
畏
焉

（
後こ
う

生せ
い 

畏お
そ

る
べ
し
、
焉
い
ず
く

ん
ぞ
）」
と
い
う
（『
論
語
』
子し

罕か
ん

篇へ
ん

の
一
節
を
）
課
題
と
し
て
出
し

た
と
こ
ろ
、（
句く

読と
う

の
切
り
方
が
間
違
っ
て
い
た
の
で
、
学
生
た
ち
は
）
み
な
笑
っ
た
。
宦か
ん

官が
ん

が
そ
の
理
由
を
訊た
ず

ね
た
と
こ
ろ
、（
学
生
た
ち
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
る
）
教
官
は
（
目
上
の

立
場
に
あ
る
宦か
ん

官が
ん

を
フ
ォ
ロ
ー
し
よ
う
と
し
て
）、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

　
「
学
生
た
ち
は
、『
課
題
が
難
し
す
ぎ
る
の
で
、
一
文
字
減
ら
し
て
ほ
し
い
』
と
言
っ
て
い
る

の
で
す
。」

　

す
る
と
、（『
論
語
』
も
正
し
く
読
め
な
い
そ
の
）
宦か
ん

官が
ん

は
、
笑
っ
て
言
っ
た
。

　
「
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
ば
、『
後
』
と
い
う
文
字
を
減
ら
し
て
、『
生
可
畏
焉
（
生せ
い 
畏お
そ

る
べ
し
、

焉い
ず
く

ん
ぞ
）』
と
で
も
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。」

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）「
道
盛
徳
至
」
と
い
う
（『
大
学
』
朱し
ゆ

熹き

章し
よ
う

句く

「
伝
三
章
」
に
見

え
る
一
節
を
用
い
た
テ
ス
ト
の
）
題
が
出
さ
れ
た
と
き
は
、（「
道
盛

徳
至
善
。
民
之
不
能
忘
也
。」（
盛せ
い

徳と
く

至し

善ぜ
ん

は
、
民た
み

の
忘わ
す

る
る
こ
と
能あ
た

は
ざ
る
を
道い

ふ
な
り
。）
と
い
う
よ
う
に
）
文
字
を
増
や
し
て
ほ
し

い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
（
訳
者
注
…
こ
の
話
は
『
絶

纓
三
笑
』
第
六
〇
一
話
「
道
盛
徳
至
善
」（
巻
四
、
儒
笑
七
）
に
拠

る
。）、
こ
の
（『
論
語
』
子し

罕か
ん

篇へ
ん

の
一
節
を
用
い
た
テ
ス
ト
の
）
場

合
は
、（「
焉
」
と
い
う
余
計
な
）
文
字
を
減
ら
し
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
（
句く

読と
う

を
切
り
間
違
え
た
）
二
つ
の
題

が
同
時
に
出
さ
れ
た
よ
う
な
と
き
、（
科
挙
の
受
験
生
た
ち
は
、
訳わ
け

の
分
か
ら
な
い
課
題
に
戸
惑
い
、
何
も
答
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、

出
題
者
の
）
宦か
ん

官が
ん

は
、
お
そ
ら
く
「
学
生
た
ち
は
精
神
的
に
不
安
定

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
出
題
意
図
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
の
だ
」
と

で
も
思
う
の
だ
ろ
う
。

　
余
説

　

本
話
は
、『
論
語
』
も
正
し
く
読
め
な
い
無
学
な
宦か
ん

官が
ん

を
馬
鹿
に
し
た
話
で
あ
る
。「
後
生
可
畏
焉
」

と
い
う
五
字
句
は
、「
焉え
ん

」
が
断
定
の
意
を
添
え
る
文
末
の
語
気
助
詞
で
あ
る
場
合
も
あ
り
う
る
こ

と
か
ら
、
典
拠
で
あ
る
『
論
語
』
子し

罕か
ん

篇へ
ん

の
文
章
全
体
を
熟
知
し
て
い
な
け
れ
ば
、
危
う
く
読
み
間

違
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
明
清
時
代
の
中
国
、
そ
し
て
江
戸
時
代
の
日
本
に
お

い
て
は
、
朱
子
学
の
基
本
で
あ
る
「
四
書
」（『
大
学
』『
中
庸
』『
論
語
』『
孟
子
』）
に
書
か
れ
て
い

る
言
葉
程
度
な
ら
ば
、
句く

読と
う

は
お
ろ
か
、
朱
子
の
注
に
示
さ
れ
た
解
釈
ま
で
も
、
合
わ
せ
て
熟
知
し

て
い
て
当
然
で
あ
り
、
実
際
に
、
中
国
で
「
士
大
夫
」、
日
本
で
「
武
士
」「
文
人
」
な
ど
と
呼
ば
れ

る
階
級
の
人
た
ち
は
、
そ
の
程
度
の
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
熟
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
話
は
笑
え
な
い
。

　

な
お
、「
後こ
う

生せ
い 

畏お
そ

る
べ
し
（
今
の
大
人
た
ち
よ
り
も
偉
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
若
者
た
ち

を
侮あ
な
ど

っ
て
は
な
ら
な
い
）」
と
い
う
、『
論
語
』
子し

罕か
ん

篇へ
ん

に
見
え
る
こ
の
言
葉
は
、
今
日
の
日
本
に

お
い
て
も
、
ま
だ
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
話
に
登
場
す
る
無
知
な

宦か
ん

官が
ん

を
カ
ラ
カ
ラ
と
笑
い
と
ば
せ
る
だ
け
の
言
語
感
覚
と
古
典
的
素
養
を
、
ぜ
ひ
と
も
現
代
日
本
人

の
私
た
ち
も
、
持
ち
続
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

　　
48
唸ね
ん

劾が
い

本ほ
ん

（
弾だ
ん

劾が
い

文ぶ
ん

を
読
む
）

原
文

　
　

唸ヨム
二ス
サ
ツ
ト
ウ
カ
キ

劾
本
一ヲ

一
遼-

東
ノ

武-
職
。
素
ヨ
リ

不
レ

識
レラ

字
ヲ

。
一-

日
被
レル

論
セ

。
使
三

人
ヲ
シ
テ

唸ヨム
二

劾-

本
一ヲ

云
ク

。
所
レノ

當キ
二ニ

革
レシ

任
ヲ

一ス
レ

衛
ニ

者
也
ナ
リ

。
因
テ

痛-

哭
シ
テ

曰
ク

。
革
レシ

任
ヲ

レス
ハ

衛
ニ

還
マ
タ
シ
モ

是
レ

小-

事
。
這
ノ

者-

也
ノ

二-

字
ニ
ハ

。
イ
カ
ン
ゾ

怎

當
リ

得エ

起
サ
ン

。

コ
ラ
ヘ
ラ
レ
ヨ
ウ
カ
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（
生せ
い 

畏お
そ

る
べ
し
、
焉い
ず
く

ん
ぞ
）』
と
で
も
し
た
ら
、
よ
い
こ
と
じ
ゃ
ろ
。」（
訳
者
注
…
「
焉い
ず
く

ん
ぞ
」
は
、

そ
の
後
の
文
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
本
来
は
「
焉
﹇yān

﹈」
の
一
字
を
取
っ
て
「
後
生
可
畏

﹇hòushēng kě w
èi

﹈（
後こ
う

生せ
い 

畏お
そ

る
べ
し
）」と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
無
学
な
宦か
ん

官が
ん

は
、
教
養
人
な
ら
ば
誰
で
も
暗
唱
し
て
い
る
よ
う
な
『
論
語
』
の
言
葉
す
ら
、
正

し
く
読
め
て
い
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
重
ね
重
ね
露
呈
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
一
六
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・
古
艶
部
（
第

二
〇
話
、
五
丁
裏
）。
○
太
監
﹇tàijiàn
﹈＝
宦か
ん

官が
ん

（
去
勢
さ
れ
た
役
人
の
こ
と
、
後こ
う

宮き
ゆ
う

内
の
業
務

を
司
つ
か
さ
ど

っ
た
）
の
通
称
。
○

風
﹇guān fēng

﹈＝
様
子
を
う
か
が
う
、
情
勢
を
調
べ
る
、
見
回
り

を
す
る
。
こ
こ
で
は
、
学
生
た
ち
の
勉
強
の
様
子
を
う
か
が
い
、
抜
き
打
ち
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い

る
。「

」
は
「
観
」
の
異
体
字
。
和
刻
本
は
、
標
題
の
「

風
」
に
左
訓
「
ミ
マ
ハ
リ
」
を
附
し
、

本
文
中
の
「

風
」
に
左
訓
「
ガ
ク
モ
ン
シ
ヨ
ノ
ミ
マ
ハ
リ
」（
学
問
所
の
見
回
り
）
を
附
す
。
○
鎮

守
﹇zhènshǒu

﹈＝
見
守
る
、
監
視
す
る
。
左
訓
「
ブ
ギ
ヤ
ウ　

メ
ツ
ケ
ヤ
ク
」（
奉
行
、
目
付
役
）。

○
後-

生
可
レヘ
シ

畏
ル

焉
一ン
ソ
ヲ

＝
『
論
語
』
子し

罕か
ん

篇へ
ん

の
一
節
。
こ
の
見
回
り
役
人
の
出
題
し
た
一
節
は
、

句く

読と
う

を
切
り
間
違
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
学
生
た
ち
は
皆
笑
っ
た
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
一
般

的
な
訓
読
は
、下
記
の
通
り
。「
子
ノ

曰
。
後-

生
可
レシ

畏
ル

。
焉
ソ

知
二ン

來-

者
ノ

之
不
一ル
レヲ

如
レ

今
ニ

也
。」（『
経

典
余
師
（
論
語
）』（
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
刊
、
巻
二
・
三
八
丁
裏
）
に
よ
る
。）
こ
の
一
節
の
意

味
は
、「（
大
人
た
ち
は
）
若
い
後
輩
た
ち
を
侮
あ
な
ど

っ
て
は
な
ら
な
い
。
若
者
は
、
今
の
大
人
た
ち
よ
り

も
、
将
来
優
れ
た
人
物
に
な
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。」
と
い
う
こ
と
。
な
お
、
こ
の

抜
き
打
ち
試
験
の
内
容
は
、
与
え
ら
れ
た
題
に
沿
っ
て
「
八は
つ

股こ

文ぶ
ん

」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
文
体
で
文

章
を
作
成
す
る
こ
と
。
○
璫
﹇dāng

﹈＝
宦か
ん

官が
ん

。
本
来
は
、「
帽
子
に
つ
け
た
飾
り
」
の
意
。
宦か
ん

官が
ん

の
帽
子
に
金
銀
の
飾
り
が
付
い
て
い
た
こ
と
か
ら
言
う
。
左
訓「
ヤ
ク
ニ
ン
」（
役
人
）。
○
稟﹇bǐng

﹈

＝
申
し
上
げ
る
、
報
告
す
る
。
○
諸
生
﹇zhūshēng

﹈
＝
明
清
時
代
の
科
挙
制
度
に
お
い
て
、
地

方
で
行
わ
れ
る
最
初
の
試
験
に
合
格
し
、
府
・
州
・
県
の
学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
学
生
た
ち
を
言
う
。「
秀
才
」「
生
員
」「
廩
生
」
と
同
じ
。
第
五
話
「
廩り
ん

糧り
よ
う

」
に
前
出
。
○
罷
﹇ba

﹈

＝
文
末
の
語
気
助
詞
。
聞
き
手
の
同
意
を
求
め
る
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
（「
〜
に
し
ま
し
ょ
う
よ8

」）

を
添
え
る
。
現
代
中
国
語
の
「
吧
﹇ba

﹈」
と
同
じ
。
左
訓
「
ヨ
」。

　

補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
一
（
第
二
六
話
「
太
監
」）、『
絶
纓
三
笑
』
巻
四
・
儒
笑
六
一
（
第

六
五
五
話
「
後
生
可
畏
」）
に
類
話
が
あ
り
、
和
刻
本
『
笑
府
』（
半
紙
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）

京
都
刊
、Ａ
本
）
に
訓
訳
が
備
わ
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』（
岩

波
文
庫
、
一
九
八
三
年
一
月
、
三
六
〜
三
七
頁
）、
大
木
康
『
笑
林
・
笑
賛
・
笑
府
他
〈
歴
代
笑
話
〉』

（
中
国
古
典
小
説
選
12
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
二
三
二
〜
二
三
三
頁
）
を
参
照
。

　
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』、
和
刻
本
『
笑
府
』（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙
本
、
Ａ
本
）

の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
府
』
の
引
用
は
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
に
拠
り
、
和

刻
本
『
笑
府
』
の
引
用
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、『
絶
纓
三
笑
』
の
引
用
は
東
京
大
学
文
学

部
図
書
館
蔵
本
に
拠
る
。『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』『
笑
林
広
記
』
所
収
話
の
本
文
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
が
、『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
評
語
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。『
絶
纓
三
笑
』

に
は
拙
訳
を
添
え
る
。

　

『
笑
府
』
第
二
六
話
（
巻
一
・
古
艶
部
、
一
一
丁
表
）

　
　

太
監

鎮
守
太
監
観
風
。
出
後
生
可
畏
焉
為
題
。
衆
倶
笑
。
璫
問
其

故
。
教
官
禀
曰
。
諸
生
以
題
目
太
難
。
、
、
求

得、
、
、
、
、

一
字
也
好
。
璫　
　

笑
曰
。
既、
、
、
如
此
。

後、、
、字。
只、
、
、
、
、
、
、

做
生
可
畏
焉
罷
。

　

或
疑
太
監
何
以
附
古
艶
。
曰
。
從、
、
、
、
、

來
富
貴
的
。
有、
、
、
、

得
幾
箇

　

不、
、
、
、
、

俯
仰
内
相

　
和
刻
本
『
笑
府
』（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙
本
、
Ａ
本
）

　
　

第
四
五
話
（
巻
上
、
一
一
丁
表
）

鎮-

守
大
（
マ
マ
）-

監
觀
レ

風
ヲ 

出
二

後-

生
可
レ

畏
焉
一ヲ 

為
レ

題
ト 

衆
倶
ニ

笑
フ 

璫
問
二

其
ノ

　

故
一ヲ 

教-

官
禀
マ
ウ
シ
テ

曰 

諸-

生
以
二

題-

目
大（
マ
マ
）タ

難
一ヲ 

求
三

減
二-

得
一
字
一

也
タ

好
シ

　

璫
笑
テ

曰 

既
如
レン
ハ

此 

減
二

後
字
一ヲ 

只
做
二シ

生
可
レ

畏
焉
一ト

罷シマヘ
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は
、
ど
う
い
う
吉
凶
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。」（
原
白
文
、
拙
訳
）
と
あ
る
。
○
初
選
﹇chū 

xuǎn
﹈＝
初
め
は
（
〜
と
い
う
役
職
に
）
選
ば
れ
る
。
和
刻
本
は
、「
初
」
字
を
「

」
に
作
る
が
、今
、

中
国
原
本
に
従
っ
た
。
○
一
定
﹇yídìng

﹈＝「
き
っ
と
」「
必
ず
」
と
い
う
意
の
副
詞
。
現
代
中
国

語
と
同
じ
。
左
訓
「
ヒ
ツ
ジ
ヨ
ウ
」（
必
定
）。
○
主
簿
﹇zhǔbù

﹈＝
主し
ゆ

簿ぼ

（
官
職
名
）。
第
四
五
話

「
衙
官
隠
語
」
に
前
出
。
公
文
書
の
作
成
や
事
務
を
司
る
。「
帳
簿
を
煮
る
」
意
の
「
煮
簿
﹇zhǔbù

﹈」

と
同
音
。
○
恭
喜
﹇gōngxǐ

﹈＝
お
め
で
と
う
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
メ
テ
タ
シ
」（
め
で

た
し
）。
○
一
轉
﹇yì zhuǎn
﹈＝
ひ
と
た
び
向
き
を
変
え
れ
ば
。
一
旦
、
方
向
転
換
を
す
れ
ば
。
現

代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
ヒ
ツ
ク
リ
カ
ヘ
レ
ハ
」（
ひ
っ
く
り
返
れ
ば
）。「
轉
」
は
「
転
」
の
本
字
。

○
現
成
﹇xiànchéng

﹈＝
あ
り
合
わ
せ
（
の
も
の
）。
自
分
で
努
力
し
て
用
意
し
た
も
の
で
は
な
く
、

す
で
に
お
膳
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
。
第
四
五
話
「
衙
官
隠
語
」
に
前
出
。
こ
こ
で
は
、
女
性

に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
の
努
力
を
一
切
必
要
と
せ
ず
、
男
女
二
人
（
義
理
の
父
と
息
子
の
嫁
）

の
結
ば
れ
る
お
膳
立
て
が
、す
で
に
初
め
か
ら
整
っ
て
い
る
、と
い
う
状
態
を
指
し
て
い
る
。左
訓「
デ

キ
ア
ヒ
」（
出
来
合
ひ
）。
な
お
、
文
末
に
附
さ
れ
た
割
注
の
表
記
法
が
、
中
国
原
本
と
和
刻
本
と
で

は
、
微
妙
に
異
な
る
（
内
容
は
同
じ
）。
中
国
原
本
は
「
縣
現

丞
成

」
と
す
る
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な
い
。

　
余
説

　

本
話
も
、
第
四
五
話
「
衙ご

官か
ん

隠い
ん

語ご

」
に
引
き
続
き
、「
煮
簿
﹇zhǔbù

﹈（
帳
簿
を
煮
る
）」＝「
主

簿
﹇zhǔbù

﹈（
公
文
書
の
作
成
係
）」、「
現
成
﹇xiànchéng

﹈（
お
膳
立
て
が
整
っ
て
い
る
状
態
）」

＝「
県
丞
﹇xiànchéng

﹈（
県
知
事
の
補
佐
役
）」
と
い
う
、
中
国
語
の
ダ
ジ
ャ
レ
（
掛か
け

詞こ
と
ば

）
に
よ

る
笑
い
話
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、こ
の
話
の
場
合
、か
な
り
き
わ
ど
い
、義
父
と
嫁
と
の
不
倫
関
係
を
か
す
め
た
話
に
な
っ

て
い
る
（
や
や
知
的
で
洗
練
さ
れ
た
笑
話
を
好
む
『
笑
府
』
や
『
絶
纓
三
笑
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な

い
の
も
、
本
話
が
男
女
の
性
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
下
ネ
タ
話
で
あ
る
せ
い
か
も
し
れ
な
い
）。
夢
の

な
か
で
、裸
の
義
父
と
裸
の
嫁
が
背
中
を
向
け
合
っ
て
立
っ
て
い
る
、そ
れ
は
身か
ら
だ体
の
向
き
を
こ
ろ
っ

と
変
え
れ
ば
、
さ
あ
「
不
倫
関
係
が
で
き
あ
が
る
の
に
、
う
っ
て
つ
け
の
状
態
で
あ
る
」＝「
現
成

﹇xiànchéng

﹈（
お
膳
立
て
が
整
っ
た
状
態
）」＝「
県
丞
﹇xiànchéng

﹈（
県
知
事
の
補
佐
官
）」
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

　

中
国
語
に
よ
る
ダ
ジ
ャ
レ
は
、
当
代
き
っ
て
の
中
国
語
通
で
あ
っ
た
遠
山
荷
塘
好
み
の
話
柄
で
あ

る
。
こ
の
手
の
笑
い
話
は
、
中
国
語
で
音
読
し
て
こ
そ
、
そ
の
味
わ
い
を
存
分
に
味
わ
い
尽
く
す
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　　
47
太た
い

監か
ん

観か
ん

風ぷ
う

（
見
回
り
に
き
た
宦か
ん

官が
ん

が
、
学
生
た
ち
の
様
子
を
う
か
が
う
）

原
文

　
　

太

ミ
マ
ハ
リ

-

監
レル

風
ヲ

鎮ブギ
ヤ
ウ

-

守
太メツ
ケ
ヤ
ク

-

監

レス

風

ガ
ク
モ
ン
シ
ヨ
ノ
ミ
マ
ハ
リ

ヲ

。
出
二シ
テ

後-

生
可
レヘ
シ

畏
ル

焉
一ン
ソ
ヲ

為
レス

題
ト

。
衆
皆
ナ

掩
レフ
テ

口
而
笑
フ

。
璫
ヤ
ク
ニ
ン

問
二フ

其
ノ

故
一ヲ

。
教-

官
禀
シ
テ

曰
ク

。
諸-

生
以
二テ

題-

目
太
タ

難
一キ
ヲ

。
求ドウソ
ム

二シ-

得
レ
バ

一-

字
一ヲ

也
タ

好
シ

。
璫
笑
テ

曰
ク

。

既
ニ

如
レク
ナ
ラ
ハ

此
ノ

、
除
二-

了
シ
テ

後
ノ-

字
一ヲ

。
只ゝ
做
二サ
ン

生
可
レ

畏
焉
一ン
ソ
ト

罷ヨ
。

　
書
き
下
し
文

　
　

太た
い

監か
ん 

風ふ
う

を
観み

る

鎮ち
ん

守じ
ゆ

太た
い

監か
ん 

風ふ
う

を
観か
ん

ず
。
後こ
う

生せ
い 

畏お
そ

る
べ
し
焉い
づ
く

ん
ぞ 

を
出い
だ

し
て
題だ
い

と
為な

す
。
衆し
ゆ
う 

皆み
な 

口く
ち

を
掩お
ほ

ふ
て

笑わ
ら

ふ
。
璫た
う 

其そ

の
故ゆ
ゑ

を
問と

ふ
。
教け
う

官く
わ
ん 

稟ま
う

し
て
曰い
は

く
。
諸し
よ

生せ
い 

題だ
い

目も
く 

太は
な
は

だ
難か
た

き
を
以も
つ

て
。
求も
と

む 

一い
ち

字じ

を
減げ
ん

じ
得う

れ
ば 

也ま
た 

好よ

し
。
璫た
う 

笑わ
ら
つ

て
曰い
は

く
。
既す
で

に
此か
く

の
如ご
と

く
な
ら
ば
、
後こ
う

の
字じ

を
除じ
よ

了れ
う

し
て
。

只た
だ 

生せ
い 

畏お
そ

る
べ
し
焉い
づ
く

ん
ぞ 

と
做な

さ
ん
。

　
現
代
語
訳

　

見
回
り
役
の
宦か
ん

官が
ん

が
、学
生
た
ち
の
様
子
を
う
か
が
い
に
や
っ
て
来
て
、（
抜
き
打
ち
試
験
と
し
て
）

「
後
生
可
畏
焉
﹇hòushēng kě w

èi yān

﹈（
後こ
う

生せ
い 

畏お
そ

る
べ
し
、
焉い
づ
くん
ぞ
）」
と
い
う
題
を
出
し
た
。

す
る
と
、
学
生
た
ち
は
皆み
な

、
口
を
手
で
覆お
お

っ
て
大
笑
い
し
た
。
宦か
ん

官が
ん

は
（
皆
が
笑
っ
た
そ
の
）
理わ

由け

を
訊た
ず

ね
た
。（
学
問
所
の
）
教
官
は
、
こ
う
申
し
上
げ
た
。

　
「
学
生
た
ち
は
、
テ
ス
ト
の
課
題
が
難
し
す
ぎ
る
の
で
、
一
文
字
減
ら
し
て
頂
け
な
い
か
、
と
言
っ

て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

　

宦か
ん

官が
ん

は
、
笑
っ
て
言
っ
た
。

　
「
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
ば
、『
後
﹇hòu

﹈』の
一
字
を
取
っ
て
、『
生
可
畏
焉
﹇shēng kě w

èi yān

﹈
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隔
二テ

数
日
一ニ

。
公
曰
ク

。
我
レ

又
得
二タ
リ

一
梦
一ヲ

。
梦
ニ

見
二ル
ハ

你-

我
二-

人
皆
裸-

體
ニ
シ
テ

而
立
チ

。
身-

子
ハ

却
テ

是
レ

相
背
ス
ル

的
一ヲ

。
何
ン
ソ
ヤ

也
。
媳
曰
ク

。
恭メテ
タ
シ

-

喜 

ヒ
ツ
ク
リ
カ
ヘ
レ
ハ

一-

轉
ス
レ
ハ

就
チ

是
レ

現デキ
ア
ヒ成
﹇
音
縣
丞
﹈、

　
書
き
下
し
文

　
　

詳し
や
う

夢む

一い
ち 

吏り

典て
ん

と
作な

る
者も
の

。
媳し
よ
く

婦ふ

の
最も
つ
と

も
善よ

く
夢ゆ
め

を
詳う
ら
な

ふ 

有あ

り
。
適
た
ま
た
ま 

三さ
ん

考か
う 

已す
で

に
満み

ち
。
将ま
さ

に
往ゆ
き

て
謁え
つ

選せ
ん

せ
ん
と
す
。
夜よ
る 
一い
ち

夢む

を
得え

た
り
。
媳し
よ
く

を
呼よ
び

て 

こ
れ
を
詳
う
ら
な
は

す
。
媳し
よ
く

何な
ん

の
夢ゆ
め

ぞ
と
問と

ふ
。

公こ
う 

曰い
は

く
。
夢ゆ
め

に
許あ
ま

多た

の
冊さ
つ

籍せ
き

を
。
鍋く
わ

内な
い

に
放は
う

在ざ
い

し
て
熬が
う

煮し
や

す
る
を
見み

る
。
未い
ま

だ
何な
ん

の
吉き
つ

凶き
よ
う

を
主つ
か
さ

ど
る
か
を
知し

ら
ず
。
媳し
よ
く 

曰い
は

く
。
初し
よ

選せ
ん

に
一い
つ

定て
い

に
是こ
れ 

個こ

の
主し
ゆ

簿ぼ

な
ら
ん
。
数す
う

日じ
つ

を
隔へ
だ

て
。
公こ
う 

曰い
は

く
。

我わ
れ 

又ま
た 

一い
ち

夢む

を
得え

た
り
。
夢ゆ
め

に 

你ぢ

我が

二に

人に
ん 
皆み
な 

裸ら

体た
い

に
し
て
立た

ち
。
身し
ん

子し

は
却か
へ
つ

て
是こ
れ 

相あ
い

背は
い

す
る

を
見み

る
。
何な
ん

ぞ
や
。
媳
し
よ
く

曰い
は

く
。
恭き
よ
う

喜き 
一い
つ

転て
ん

す
れ
ば
就す
な
は

ち
是こ
れ 

現げ
ん

成せ
い

﹇
音お
ん 

県け
ん

丞じ
よ
う

﹈、

　
現
代
語
訳

　

あ
る
小
役
人
の
息
子
の
嫁
は
、
た
い
へ
ん
夢
占
い
が
上
手
で
あ
っ
た
。（
嫁
に
と
っ
て
は
義
理
の

父
で
あ
る
）
小
役
人
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、（
郷き
よ
う

試し

・
会か
い

試し

・
殿で
ん

試し

と
い
う
）
三
つ
の
科
挙
の

受
験
を
終
え
、
配
属
先
を
決
め
る
官
吏
選
抜
試
験
に
出
発
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

そ
の
夜
、（
小
役
人
は
）
夢
を
見
た
。
そ
こ
で
息
子
の
嫁
を
呼
び
、
夢
占
い
を
し
て
も
ら
っ
た
。

嫁
が
「
ど
の
よ
う
な
夢
を
見
た
の
で
す
か
。」
と
訊た
ず

ね
る
と
、
義
理
の
父
は
言
っ
た
。

　
「
た
く
さ
ん
の
書
籍
を
鍋
の
な
か
に
入
れ
、と
ろ
火
で
ぐ
つ
ぐ
つ
煮
込
ん
で
い
る
夢
を
見
た
の
じ
ゃ
。

そ
れ
が
縁
起
の
良
い
夢
な
の
か
、
縁
起
の
悪
い
夢
な
の
か
、
分
か
ら
ん
の
じ
ゃ
よ
。」

　

息
子
の
嫁
は
言
っ
た
。

　
「
そ
れ
は
き
っ
と
、最
初
は
主
簿
8

8

（
公
文
書
の
作
成
係
）
に
任
命
さ
れ
る
、と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。」

（
訳
者
注
…
夢
に
見
た
、「
書
類
を
煮
込
む
」
意
を
表
す
「
煮
簿
﹇zhǔbù

﹈」
と
い
う
言
葉
と
、「
公

文
書
の
作
成
係
」
と
い
う
意
味
の
官
職
名
「
主
簿
﹇zhǔbù

﹈」
と
い
う
言
葉
が
、
中
国
語
で
は
ま
っ

た
く
同
じ
発
音
で
あ
る
。）

　

数
日
後
、
義
理
の
父
は
言
っ
た
。

　
「
わ
し
は
、
ま
た
夢
を
見
た
。
こ
ん
ど
の
夢
は
な
、
お
前
と
わ
し
の
二
人
が
な
、
ど
ち
ら
も
素
っ

裸
で
立
っ
て
お
っ
て
、
二
人
と
も
互
い
に
身か
ら
だ体
は
背
中
を
向
け
合
っ
て
お
る
の
じ
ゃ
。（
こ
の
夢
は
、

い
っ
た
い
）
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
じ
ゃ
ろ
う
。」

　

嫁
は
言
っ
た
。

　
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
ろ
っ
と
ひ
っ
く
り
返
れ
ば
、
す
ぐ
に
県
丞
8

8

（
県
知
事

の
補
佐
官
）
に
任
命
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。」（
訳
者
注
…
背
中
を
向
け
合
っ
て
立
っ
て
い
る

全
裸
の
男
女
が
、
こ
ろ
っ
と
向
き
を
変
え
て
ひ
っ
く
り
返
れ
ば
、
そ
の
男
と
女
は
、
す
ぐ
に
で
も
結

ば
れ
る
、そ
の
よ
う
な
、男
女
関
係
を
成
立
さ
せ
る
の
に
お
誂あ
つ
ら

え
向
き
の
状
態
、そ
れ
は
つ
ま
り
「
現

成
﹇xiànchéng

﹈（
お
膳
立
て
が
す
で
に
整
え
ら
れ
て
い
る
状
態
）」
を
指
す
の
で
あ
り
、そ
の
「
現

成
﹇xiànchéng

﹈」
と
い
う
言
葉
が
、「
県
知
事
の
補
佐
官
」
を
意
味
す
る
「
県
丞
﹇xiànchéng

﹈」

と
い
う
言
葉
と
、
中
国
語
で
は
ま
っ
た
く
同
じ
発
音
で
あ
る
。
だ
か
ら
嫁
は
、「（
背
を
向
け
合
っ
た

全
裸
の
男
女
の
身か
ら
だ体
の
向
き
が
）
一
転
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
県
丞
に
な
る
で
し
ょ
う
（
一
転
就
是
現
成

（
＝
県
丞
））」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。）

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
一
五
丁
裏
〜
一
六
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・

古
艶
部
（
第
一
九
話
、
五
丁
表
〜
裏
）。
○
詳
夢
﹇xiáng m

èng

﹈＝
夢
占
い
、
夢
判
断
、
夢
診
断

を
す
る
。
夢
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
の
ご
と
の
吉
凶
を
占
う
こ
と
。
左
訓
「
ユ
メ
ウ
ラ
ナ

イ
」（
夢
占
い
）。
○
吏
典
﹇lìdiǎn

﹈＝
元
、
明
、
清
の
時
代
に
お
け
る
官
吏
、
小
役
人
の
こ
と
。「
吏

員﹇lìyuán

﹈」と
も
言
う
。
○
媳
婦﹇xífù

﹈＝
息
子
の
嫁
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
○
三
考﹇sānkǎo

﹈

＝「
進
士
」
に
及
第
す
る
た
め
に
三
度
行
わ
れ
る
科
挙
試
験
、「
郷
試
」「
会
試
」「
殿
試
」
を
指
す
。

左
訓「
ミ
ト
ウ
リ
ノ
シ
ラ
ベ
」（
三
通
り
の
調
べ
）。
○
謁
選﹇yèxuǎn

﹈＝
科
挙
の
三
つ
の
試
験（「
三

考
」）
に
合
格
し
た
後
、
ど
の
よ
う
な
官
職
に
就
く
か
を
決
め
る
こ
と
。
配
属
先
を
決
定
す
る
た
め

の
選
抜
試
験
を
受
け
る
こ
と
。
左
訓
「
ヤ
ク
ニ
ヱ
ラ
ヒ
ア
ケ
ラ
ル
」（
役
に
選
び
挙
げ
ら
る
）。
○
公

﹇gōng

﹈＝
夫
の
父
。
義
理
の
お
父
さ
ん
。
○
把
﹇bǎ

﹈＝
〜
を
（
助
詞
）。
目
的
語
を
動
詞
の
前
に

置
く
と
き
に
用
い
る
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
右
傍
訓
「
ヲ
」。
古
典
漢
文
で
は
基
本
的
に
用
い
ら

れ
な
い
口
語
語
彙
。○
放
在﹇fàng zài

﹈＝
〜
に
入
れ
る
。「
放﹇fàng

﹈」は
、「（
物
を
）入
れ
る
」「
置
く
」

意
の
動
詞
。「
在
﹇zài

﹈」
は
、
動
詞
の
後
に
置
か
れ
、
動
作
が
そ
の
場
に
と
ど
ま
る
意
を
添
え
る

結
果
補
語
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
イ
レ
テ
」（
入
れ
て
）。
○
熬
煮
﹇áozhǔ

﹈＝
と
ろ
火

で
ぐ
つ
ぐ
つ
煮
込
む
こ
と
。
左
訓
「
ニ
ル
」（
煮
る
）。
○
主
﹇zhǔ

﹈＝
前
兆
を
示
す
、
予
兆
を
現
す
。

『
至
治
新
刊
全
相
平
話
三
国
志
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
画
像
デ
ー
タ
（
巻
上
、
三
丁
裏
15
））
に
「
斉

王
問
大
臣
。
銅
鉄
鳴
。
主
何
吉
凶
。」（
斉
主
は
大
臣
に
訊た
ず

ね
た
。「
銅
や
鉄
が
鳴
り
響
く
と
い
う
の
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国
語
の
「
下
来
﹇xiàlai

﹈」「

来
﹇guòlai

﹈」
に
相
当
す
る
。
左
訓
「
モ
ツ
テ
キ
タ
ナ
ラ
」（
持
っ

て
き
た
な
ら
）。
○
現
成
﹇xiànchéng

﹈＝
あ
り
合
わ
せ
の
（
も
の
）、
既
製
の
（
も
の
）、
す
で
に

準
備
さ
れ
た
（
も
の
）。
左
訓
「
デ
キ
ア
ヒ
」（
出
来
合
ひ
）。
○
縣
丞
﹇xiànchéng

﹈＝
県
知
事
の

補
佐
官
、副
知
事
。
現
代
中
国
語
で
も
「
現
成
﹇xiànchéng

﹈」
と
「
縣
丞
（
県
丞
）﹇xiànchéng

﹈」

は
、
完
全
に
同
音
語
。「
縣
」
は
「
県
」
の
本
字
。
○

湯
﹇gǔntāng

﹈＝
煮
え
た
ぎ
る
湯
、
熱
湯
。

和
刻
本
は
、「

」
字
に
左
訓
「
タ
ギ
ル
」
を
附
す
。
○
下
二ス

文
書
一ニ

＝
訓
点
は
原
本
（
和
刻
本
）
の

ま
ま
。
書
き
下
し
文
は
、
意
に
よ
っ
て
「
文
書
を8

下
す
」
と
改
め
た
。
左
訓
「
チ
ヤ
ウ
メ
ン
ヲ
イ
レ

ル
」（
帳
面
を
入
れ
る
）。「
帳
面
」
と
は
、
メ
モ
用
紙
を
糸
で
綴
じ
て
冊
子
状
に
し
た
も
の
、
つ
ま

り
「
ノ
ー
ト
」「
帳
簿
」
を
指
す
。
○
主
簿
﹇zhǔbù

﹈＝
主し
ゆ

簿ぼ

（
官
職
名
）。
公
文
書
の
作
成
や
事

務
を
司
っ
た
。「
主
簿
﹇zhǔbù

﹈」
と
「
煮
簿
﹇zhǔbù

﹈」
は
、
現
代
中
国
語
で
も
、
完
全
に
同

音
で
あ
る
。
○
郷
下
﹇xiāngxià

﹈＝
田い
な
か舎
、農
村
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
イ
ナ
カ
ノ
」（
田

舎
の
）。○
蠻
子﹇m

ánzi

﹈＝
中
国
の
南
方
人
に
対
す
る
蔑
称
。「
中
国
南
方
の
な
ら
ず
者
」の
意
。「
蠻
」

は
「
蛮
」
の
本
字
。
左
訓
「
ア
ホ
ウ
ノ
」（
阿
呆
の
）。
○
租
糞

﹇zū fèn yáo

﹈＝
レ
ン
タ
ル
用

の
糞く
そ

を
貯た

め
て
お
く
甕か
め

。「

」
は
「
窯
」
の
異
体
字
。「
租
﹇zū
﹈」
は
、「
貸
し
付
け
る
」
意
の
動
詞
。

左
訓
「
コ
ヤ
シ
ツ
ボ
」（
肥
や
し
壺
）。
な
お
、
明
代
の
中
国
で
は
、
肥
料
と
し
て
の
人
糞
は
、
た
い

へ
ん
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
文
人
た
ち
に
よ
く
読
ま
れ
た
中
国
白
話
小
説
集
『
照し
よ
う

世せ
い

盃は
い

』（
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
和
刻
本
刊
、
清せ
い

田た

儋た
ん

叟そ
う

施
訓
、
第
四
回
「
掘
新
坑
慳
鬼
成
財
主
」）

に
、
通
行
人
の
大
便
を
貯た

め
て
大お
お

儲も
う

け
を
し
た
湖
州
（
中
国
南
方
の
浙
江
省
）
人
の
話
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
○
典
屎﹇diǎnshǐ

﹈＝
ウ
ン
チ
を
質し
ち

に
入
れ
て
、お
金
を
受
け
取
る
こ
と
。「
典﹇diǎn

﹈」は
、

「
何
か
を
抵
当
に
入
れ
て
、
お
金
を
借
り
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
。
○
典
史
﹇diǎnshǐ
﹈＝
官
職
名
、

県
知
事
の
下
で
犯
罪
人
の
逮
捕
、投
獄
な
ど
に
携
わ
っ
た
。「
典
史﹇diǎnshǐ

﹈」と「
典
屎﹇diǎnshǐ
﹈」

は
同
音
。
な
お
、
文
末
割
注
の
後
半
部
分
「
縣
丞 

主
簿 

典
史 

也
」
は
、
中
国
原
本
に
は
見
え
な
い
。

こ
の
箇
所
の
み
は
、
和
刻
本
の
施
訓
者
、
遠
山
荷
塘
に
よ
る
訳
注
で
あ
る
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
一
（
第
二
二
話
「
典
史
」）
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、

松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
一
月
、
三
二
〜
三
三
頁
）
を
参
照
。
な

お
、
和
刻
本
『
笑
府
』
に
類
話
は
な
い
。

　
『
笑
府
』
収
録
話
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
府
』
の
引
用
は
、
筑
波
大
学
中
央
図
書

館
蔵
本
に
拠
る
。『
笑
林
広
記
』
と
『
笑
府
』
の
本
文
は
、
ほ
ぼ
同
文
と
言
っ
て
よ
い
が
、『
笑
府
』

に
は
『
笑
林
広
記
』
に
は
な
い
評
語
が
あ
る
。

　

『
笑
府
』
第
二
二
話
（
巻
一
・
古
艶
部
、
九
丁
表
〜
裏
）

　
　

典
史

衙
官
相
遇
。
各
問
何
職
。
一
人
曰
。
随、
、
、
、
、
、
、

常
茶
飯
掇
将
來
。
盖
義

取
見、﹇
縣
﹈
成、﹇
丞
﹈
也、。
一
人
曰
。
、湯、
裡、、
、
、
、

下
文
書
。
盖
煮、﹇
主
﹈
簿、

也、。
一
人
曰
。
郷
下
蠻
子
租
糞
坑
。
問
者
不
解
。
荅
曰
、
典
屎
8

8

﹇
史
﹈

　

若
如
此
説
、
還8

是
典
史
近
錢

8

8

8

8

8

　
余
説

　

こ
の
話
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」
は
、
中
国
語
の
同
音
異
義
語
（
掛か
け

詞こ
と
ば

）
に
よ
る
ダ
ジ
ャ
レ
の
妙
に

あ
る
。
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
同
音
語（
掛か
け

詞こ
と
ば

）は
、「
現
成﹇xiànchéng

﹈（
あ
り
合
わ
せ
）」＝「
県

丞
﹇xiànchéng

﹈（
県
知
事
の
補
佐
官
）」、「
煮
簿
﹇zhǔbù

﹈（
帳
簿
を
煮
る
）」
＝
「
主
簿
﹇zhǔbù

﹈

（
公
文
書
の
作
成
係
）」、「
典
屎
﹇diǎnshǐ

﹈（
ウ
ン
チ
を
質
入
れ
す
る
）」
＝
「
典
史
﹇diǎnshǐ

﹈（
警

察
官
）」
の
三
つ
で
あ
る
が
、
特
に
最
後
の
例
は
、
中
国
南
方
の
野
蛮
な
商
人
が
（
こ
の
言
い
方
は
、

中
国
の
北
方
人
か
ら
見
た
偏
見
で
は
あ
ろ
う
が
）「
ウ
ン
チ
の
レ
ン
タ
ル
業
」
を
営
ん
で
い
た
と
い

う
、
明
清
時
代
の
中
国
南
方
の
庶
民
生
活
の
実
態
を
ま
ざ
ま
ざ
と
映
し
出
し
て
お
り
、
非
常
に
興
味

深
い
。「
ウ
ン
チ
」
な
ど
と
い
う
下し
も

が
か
っ
た
内
容
を
含
ん
で
い
る
だ
け
に
、や
や
下
品
で
は
あ
る
が
、

当
時
の
中
国
の
読
者
に
と
っ
て
は
、
だ
か
ら
こ
そ
思
わ
ず
吹
き
出
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
可お

か笑
し
な

話
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　　
46
詳
し
よ
う

夢む

（
夢
占
い
）

原
文

　
　
ユ
メ
ウ
ラ
ナ
イ

詳
夢

一
作
二ル

吏-

典
一ト

者
。
有
二リ

媳-

婦
ノ

最
モ

善
ク

詳ウ
ラ
ナ
フ

一
レ

夢
ヲ

。
適ゝ
ミ
ト
ウ
リ
ノ
シ
ラ
ベ

三-

考
已
ニ

チ

。
将
二ニ

徃
テ

謁ヤクニ
エ
ラ
ヒ
ア
ケ
ラ
ル

-

選
一セ
ン
ト
ス

。

夜
得
二タ
リ

一
梦
一ヲ

。
呼
レテ

媳
ヲ

詳
レス

之
ヲ

。
媳
問
二フ

何
ノ

梦
一ソ
ト

。
公
曰
ク

。
夢
ニ

見
下ル

把ヲ
二

許イク
ラ
ノ

-

多
册-

籍
一

。

放イ
レ
テ
二-

在
シ
テ

鍋-

内
一ニ

熬ニ
ル煮
上ス
ル
ヲ

。
未
レタ

知
ラ

主
二ト
ル

何
ノ

吉-

凶
一ヲ

。
媳
曰
ク

。
初-

選
ニ

一ヒツ
ジ
ヨ
ウ

-

定
ニ

是
レ

個
ノ

主-

簿
ナ
ラ
ン

。
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し
て
、「
有
天
無
日
（
空
は
あ
っ
て
も
太
陽
は
な
い
）」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。
明
清
時
代
に
お
け
る
、

汚
職
ま
み
れ
の
役
人
た
ち
の
世
界
は
、
ま
さ
し
く
日
の
光
の
当
た
ら
な
い
「
黒
社
会
﹇hēishèhuì

﹈」

（
や
く
ざ
の
世
界
）と
言
う
べ
き
で
あ
り
、だ
か
ら
こ
そ
、真
夏
で
も
こ
れ
ほ
ど
涼
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
、

と
嫌い
や

味み

を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

相
変
わ
ら
ず
、人
が
羨う
ら
や

む
上
流
社
会（
＝「
古
艶
」）、官
吏
の
世
界
を
痛
烈
に
風
刺
し
た
笑
話
で
あ
る
。

　　
45
衙ご

官か
ん

隠い
ん

語ご

（
役
人
た
ち
の
隠
し
言
葉
）

原
文

　
　

衙ヤク
シ
ヨ
ノ

-

官 
-

語

カ
ク
シ
コ
ト
バ

衙ヤク
ニ
ン

-

官
聚ヨリ
ア
ヒ

-

會
シ

。各
問
二フ

何
ノ

職
一ゾ
ト

。一-

官
曰
ク

。隨ツウ
レ
イ
ノ

-
常
ノ

茶-

飯
ヲ

掇モツ
テ
キ
タ
ナ
ラ

シ

将
チ

来
ル

。盖
シ

義
ナ
レ
ハ

取
二ル

現デキ
ア
ヒ

8-

成8

一ヲ﹇
縣

丞
同
音
﹈
也
。
一-

官
曰
ク

。タ
ギ
ル-

湯
鍋ナベ
ノ
ウ
チ
ニ

-

裏
ニ 

下チヤウ
メ
ン
ヲ
イ
レ
ル

二ス

文
書
一ニ

。
乃
チ

煮
レル
也﹇
主
仝
音
﹈
簿
ヲ

也
。
一-

官
曰
ク

。

郷イ
ナ
カ
ノ

-

下
ノ

蠻ア
ホ
ウ
ノ

-

子
ノ

租
コ
ヤ
シ
ツ
ボ

-

糞-

也

。
問
フ

者
ノ

不
レ

觧
セ

。
荅
テ

曰
ク

。
典ヲ
クレ

屎
ヲ

。﹇
史
仝
音
、
縣
丞 

主
簿 

典

史 

也
﹈

　
書
き
下
し
文

　
　

衙ご

官く
わ
ん

隠い
ん

語ご

衙ご

官く
わ
ん 

聚し
ゆ
う

会く
わ
い

し
。
各
お
の
お
の 

何な
ん

の
職し
よ
く

ぞ
と
問と

ふ
。
一い
ち

官く
わ
ん 

曰い
は

く
。
随ず
い

常じ
や
う

の
茶ち
や

飯は
ん

を
掇た
つ

し
将も

ち
来き
た

る
。

蓋け
だ

し 

義ぎ

は
現げ
ん

成せ
い

﹇
県け
ん

丞じ
や
う

と
同ど
う

音お
ん

﹈
を
取と

る
。
一い
ち

官く
わ
ん 

曰い
は

く
。
こ
ん

湯た
う

鍋く
わ

裏り

に
文ぶ
ん

書し
よ

を
下く
だ

す
。
乃
す
な
は

ち 

簿ぼ

を
煮に

る﹇
主し
ゆ

と
同ど
う

音お
ん

﹈な
り
。
一い
ち

官く
わ
ん 

曰い
は

く
。
郷き
や
う

下か

の
蛮ば
ん

子し

の
租そ

糞ふ
ん

窯え
う

な
り
。
問と

ふ
者も
の 
解か
い

せ
ず
。

答こ
た
へて
曰い
は

く
。
屎し

﹇
史し

と
同ど
う

音お
ん

﹈
を
典お

く
。﹇
県け
ん

丞じ
や
う 

主し
ゆ

簿ぼ 

典て
ん

史し

な
り
﹈。

　
現
代
語
訳

　

下し
た

役や
く

人じ
ん

た
ち
が
集
ま
り
、
お
互
い
の
官
職
名
を
訊た
ず

ね
合
っ
た
。
あ
る
役
人
が
、

　
「
い
つ
も
通
り
の
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
、
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
と
持
っ
て
く
る
。」

と
（
自
分
の
官
職
名
を
「
隠い
ん

語ご

」
を
使
っ
て
）
答
え
た
の
で
、

　
「
思
う
に
そ
れ
は
、『
現
成
﹇xiànchéng

﹈（
あ
り
合
わ
せ
の
も
の
）』
と
い
う
意
味
だ
か
ら
、『
県

丞
﹇xiànchéng

﹈（
県
知
事
の
補
佐
官
）』
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。」

（
と
、
聞
い
て
い
る
人
は
言
っ
た
。）
ま
た
、（
別
の
役
人
に
「
あ
な
た
の
官
職
は
何
で
す
か
」
と
訊た
ず

ね
た
と
こ
ろ
）
役
人
は
、

　
「
煮
え
た
ぎ
っ
た
お
鍋
の
な
か
に
、
書
類
を
ポ
ン
と
放
り
込
む
。」

と
答
え
た
の
で
、

　
「
そ
れ
は
、『
煮
簿
﹇zhǔbù

﹈（
帳
簿
を
煮
る
）』
と
い
う
意
味
だ
か
ら
、『
主
簿
﹇zhǔbù

﹈（
公
文

書
の
作
成
や
事
務
を
司
る
職
）』
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。」

（
と
言
っ
た
。）
そ
し
て
ま
た
、（
別
の
役
人
に
「
あ
な
た
の
官
職
は
何
で
す
か
」
と
訊た
ず

ね
た
と
こ
ろ
）

そ
の
役
人
は
、

　
「
田い
な
か舎
者も
の

の
南
蛮
人
が
、
ウ
ン
チ
の
甕か
め

を
貸
し
付
け
る
（
訳
者
注
…
明
清
時
代
、
中
国
南
方
の
商

人
は
、
肥
料
用
の
ウ
ン
チ
を
人
に
貸
し
付
け
、
レ
ン
タ
ル
料
金
を
受
け
取
る
、
と
い
う
商
売
を
行
っ

て
い
た
）。」

　

と
答
え
た
が
、（
そ
れ
が
何
の
官
職
を
指
し
て
い
る
の
か
、さ
っ
ぱ
り
）分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、（
役

人
は
）
次
の
よ
う
に
（
謎
解
き
言
葉
の
正
解
を
）
説
明
し
た
。

　
「
そ
れ
は
、『
典
屎
﹇diǎnshǐ

﹈（
ウ
ン
チ
を
質し
ち

に
入
れ
る
）』
と
い
う
意
味
だ
か
ら
、『
典
史
﹇diǎnshǐ

﹈

（
犯
罪
人
の
逮
捕
や
投
獄
に
携
わ
る
職
）』
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。」

　

【
和
刻
本
割
注
】（
隠
し
言
葉
の
正
解
は
、
そ
れ
ぞ
れ
）「
県
丞
﹇xiànchéng

﹈（
県
知
事
の
補

佐
官
）」「
主
簿
﹇zhǔbù

﹈（
公
文
書
の
作
成
や
事
務
を
司
る
職
）」「
典
史
﹇diǎnshǐ

﹈

（
犯
罪
人
の
逮
捕
や
投
獄
に
携
わ
る
職
）」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
一
五
丁
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・
古
艶
部

（
第
一
八
話
、
五
丁
表
）。
○
衙
官

語
﹇yáguān yǐnyǔ

﹈＝
役
人
の
隠
し
言
葉
。「

」
は
「
隱

（
隠
）」
の
略
字
。「
衙
官
﹇yáguān

﹈」
は
、「
下
級
の
役
人
」「
下
役
人
」
の
意
。「
隠
語
﹇yǐnyǔ

﹈」

は
、
日
本
語
と
同
じ
く
「
隠
語
」「
な
ぞ
な
ぞ
言
葉
」「
隠
し
言
葉
」
の
意
。
左
訓
「
ヤ
ク
シ
ヨ
ノ
カ

ク
シ
コ
ト
バ
」（
役
所
の
隠
し
言
葉
）。
○
聚
會
﹇jùhuì

﹈＝
集
ま
り
、
会
合
、
集
会
。
左
訓
「
ヨ
リ

ア
ヒ
」（
寄
り
合
ひ
）。
○
隨
常
﹇suícháng

﹈
＝
通
常
の
、あ
り
き
た
り
の
。
左
訓
「
ツ
ウ
レ
イ
ノ
」

（
通
例
の
）。
○
掇
将
来
﹇duō jiānglai

﹈＝（
こ
ち
ら
側
に
）
持
っ
て
く
る
。「
掇
﹇duō

﹈」
は
「
両

手
で
持
つ
」
意
の
動
詞
、
現
代
中
国
語
の
「
端
﹇duān

﹈」
に
相
当
す
る
。「
将
来
﹇jiānglai

﹈」
は
、

動
詞
の
後
ろ
に
置
か
れ
、「
こ
ち
ら
側
に
向
か
っ
て
く
る
」
意
を
添
え
る
複
合
方
向
補
語
。
現
代
中
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＝
静
か
で
の
ん
び
り
し
て
い
る
。
閑
静
で
あ
る
。
中
国
原
本
、和
刻
本
、と
も
に
「
清
間
」
と
す
る
が
、

「
閑
」「
閒
」「
間
」
は
通
用
。
た
だ
し
、
語
義
と
し
て
は
、
本
来
「
清
閑
（
清
閒
）」
と
あ
る
べ
き
と

こ
ろ
。
○

﹇zǒng

﹈＝「
ど
の
み
ち
」「
所し
よ

詮せ
ん

」「
や
は
り
」
と
い
う
意
の
副
詞
（
接
続
詞
）。
現
代

中
国
語
と
同
じ
。「

」
は
「
総
」
の
異
体
字
。
○
此
座
公

﹇cǐ zuò gōngtīng

﹈＝
こ
の
役
所
の

建
物
。「
座
﹇zuò
﹈」
は
、建
物
な
ど
を
数
え
る
序
数
詞
（
量
詞
）。「
公

﹇gōngtīng

﹈」
は
、官
庁
、

役
所
の
こ
と
。「

」
は
「
廳（
庁
）」
の
異
体
字
。
○
凉
快
﹇liángkuài

﹈＝
す
ず
し
い
。
現
代
中
国

語
と
同
じ
。
○
見
得﹇jiànde
﹈＝（
そ
の
よ
う
に
）思
う
、見
え
る
、考
え
る
。
左
訓「
メ
ガ
ツ
ク
」（
目

が
付
く
）。
○
日
頭
﹇rìtou
﹈＝
太
陽
、
お
日
さ
ま
。
左
訓
「
ヒ
カ
テ
ル
」（
日
が
照
る
）。
○
此
處

﹇cǐchù

﹈＝
こ
こ
、
こ
の
場
所
。
和
刻
本
は
、「
處
」
字
を
「
座
」
に
作
る
が
、
中
国
刊
本
に
よ
り
改

め
た
。「
此
座
」
の
場
合
、「
こ
の
役
所
の
建
物
」
の
意
と
な
る
。
な
お
、『
笑
府
』
お
よ
び
『
絶
纓

三
笑
』
所
収
話
は
、い
ず
れ
も
「
此
地
」（「
こ
こ
」「
こ
の
場
所
」
の
意
）
に
作
る
。
○
有
天
無
日
﹇yǒu 

tiān w
ú rì

﹈＝「
暗
無
天
日
﹇àn w

ú tiān rì
﹈」、
正
義
も
道
理
も
通
ら
な
い
暗
黒
社
会
。
官
吏
の

世
界
に
は
正
義
も
道
理
も
な
い
こ
と
を
言
う
。
た
だ
し
、こ
こ
は
「
空
に
太
陽
が
照
っ
て
い
な
い
（
か

ら
涼
し
い
）」
意
を
引
っ
か
け
て
い
る
。
な
お
、
和
刻
本
に
見
え
る
文
末
の
割
注
は
、
中
国
原
本
に

は
存
し
な
い
。
こ
の
割
注
は
、
和
刻
本
の
施
訓
者
、
遠
山
荷
塘
に
よ
る
訳
注
で
あ
る
。
○
青
天
老

﹇qīngtiān lǎodiē

﹈＝
公
明
正
大
な
お
役
人
さ
ま
。「
青
天﹇qīngtiān
﹈」は「
清
廉
な
官
吏
」の
意
。「
老

﹇lǎodiē

﹈」
は
、
原
義
は
「
お
じ
い
さ
ん
」
だ
が
、
官
吏
に
対
す
る
尊
称
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

な
お
、
名
裁
判
官
と
し
て
名
高
い
「
包ほ
う

拯じ
よ
う﹇Bāo Zhěng

﹈」（「
包
公
﹇Bāo gōng
﹈」）
の
こ
と
を
、

人
々
は
「
包
青
天
﹇Bāo qīngtiān

﹈」（
雲
一
つ
な
い
青
空
の
よ
う
に
、
清
廉
潔
白
な
包
大
臣
さ
ま
）

と
呼
ん
だ
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
一
（
第
一
七
話
「
避
暑
」）、『
絶
纓
三
笑
』
巻
三
時
笑
・
影
語
二
六
（
第

三
八
八
話
「
避
暑
」）
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』

（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
一
月
、
二
八
〜
二
九
頁
）、
大
木
康
『
笑
林
・
笑
賛
・
笑
府
他
〈
歴
代
笑

話
〉』（
中
国
古
典
小
説
選
12
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
二
二
九
頁
）
を
参
照
。
な
お
、
和
刻
本

『
笑
府
』
に
類
話
は
な
い
。

　
『
笑
府
』
お
よ
び
『
絶
纓
三
笑
』
収
録
話
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
府
』
の
引
用
は

筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
、『
絶
纓
三
笑
』
の
引
用
は
東
京
大
学
文
学
部
蔵
本
に
拠
る
。
表
現
・

内
容
と
も
に
、い
ず
れ
も
『
笑
林
広
記
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。『
絶
纓
三
笑
』
に
は
拙
訳
を
添
え
る
。

　

『
笑
府
』
第
一
七
話
（
巻
一
・
古
艶
部
、
七
丁
裏
〜
八
丁
表
）

　
　

避
暑

官
値
暑
月
。
欲

避
暑
之
地
。
同
僚
紛
議
。
或
曰
。
某
山
幽
雅
。

或
曰
某
寺
清
閒
。
一
老
人
進
曰
。

不
如
此
公
廰
上
最
凉

也
。
官
問
何
故
。
答
曰
。
此、地、有、天、無、日、頭、

　

『
絶
纓
三
笑
』
第
三
八
八
話
（
巻
三
、
時
笑
・
影
語
二
六
、一
三
丁
表
）

　
　

避
暑

官
値
暑
月
。
欲

避
暑
之
地
。
或
曰
公
廳
上
最
凉
、
問

何
故
。
曰
此
地
有
天
無
日

8

8

8

8

8

8

頭8

　

俗
謂
官
枉
斷
人
者
爲
有
天
無
日
頭

　　
　

暑
さ
を
し
の
ぐ

　

あ
る
役
人
、
暑
い
季
節
に
な
っ
た
の
で
、
暑
さ
を
し
の
げ
る
場
所
を
さ
が
し
求
め
た
。
あ
る

人
が
、　
「
役
所
の
な
か
が
最
も
涼
し
い
だ
ろ
う
。」
と
言
っ
た
の
で
、「
ど
う
し
て
で
す
か
。」

と
訊た
ず

ね
た
。

　
「
こ
こ
は

8

8

8

、
空
に
8

8

太8

陽8

が8

な8

い8

か8

ら8

で8

す8

（
役
人
の
世
界
に
は
、
正
義
も
道
理
も
な
い
か
ら

で
す
）。」

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
役
人
が
不
正
に
人
を
裁
く
こ
と
を
、
俗
に
「
空
に
お
日
さ
ま
が
な

い
（「
有
天
無
日
頭
」）」
と
言
う
。

　　

な
お
、本
話
は
『
笑
林
評
』（
万
暦
三
九
年
（
一
六
一
一
）
序
、内
閣
文
庫
蔵
、巻
上
、五
二
丁
表
〜
裏
）

に
も
類
話
が
備
わ
る
が
、『
笑
林
評
』
に
関
す
る
報
告
は
、
す
べ
て
別
稿
に
譲
る
。

　
余
説

　

日
本
語
で
「
空
に
太
陽
が
あ
る
か
ぎ
り
」（
例
え
ば
、歌
謡
曲
の
例
な
ど
）
と
言
う
場
合
、通
常
「
永

遠
に
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
が
、
中
国
語
で
は
、
不
正
に
満
ち
溢あ
ふ

れ
た
官
吏
の
世
界
を
形
容
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に
お
い
て
は
巻
二
時
笑
・
舛せ
ん

語ご

（
言
い
間
違
い
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
笑
府
』
と
『
絶

纓
三
笑
』
の
編
者
は
、
こ
の
話
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」
が
「
言
葉
の
言
い
間
違
い
」
に
あ
る
と
判
断
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
い
つ
牛
を
盗
ま
れ
た
の
だ
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
明
日

で
す
」
と
答
え
て
し
ま
っ
た
「
言
葉
の
言
い
間
違
い
」
に
面
白
さ
を
感
じ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、『
笑
林
広
記
』
の
編
者
は
、
こ
の
話
を
巻
一
「
古
艶
部
」（
お
偉
い
人
た
ち
の
話
）
に

収
め
て
お
り
、
笑
い
の
焦
点
が
「
言
葉
の
言
い
間
違
い
」
よ
り
も
、「
権
力
者
へ
の
風
刺
」
に
あ
る

と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、『
笑
林
広
記
』
の
読
者
は
、
こ
の
話
か
ら
、
極
悪
非

道
な
役
人
た
ち
は
い
つ
も
善
良
な
庶
民
か
ら
搾
取
し
て
い
る
た
め
、
牛
泥
棒
く
ら
い
は
朝
飯
前
で

あ
っ
た
、
そ
の
よ
う
に
疑
わ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
存
在
で
あ
っ
た
、
と
い
う
風
刺
を
読
み
取
る
べ
き

か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
こ
の
話
は
、
あ
ま
り
気
の
利
い
た
話
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
国
原
本
『
新
鐫
笑
林
広
記
』

第
一
四
話
「
属
牛
」（
巻
一
古
艶
部
）
に
は
、
純
金
製
の
牛
を
欲
し
が
る
役
人
を
風
刺
し
た
話
が
あ

る
（『
笑
府
』
第
一
三
話
「
官
府
生
日
」（
巻
一
古
艶
部
）
お
よ
び
『
絶
纓
三
笑
』
第
三
二
六
話
「
官

生
日
」（
巻
二
、
時
笑
・
風
語
）
と
同
話
）。
あ
る
い
は
賄わ
い

賂ろ

と
し
て
贈
ら
れ
た
純
金
製
の
牛
な
ら
ば
、

こ
の
役
人
の
袖
の
中
に
し
っ
か
り
入
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　　
44
避ひ

暑し
よ

（
暑
さ
を
し
の
ぐ
）

原
文

　
　

避
レク

暑
ヲ

官
値
二リ

暑-

月
一ニ

。
欲
レス

二メ
ン
ト

避-

凉
ノ

之
地
一ヲ

。
同-

僚
紛-

議
ス

。
或
ハ

曰
二ヒ

某-

山
ハ

幽-

雅
一也
ト

。
或
ハ

曰
二フ

某-

寺
ハ

清-

間
一也
ト

。
一-

老-

人
進
テ

曰
ク

。
山-

寺
雖
レト
モ

好
シ
ト

。
テ

不
レ

如
二カ 

此
ノ

座
ノ

公-

ノ

、
最
モ

是
レ

凉-

快
一ナ
ル
ニ

。官
曰
ク

。何
ヲ

以
テ

見メガ
ツ
ク

-

得
ス

。荅
テ

曰
ク

。別-

處
ハ

多
ク

有
二リ

日ヒカ
テ
ル

-

頭
一

。獨
リ

此
ノ

處
ハ

有
レツ
テ

天
無
レシ

日
。

　
﹇
青
天
老

 

断
レス
ル

獄
ヲ 

混
胡
塗 

故
ニ

曰
二

有
レ

天
無
一シ
トレ

日
﹈

　

　　

書
き
下
し
文

　
　

暑し
よ

を
避さ

く

官く
わ
ん

暑し
よ

月げ
つ

に
値あ
た

り
。
避ひ

涼り
や
う

の
地ち

を

め
も
と

ん
と
欲ほ
つ

す
。
同ど
う

僚れ
う 

紛ふ
ん

議ぎ

す
。
或
あ
る
ひ

は 

某ぼ
う

山ざ
ん

は
幽い
う

雅が

な
り

と
曰い

ひ
。
或あ
る
ひ

は 

某ぼ
う

寺じ

は
清せ
い

閑か
ん

な
り
と
曰い

ふ
。
一い
ち

老ら
う

人じ
ん 

進す
す
み

て
曰い
は

く
。
山さ
ん

寺じ 

好よ

し
と
雖
い
へ
ど

も
。
総す
べ

て 

此こ

の
座ざ

の
公こ
う

庁ち
や
う

の
最
も
つ
と

も
是こ
れ 

涼り
や
う

快く
わ
い

な
る
に
如し

か
ず
。
官
く
わ
ん

曰い
は

く
。
何な
に

を
以も
つ

て
見け
ん

得と
く

す
。
答こ
た
へ

て

曰い
は

く
。
別べ
つ

処し
よ

は 

多お
ほ

く 

日じ
つ

頭と
う 

有あ

り
。
独ひ
と

り 

此こ

の
処と
こ
ろ

は 

天て
ん 

有あ
つ

て 

日ひ 

無な

し
。

　
﹇
青せ
い

天て
ん

老ら
う

 

獄ご
く

を
断だ
ん

ず
る
こ
と 

朦も
う

混こ
ん

胡こ

塗と

な
り
、
故ゆ
ゑ

に 

天て
ん 

有あ

り
て 

日ひ 

無な

し 

と
曰い

ふ
。﹈

　
現
代
語
訳

　

あ
る
役
人
、
暑
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
暑
さ
を
し
の
げ
る
涼
し
い
場
所
を
さ
が
そ
う
と
し
た
。
役

所
の
同
僚
た
ち
は
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
議
論
し
、「
○
○
山
な
ど
は
、
涼
し
く
て
趣
お
も
む
き

が
あ
る
。」
と

い
う
者
も
い
れ
ば
、「
○
○
寺
な
ど
は
、
す
が
す
が
し
く
て
静
か
だ
。」
と
い
う
者
も
い
た
。

　

そ
こ
で
、
あ
る
老
人
が
進
み
出
て
言
っ
た
。

　
「
山
寺
な
ん
ぞ
も
悪
く
は
な
い
が
、
や
は
り
こ
の
役
所
が
最
も
涼
し
い
の
で
は
な
い
じ
ゃ
ろ
か
。」

　

役
人
は
言
う
。

　
「
そ
れ
は
い
っ
た
い
、
ど
う
し
た
わ
け
で
。」

　

答
え
て
言
う
。

　
「
他
の
と
こ
ろ
は
、
た
く
さ
ん
お
日
さ
ま
が
照
っ
て
お
る
が
、
こ
こ
だ
け
は
、
空
に
太
陽
が
な
い

か
ら
じ
ゃ
（
役
人
の
世
界
は
真
っ
暗
闇
で
、
正
義
も
道
理
も
な
い
か
ら
じ
ゃ
）。」

　

【
和
刻
本
割
注
】
公
明
正
大
に
人
を
裁
く
べ
き
お
役
人
さ
ま
は
、（
現
実
社
会
で
は
）
で
た
ら

め
で
滅め

茶ち
や

苦く

茶ち
や

な
裁
き
を
下
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
空
に
太
陽
が
な
い
（
＝
官

吏
の
世
界
は
暗あ
ん

澹た
ん

と
し
て
正
義
も
道
理
も
何
も
な
い
）」
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
注 ○『

訳
解
笑
林
広
記
』巻
之
上
・
古
艶
部（
一
五
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』巻
之
一
・
古
艶
部（
第

一
一
話
、三
丁
裏
）。
○

﹇m
ì

﹈＝
探
し
求
め
る
。
○
避
凉
之
地
﹇bì liáng zhī dì

﹈＝
直
訳
は
「
涼

し
さ
を
避
け
る
場
所
」。『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』所
収
の
類
話
は「
避
暑
之
地
」（
暑
さ
を
し
の
ぐ
場
所
）

に
作
る
。
今
、
文
意
に
よ
り
、『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』
に
従
っ
て
解
釈
す
る
。
○
清
間
﹇qīngxián

﹈
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下
役
人
は
、
両
袖
を
は
ら
り
と
振
り
払
っ
て
言
っ
た
。

　
「
旦
那
さ
ま
、
ど
う
ぞ
思
う
存
分
（
身か
ら
だ体
中じ
ゆ
う

、
隅す
み

か
ら
隅す
み

ま
で
）、
調
べ
て
く
だ
さ
い
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
一
五
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・
古
艶
部
（
第

一
〇
話
、三
丁
表
〜
裏
）。
○
幾
﹇jǐshí

﹈＝「
甚

時
候（
什
么

候
）﹇shénm

e shíhou

﹈」（
い
つ
）。

時
間
を
た
ず
ね
る
疑
問
詞
。「

」
は
「
時
」
の
古
字
。
○
老
爺
﹇lǎoyé

﹈＝
旦
那
さ
ま
。
左
訓
「
ト

ノ
サ
マ
」（
殿
様
）。
○
不
覺
﹇bù jué

﹈＝「
想
不
到
﹇xiǎng bu dào

﹈」「
不
禁
﹇bù jīn

﹈」「
不

由
得
﹇bù yóude

﹈」（
思
わ
ず
、ふ
と
、ひ
と
り
で
に
）。
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
は
「
不
レ

覺
ヒ

」

と
な
っ
て
い
る
。「
お
も
ひ
が
け
ず
」「
お
も
ひ
ず
」
と
で
も
訓よ

ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
が
、不
詳
。
今
、

私わ
た
く
しに「
覚お
ぼ

え
ず
」と
訓よ

み
替か

え
て
お
い
た
。
○
洒﹇sǎ

﹈＝
振
り
払
う
。
左
訓「
フ
ル
ツ
テ
」（
振
る
っ
て
）。

○
任
憑
﹇rènpíng

﹈＝
自
由
に
〜
さ
せ
る
、
意
の
ま
ま
に
〜
さ
せ
る
、
思
う
存
分
〜
さ
せ
る
。
左
訓

「
マ
カ
ス
」（
任
す
）。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
十
一
・
謬
誤
部
（
第
四
八
三
話
「
訟
失
牛
」）、『
絶
纓
三
笑
』
巻
二
時
笑
・

舛
語
一
四
四
（
第
二
三
四
話
「
捜
牛
」）
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、松
枝
茂
夫
『
全

訳
笑
府
（
下
）』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
二
月
、
一
四
三
頁
）
を
参
照
。
な
お
、
和
刻
本
『
笑
府
』

に
類
話
は
な
い
。

　
『
笑
府
』
収
録
話
の
原
文
、『
絶
纓
三
笑
』
の
原
文
お
よ
び
日
本
語
訳
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑

府
』の
引
用
は
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
、『
絶
纓
三
笑
』の
引
用
は
東
京
大
学
文
学
部
蔵
本
に
拠
る
。

『
笑
林
広
記
』
本
文
と
対
校
す
れ
ば
、
わ
ず
か
に
文
字
の
異
同
が
あ
る
。『
絶
纓
三
笑
』
に
は
拙
訳
を

附
す
。

　

『
笑
府
』
第
四
八
三
話
（
巻
十
一
・
謬
誤
部
、
一
丁
裏
）

　
　

訟
失
牛

有
訟
失
牛
于
官
者
。
官
問
幾
時
失
的
。
荅
以
明
日
。
吏
不
覺

失
笑
。
官
怒
。
指
吏
曰
。
是
你、偸、在、那、裡、。
吏
乃
灑
兩
袖
曰

8

8

8

。
憑8

老8

爺8

捜8

『
絶
纓
三
笑
』
第
二
三
四
話
（
巻
二
、
時
笑
・
舛
語
一
四
四
、七
四
丁
裏
）

　
　

捜
牛

有
訟
失
牛
於
官
者
。
官
問
幾
時
失
的
。
答
以
明
日

8

8

8

8

。
吏

不
覺
失
笑
。
官
怒
指
吏
曰
。
是
你
偸
在
那
裏
。
吏
乃
8

8

灑8

兩
袖
8

8

曰8

憑8

爺8

捜8

　

記
有
優
人
爲
牧
童
失
牛
者
。
曰
。
想
是
走
在
那
家

8

8

8

8

8

8

　

溝8

裡8

去8

了8

。
呼
之
。
聞
應
聲
。
又
曰
。
像
在
屋
上

8

8

8

8

　

响8

。
然
則
袖
中
亦
或
可
藏
也
。

　

　
　

牛
を
さ
が
す

　

牛
が
い
な
く
な
っ
た
と
、
役
人
に
訴
え
出
た
者
が
い
た
。
役
人
が
「
い
つ
い
な
く
な
っ
た
の

だ
」
と
訊た
ず

ね
た
と
こ
ろ
、「
明8

日8

で
す
8

8

」
と
答
8

8

え8

た8

の
で
、
下
役
人
は
思
わ
ず
プ
ッ
と
吹
き
出

し
て
し
ま
っ
た
。
役
人
は
怒
っ
て
、
下
役
人
を
指
さ
し
て
言
っ
た
。

　
「
盗
ん
だ
の
は
お
前
だ
ろ
う
。
ど
こ
へ
や
っ
た
の
だ
。」

　

そ
こ
で

8

8

8

、
下
役
8

8

人8

は8

両8

袖8

を8

サ8

ッ8

と8

振8

り8

払8

っ8

て8

、
こ8

う8

言8

っ8

た8

。

　
「
ど8

う8

ぞ8

、
旦
那
8

8

さ8

ま8

の8

お8

気8

が8

済8

む8

ま8

で8

、
思8

う8

存8

分8

さ8

が8

し8

て8

く8

だ8

さ8

い8

。」

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
次
の
よ
う
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
牛
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
牧

童
に
向
か
っ
て
、
あ
る
俳
優
（
訳
者
注
…
俳
優
（「
優
人
」）
は
世
の

中
を
風
刺
す
る
役
目
を
も
担
っ
て
い
た
）
は
こ
う
言
っ
た
。「
思
う

8

8

に8

、
牛
は
8

8

ど8

こ8

か8

の8

家8

の8

地8

下8

（
訳
者
注
…「
陰
溝
」＝
蓋ふ
た

で
覆お
お

わ
れ

た
溝み
ぞ

）」
に
入
8

8

り
込
8

8

ん8

で8

し8

ま8

っ8

た8

ん8

じ8

ゃ8

な8

い8

か8

。」
牛
を
呼
ん
で

み
る
と
、
返
事
を
す
る
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
俳
優
は
、
ま
た

言
っ
た
。「
ど
う
や
ら
家
の

8

8

8

8

8

8

な8

か8

で8

鳴8

き8

声8

を8

上8

げ8

て8

い8

る8

よ8

う8

じ8

ゃ8

わ8

。」
つ
ま
り
、（
こ
の
よ
う
な
話
も
残
っ
て
い
る
く
ら
い
だ
か
ら
、

本
話
に
出
て
き
た
牛
に
つ
い
て
も
）
あ
る
い
は
袖
の
な
か
に
隠
す
こ

と
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
余
説

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
に
お
い
て
は
巻
十
一
・
謬び
ゆ
う誤ご

部ぶ

（
ま
ち
が
い
話
を
集
め
た
部
）、『
絶
纓
三
笑
』
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夜
の
星
）。
○
螢
火
虫
﹇yínghuǒchóng

﹈=

ホ
タ
ル
。
天
空
の
か
な
た
に
飛
ん
で
い
る
ホ
タ
ル
の
光

は
、
光
度
が
弱
す
ぎ
て
ま
っ
た
く
見
え
な
い
。「
火
を
灯と
も

し
て
も
、
光
ら
ぬ
ホ
タ
ル
」
は
、
や
は
り

役
に
立
た
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
○
粉
墻﹇fěnqiáng

﹈=

石
灰
で
白
く
塗
っ
た
壁
。
白
壁
。
左
訓「
シ

ラ
カ
ベ
ニ
ト
ウ
フ
」（
白
壁
に
豆
腐
）。
こ
の
左
訓
は
、「
粉-

墻
ニ

画
二ク

白
虎
一ヲ

」（
白
い
壁
に
白
い
虎
の

絵
を
描
く
）と
い
う
五
字
句
の
全
体
を
意
訳
し
た
も
の
。○
青
紙﹇qīng zhǐ

﹈=

黒
い
紙
。「
青﹇qīng

﹈」

は
「
青
衣
﹇qīngyī
﹈」（
黒
い
服
）
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
黒
い
色
を
指
す
。
左
訓
「
ヤ
ミ
ヨ
ノ
カ

ラ
ス
」（
闇
夜
の
烏
）。
こ
の
左
訓
も
、「
青
紙
冩
二ス

烏
龍
一ヲ

」（
黒
い
紙
に
黒
い
竜
の
絵
を
描
く
）
と
い

う
五
字
句
の
全
体
を
意
訳
し
た
も
の
。「
闇
夜
の
烏
」
は
、
は
っ
き
り
判
別
で
き
な
い
こ
と
を
い
う

喩た
と

え
。
諺
こ
と
わ
ざ

に
「
闇や
み

夜よ

の
烏か
ら
す
、
雪ゆ
き

に
鷺さ
ぎ

」
と
言
う
。
な
お
、「
烏
龍
﹇w

ū lóng

﹈」
は
「
黒
い
竜
」

で
あ
り
、「
カ
ラ
ス
」
の
意
で
は
な
い
。
○
茄-

子
敲
二ク

泥
磬
一ヲ=

茄な
す
び子
で
磬け
い

を
た
た
く
。「
磬
﹇qìng

﹈」

と
は
、
古
代
中
国
の
打
楽
器
。
曲ま
が

玉た
ま

の
よ
う
な
形
を
し
た
石
片
を
ぶ
ら
下
げ
て
お
き
、
木き

槌づ
ち

な
ど
で

敲た
た

い
て
音
を
出
す
。
幾
つ
も
ぶ
ら
下
げ
て
お
け
ば
、
音
階
を
奏
で
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
茄な

子す

の
よ
う
な
柔
ら
か
い
も
の
で
敲た
た

い
て
も
、
音
は
鳴
ら
な
い
。
左
訓
「
ド
ロ
タ
ボ
ウ
デ
ウ
ツ
」（
泥

田（
を
）棒
で
打
つ
）。「
泥
田
を
棒
で
打
つ
」
と
は
、
わ
け
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
す
る
意
の
諺
こ
と
わ
ざ

。

○
冬-

瓜
撞
二ク

木
鐘
一ヲ=

冬と
う

瓜が
ん

で
木
の
鐘か
ね

を
撞つ

く
。
野
菜
で
木
製
の
鐘
を
撞つ

い
て
も
、音
は
出
な
い
。「
撞

木
鐘
﹇zhuàng m

ùzhōng

﹈」
と
い
う
語
は
、
清
代
に
は
「
詐
欺
を
は
た
ら
く
」「
人
を
騙だ
ま

す
」
意

で
も
用
い
ら
れ
た
た
め
（
清
・
翟て
き

灝こ
う

『
通
俗
編
・
器
用
』「
今
以
假
借
官
事
欺
人
曰
撞
木
鐘
」）、
こ

の
一
句
に
は
、
役
人
の
詐
欺
行
為
を
風
刺
す
る
意
も
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
左
訓
「
ナ
マ

ヅ
デ
ヒ
ヤ
ウ
タ
ン
」（
鯰
で
瓢
箪
）。
左
訓
の
「
鯰な
ま
ず
で
瓢ひ
よ
う

簞た
ん

」
は
、
通
常
「
瓢ひ
よ
う

簞た
ん

で
鯰な
ま
ず
を
押
さ
え

る
」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
、「
と
ら
え
ど
こ
ろ
が
な
い
」「
要
領
を
得
な
い
」
意
を
表
す
。
こ
こ
は
、

さ
ら
に
そ
れ
を
一
ひ
ね
り
し
、「
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
鯰な
ま
ず
で
瓢ひ
よ
う

簞た
ん

を
押
さ
え
よ
う
と
す
る
」、
つ

ま
り
「
ま
っ
た
く
滅め

茶ち
や

苦く

茶ち
や

で
わ
け
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
す
る
」
意
。
○
不
レ

管
二セ

正
ト

和ト
一ニ
レ

公=

正
義
や
公
平
性
な
ど
と
い
う
こ
と
に
は
、ま
っ
た
く
お
構
い
な
し
で
あ
る
。「
不
管
﹇bù guǎn

﹈」
は
、

「
構
わ
な
い
」「
こ
だ
わ
ら
な
い
」「
関
知
し
な
い
」
意
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
和
刻
本
は
、「
正
」

に
左
訓
「
マ
ツ
ス
ク
」（
真
っ
直
ぐ
）
を
附
し
、「
公
」
に
左
訓
「
オ
ホ
ヤ
ケ
」
を
附
す
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な
い
。

　

余
説

　

こ
の
話
は
、
不
正
を
は
た
ら
く
役
人
階
級
を
風
刺
し
た
も
の
。
五
言
律
詩
の
形
式
に
よ
り
、
押お
う

韻い
ん

・
対つ
い

句く

な
ど
の
書
式
を
整
え
、
音
読
し
た
と
き
の
詩
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
調
子
に
乗
せ
て
、
風
刺
的

内
容
を
謳う
た

っ
て
い
る
。
政
治
的
決
断
が
曖あ
い

昧ま
い

で
（
こ
れ
が
標
題
「
不ふ

明め
い

」
の
意
味
で
あ
る
）、
そ
の

判
断
基
準
は
所
詮
賄わ
い

賂ろ

の
多た

寡か

に
よ
っ
て
決
ま
る
、
否い
な

、
酒
と
金
に
よ
っ
て
の
み
決
ま
る
（「
惟
知

銭
与
酒
」）
と
で
も
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。「
此こ
の

頃ご
ろ

都み
や
こ

ニ
ハ
ヤ
ル
物も
の 

夜や

討と
う 

強ご
う

盗と
う 

謀に
せ

綸り
ん

旨じ

」（
二

条
河
原
の
落
書
）
云
々
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
風
刺
詩
を
連
想
さ
せ
る
。

　　
43
偸
ち
ゆ
う

牛ぎ
ゆ
う（
牛
を
盗
む
）

原
文

　
　

偸
レム

牛
ヲ

有
下リ

失
レツ
テ

牛
ヲ

而
訟
二ル

于
官
一ニ

者
上

。
官
問
テ

曰
ク

。
幾
ク-

キ

偸
ミ

去
ル

的ゾ

。
荅
テ

曰
ク

。
老トノ
サ
マ

-

爺
、
明-

日
ハ

レシ

有
ル
コ
ト

的
。
吏̶

在
レリ

傍
ニ

不
レ

覺
ヒ

失-

笑
ス

。
官̶

怒
テ

曰
ク

。
想
フ
ニ

就
チ

是
レ

你
チ

偸
ミ-

了
ル
ナ
ラ
ン

。
吏̶

 

洒
フ
ル
ツ
テ
二シ
テ

両
袖
一ヲ

曰
ク

。
任マ
カ
ス
二-

憑
ス

老-

爺
ノ

捜
一ル
ニ

。

　
書
き
下
し
文

　
　

牛う
し

を
偸ぬ
す

む

牛う
し

を
失
う
し
な
つ

て
官く
わ
ん

に
訟
う
つ
た
ふ

る
者も
の 

有あ

り
。
官く
わ
ん 

問と
ひ

て
曰い
は

く
。
幾い
く

時と
き 

偸ぬ
す

み
去さ

る
ぞ
。
答こ
た
へ

て
曰い
は

く
。
老ら
う

爺や

、

明
み
や
う
に
ち日
は
有あ

る
こ
と
没な

し
。
吏り 

傍
か
た
は
ら

に
在あ

り
て 

覚お
ぼ

え
ず
失し
つ

笑せ
う

す
。
官く
わ
ん 

怒い
か
つ

て
曰い
は

く
。
想お
も

ふ
に
就す
な
は

ち

是こ
れ 

你な
ん
ぢ 

偸ぬ
す

み
了を
は

る
な
ら
ん
。
吏り 

両り
や
う

袖そ
で

を
洒し
や

し
て
曰い
は

く
。
老ら
う

爺や

の
捜さ
ぐ

る
に
任に
ん

憑ひ
よ
う

す
。

　
現
代
語
訳

　

牛
を
見
失
い
、
役
所
に
訴
え
出
る
者
が
い
た
。
役
人
が
訊た
ず

ね
た
。

　
「
い
つ
盗
ま
れ
た
の
じ
ゃ
。」

　

答
え
て
言
う
。

　
「
旦
那
さ
ま
、
明
日
い
な
く
な
っ
た
の
で
す
。」

　

そ
ば
に
控
え
て
い
た
下
役
人
は
、思
わ
ず
プ
ッ
と
吹
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。役
人
は
怒
っ
て
言
っ
た
。

　
「
さ
て
は
、
お
前
が
牛
を
盗
ん
だ
の
だ
ろ
う
。」
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余
説

　

盲
人
の
目
に
は
、
役
人
の
目
こ
そ
が
節ふ
し

穴あ
な

に
見、
、
、
え
る
、
と
い
う
笑
い
話
。「
目
」
の
縁
語
を
う
ま

く
用
い
た
最
後
の
一
句
に
味
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
古
艶
部
」
所
収
話
を
踏
ま
え
る
と
、
見み

栄え

っ

張ぱ

り
で
物
欲
に
ま
み
れ
、
庶
民
か
ら
金き
ん

塊か
い

を
掠か
す

め
取
る
よ
う
な
不
当
な
権
力
者
で
あ
る
役
人
や
官
吏

の
目
は
完
全
に
曇
っ
て
お
り
、
真
実
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
何
も
見
え
な
い
。
こ
の
笑
話
に
は
、
そ

の
よ
う
な
風
刺
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
絶
纓
三
笑
』所
収
の
類
話
に
は
、「
旦

那
さ
ま
は
、
視
力
（「
眼
」）
に
問
題
は
な
い
よ
う
だ
が
、
頭
（「
心
」）
に
問
題
が
あ
る
（「
老
爺
糊
塗
。

在
心
不
在
眼
也
」）」
と
い
う
意
味
の
、
実
に
鋭
い
評
語
が
附
さ
れ
て
い
る
。

　　
42
不ふ

明め
い

（
わ
け
が
分
か
ら
ん
）

原
文

　
　

不
レ

明
カ
ナ
ラ

一
官 

断サ
ハ
キ
レズ
ル

事
ヲ

不
レ

明
ラ
カ
ナ
ラ

。
惟ゝ
好
レミ

酒
ヲ

怠
レリ

政
ニ

。
貪
レリ

財
ヲ

酷
レス

民
ヲ

。
百-

姓
怨-

恨
ス

。
乃
チ

作
レツ
テ

詩
ヲ

以
テ

誚
レツ
テ

之
ヲ

云
ク

。
黒クロ
ヌ
リ
ノ
カ
ハ
ノ

-

漆-

皮
ノ

燈-

籠
。ア
マ
ヨ
ノ
ホ
シ

半-

天
螢-

火
ノ

虫
。
■シ
ラ
カ
ベ
ニ
ト
ウ
フ

粉-

墻
ニ
■

画
二ク

白
虎
一ヲ

。
■ヤ
ミ
ヨ
ノ
カ
ラ
ス

青-

紙
■

冩
二ス

烏
龍
一ヲ

。
茄ドロタ
ボ
ウ
デ
ウ
ツ

-

子
敲
■

二ク

泥
磬
一ヲ

。■ナ
マ
ヅ
デ
ヒ
ヤ
ウ
タ
ン

冬-

瓜
撞
二ク
■

木
鐘
一ヲ

。
惟ゝ
知
二ル

錢
ト

與
一ヲ
レ

酒
一

。
不
レ

管
二セ　

正マツス
ク ト

和ト
一ニ
レ

公
オ
ホ
ヤ
ケ
　

。

　
書
き
下
し
文

　
　

明あ
き
ら

か
な
ら
ず

一い
つ

官く
わ
ん 

事こ
と

を
断だ
ん

ず
る 

明あ
き
ら

か
な
ら
ず
。
惟た
だ 

酒さ
け

を
好こ
の

み 

政
ま
つ
り
ご
と

に
怠お
こ
た

り
。
財ざ
い

を
貪む
さ
ぼ

り 
民た
み

を
酷こ
く

す
。

百ひ
や
く

姓せ
い 

怨ゑ
ん

恨こ
ん

す
。
乃す
な
は

ち 

詩し

を
作つ
く
つ

て 

以も
つ

て
之こ
れ

を
誚そ
し
つ

て
云い
は

く
。
黒こ
く

漆し
つ

皮ひ

の
灯と
う

籠ろ
う

。
半は
ん

天て
ん 

蛍け
い

火く
わ

の
虫む
し

。

粉ふ
ん

墻し
や
う

に
白
び
や
く

虎こ

を
画ゑ
が

く
。
青せ
い

紙し 

烏う

竜り
う

を
写う
つ

す
。
茄な

子す

に
て
泥で
い

磬け
い

を
敲た
た

く
。
冬と
う

瓜ぐ
わ
ん
に
て
木ぼ
く

鐘し
よ
う
を
撞つ

く
。

惟た
だ 

銭ぜ
に

と
酒さ
け

と
を
知し

る
。
正せ
い

と
公こ
う

と
に
管く
わ
ん

せ
ず
。　

　
現
代
語
訳

　

あ
る
役
人
、
も
の
ご
と
の
判
断
基
準
が
曖あ
い

昧ま
い

で
、
全
く
わ
け
が
分
か
ら
な
い
。
た
だ
た
だ
酒
が
好

き
で
、
い
い
加
減
に
政
ま
つ
り
ご
とを
行
っ
て
い
た
。
一
般
庶
民
か
ら
金
銀
を
ふ
ん
だ
く
り
、
民た
み

を
苦
し
め

て
い
た
の
で
あ
る
。
人
々
は
み
な
、（
こ
の
役
人
に
）
恨
み
を
抱
き
、
次
の
よ
う
な
詩
を
作
っ
て
嘲ち
よ
う

笑し
よ
う

し
た
。

　
　

黒
塗
り
提ぢ
よ
う

灯ち
ん

は
（
あ
な
た
の
よ
う
に
）
役
立
た
ず
。（
黒
漆
皮
灯
籠8

）

　
　

天
空
か
な
た
に
飛
ぶ
ホ
タ
ル
も
（
あ
な
た
の
よ
う
に
）
光
ら
な
い
。（
半
天
蛍
火
虫8

）

　
　

白
塗
り
の
壁
に
白
い
虎
の
絵
を
描か

い
た
と
こ
ろ
で
（
あ
な
た
の
よ
う
に
）
見
え
ま
せ
ん
。（
粉

墻
画
白
虎
）

　
　

黒
塗
り
の
紙
に
黒
い
竜
の
絵
を
描か

い
た
と
こ
ろ
で
（
あ
な
た
の
よ
う
に
）
無
意
味
で
す
。（
青

紙
写
烏
竜8

）

　
　

茄な
す
び子
で
泥ど
ろ

製せ
い

の
楽
器
（
磬け
い

）
を
叩た
た

い
て
も
（
あ
な
た
の
よ
う
に
）
鳴
り
ま
せ
ん
。（
茄
子
敲
泥
磬
）

　
　

冬と
う

瓜が
ん

で
木も
く

製せ
い

の
鐘か
ね

を
撞つ

い
た
と
こ
ろ
で
（
あ
な
た
の
よ
う
に
）
間ま

抜ぬ

け
な
音
が
出
る
だ
け
で
す
。

（
冬
瓜
撞
木
鐘8

）

　
　
（
あ
な
た
は
）
金か
ね

と
酒さ
け

に
し
か
、
興
味
な
し
。（
惟
知
銭
与
酒
）

　
　
（
あ
な
た
に
と
っ
て
は
）公
明
正
大
と
か
公
平
無
私
と
か
、そ
ん
な
の
関
係
ね
ぇ
の
で
し
ょ
。（
不

管
正
和
公8

）

　　
　

【
訳
者
注
】こ
の
詩
は
、第
一
、
二
、
四
、
六
、
八
句
で
押
韻
し
て
い
る
。
韻
字
は「
籠﹇lóng

﹈

（
東
）」「
虫
﹇chóng

﹈（
東
）」「
竜
﹇lóng

﹈（
冬
）」「
鐘
﹇zhōng

﹈（
冬
）」「
公
﹇gōng

﹈

（
東
）」（
括か
つ

弧こ

内
は
平へ
い

水す
い

韻い
ん

。
ま
た
、第
三
句
と
第
四
句（「
粉
墻
画
白
虎
、青
紙
写
烏
竜
。」）、

第
五
句
と
第
六
句
（「
茄
子
敲
泥
磬
、
冬
瓜
撞
木
鐘
。」）
は
対つ
い

句く

仕
立
て
に
な
っ
て
お
り
、

ひ
と
ま
ず
五
言
律
詩
の
体
裁
を
備
え
て
い
る
。

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
一
四
丁
裏
〜
一
五
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之

一
・
古
艶
部
（
第
八
話
、
三
丁
表
）。
○
断
事
﹇duàn shì

﹈=「
決
断
事
情
﹇juéduàn shìqing

﹈」

（
も
の
ご
と
を
決
め
る
、
取
り
さ
ば
く
意
）。
左
訓
「
サ
ハ
キ
」（
裁
き
）。
○
誚
﹇qiào

﹈=「
咎と
が

め
る
」

「
譏そ
し

る
」「
嘲あ
ざ
け

る
」「
責
め
る
」「
悪
口
を
言
う
」
意
の
動
詞
。
○
黒
漆
皮
﹇hēi qī pí

﹈=

黒
い
漆う
る
し

を

塗
っ
た
皮
。
真
っ
黒
に
塗
り
固
め
ら
れ
た
皮か
わ

製せ
い

の
布
の
こ
と
。
左
訓
「
ク
ロ
ヌ
リ
ノ
カ
ハ
ノ
」（
黒

塗
り
の
皮
の
）。
○
燈
籠
﹇dēnglóng

﹈=

提ち
よ
う

灯ち
ん

。「
黒
塗
り
の
提ち
よ
う

灯ち
ん

」
は
「
役
に
立
た
な
い
も
の
」

「
で
く
の
坊
」
の
意
の
成
語
。
黒
い
皮
で
作
ら
れ
た
提ち
よ
う

灯ち
ん

は
、
火
を
灯と
も

し
て
も
明
る
く
な
ら
な
い
た

め
、
役
に
立
た
な
い
。「
黒
塗
り
の
提ち
よ
う

灯ち
ん

」
は
「
役
に
立
た
な
い
も
の
」「
で
く
の
坊
」
の
意
の
成

語
。
○
半
天
﹇bàntiān
﹈=
天
空
の
か
な
た
。
大
空
の
半
面
を
い
う
。
左
訓
「
ア
マ
ヨ
ノ
ホ
シ
」（
天
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○
眼
瞎
﹇yǎnxiā

﹈＝
盲
人
、眼
の
見
え
な
い
人
。
左
訓
「
メ
ク
ラ
」（
盲
）。
○
明

﹇m
íngm

íng

﹈

＝
明
ら
か
に
、
紛
れ
も
な
く
。「

」
は
「
明
」
の
古
字
（
先
秦
時
代
の
文
字
（「
古
文
」）
の
形
）。

左
訓
「
ア
リ
ア
リ
ト
」。
○
一
雙
清
白
眼
﹇yì shuāng qīngbái yǎn

﹈＝
二
つ
の
清
廉
潔
白
な
（
よ

く
澄
ん
だ
、
き
れ
い
な
）
眼
。「
雙
」
は
「
双
」
の
正
字
で
あ
り
、
二
つ
一
組
の
も
の
を
数
え
る
量

詞
（
序
数
詞
）。
常
用
漢
字
「
双
」
は
俗
字
。「
清
白
﹇qīngbái

﹈」
は
、
罪
が
な
い
、
清
廉
潔
白
で

あ
る
こ
と
を
言
う
の
が
普
通
だ
が
、
こ
の
役
人
は
（
見
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
盲
人
の
よ
う
に
、
外
見

上
の
異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
）「
盲
人
に
は
見
え
な
い
」「
眼
疾
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な

い
」「
傷
の
な
い
」
と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。
左
訓
「
サ
ウ
ハ
ウ
（
ノ
）
ス
ツ
ハ
リ
ト
ア
キ

ラ
カ
ナ
メ
」（
双
方
の
、
す
っ
ぱ
り
と
明
ら
か
な
眼
）。
○
老
爺
﹇lǎoyé

﹈＝
旦
那
さ
ま
。
近
代
以
前

の
中
国
に
お
け
る
、官
吏
・
役
人
な
ど
の
権
力
者
や
目
上
の
人
に
対
す
る
呼
称
。左
訓「
ト
ノ
サ
マ
」（
殿

様
）。
○
糊
塗
得
緊
﹇hútu de jǐn

﹈＝
非
常
に
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
、
大
変
う
す
の
ろ
ト
ン
カ
チ
で

あ
る
。「
糊
塗
﹇hútu

﹈」
は
、「
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
」
意
の
形
容
詞
。「
得
﹇de

﹈」
は
、
上
に
置

か
れ
た
形
容
詞
や
動
詞
の
状
態
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
の
か
を
示
す
（
程
度
補
語
の
構
文
を
作
る

た
め
の
）
構
造
助
詞
。「
緊
﹇jǐn

﹈」
は
、「
很
﹇hěn

﹈」「
甚
﹇shèn

﹈」
と
同
じ
く
、「
と
て
も
」「
た

い
へ
ん
」「
非
常
に
」
と
い
う
意
の
副
詞
。
文
全
体
と
し
て
は
、「
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
」
と
い
う
そ

の
程
度
・
様
態
が
「
た
い
へ
ん
」「
甚
だ
し
い
」、
つ
ま
り
「
非
常
に
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
」「
た
い

へ
ん
う
す
の
ろ
で
あ
る
」
意
と
な
る
。
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
の
訓
読
は
「
糊-

塗
得-

緊
（
糊こ

塗と 

得と
く

緊き
ん

）」
と
な
っ
て
お
り
、
意
味
を
な
さ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
構
造
助
詞
「
得
」
を
置
き
字

と
し
、
私
わ
た
く
し

に
「
糊こ

塗と

な
る
こ
と
緊
は
な
は
だ

し
」
と
訓
読
し
た
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
一
（
第
一
六
話
「
青
盲
」）、『
絶
纓
三
笑
』
巻
三
時
笑
・
影
語
二
一
（
第

三
八
三
話
「
糊
塗
」）
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』

（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
一
月
、
二
八
頁
）
を
参
照
。
な
お
、
和
刻
本
『
笑
府
』
等
に
類
話
は
な
い
。

　
『
笑
府
』
収
録
話
の
原
文
、『
絶
纓
三
笑
』
の
原
文
お
よ
び
日
本
語
訳
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑

府
』
の
引
用
は
、
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
に
拠
り
、『
絶
纓
三
笑
』
の
引
用
は
、
東
京
大
学
文

学
部
蔵
本
に
拠
る
。『
笑
林
広
記
』
本
文
と
対
校
す
れ
ば
、
わ
ず
か
に
文
字
の
異
同
が
あ
る
。

　　

『
笑
府
』（
一
六
二
〇
年
頃
成
）
第
一
六
話
（
巻
一
・
古
艶
部
、
七
丁
裏
）

　
　

青
盲

一
青
盲
人
渉
訟
。
自
訴
眼
瞎
。
官
曰
。
一
雙
清
白
眼
。
如
何
詐

瞎
。
答
曰
。
老、
、
、
、
、
、
、
、
、

爺
看
小
人
是
清
白
的
。
小
人
看
老
爺
是

8

8

8

8

8

8

糊8

塗8

的8

 

　『
絶
纓
三
笑
』（
一
六
一
六
年
序
）
第
三
八
三
話
（
巻
三
、
時
笑
・
影
語
二
一
、一
一
丁
裏
）

　
　

糊
塗

一
靑
盲
人
渉
訟
。
自
稱
瞎
子
無
見
。
官
曰
。
一
雙
淸
白

眼
。
如
何
反
說
不
見
。
靑
盲
者
曰
。
老
爺
看
小
人
是
淸

白
的
。
小
人
看
老
爺
是

8

8

8

8

8

8

糊8

塗8

的8

　

老
爺
糊
塗
。
在8

心8

不8

在
眼
也

8

8

8

　　
　

う
す
の
ろ
ト
ン
カ
チ
（
＝
ぼ
ん
や
り
）

　

一
人
の
明あ

き
め
く
ら
、
訴
訟
に
巻
き
込
ま
れ
、「
自
分
は
盲
人
で
あ
り
、
何
も
も
の
が
見
え

ま
せ
ん
。」
と
、
自
ら
言
っ
た
。
役
人
は
、（
そ
れ
を
聞
い
て
）
言
っ
た
。

　
「
二
つ
と
も
き
れ
い
な
澄
ん
だ
目
を
し
て
お
る
の
に
、
ど
う
し
て
見
え
な
い
な
ど
と
反
対
の

こ
と
を
言
う
の
じ
ゃ
。」

　

そ
こ
で
、
明あ

き
め
く
ら
は
、
言
っ
た
。

　
「
旦
那
さ
ま
は
、
わ
た
く
し
め
の
こ
と
を
、
き
れ
い
な
澄
ん
だ
目
を
し
て
お
る
（
＝
無
実
で

潔
白
で
あ
る
）
と
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
わ
た
く
し
め
に
は
、
旦
那
さ
ま
が
、
う
す
の
ろ
ト

ン
カ
チ
（
＝
ぼ
ん
や
り
し
て
、
目
が
よ
く
見
え
て
い
な
い
よ
う
）
に
見
え
ま
す
る
。」

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
旦
那
さ
ま
が
「
ぼ
ん
や
り
」
し
て
い
る
の
は
、「
頭
（「
心
」＝
精

神
）」
で
あ
っ
て
、「
眼
」
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　　

な
お
、
本
話
は
『
笑
林
評
』（
万
暦
三
九
年
（
一
六
一
一
）
序
、
内
閣
文
庫
蔵
、
巻
上
、
二
七
丁
裏
）

に
も
類
話
が
備
わ
る
が
、『
笑
林
評
』
に
関
す
る
報
告
は
、
す
べ
て
別
稿
に
譲
る
。
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主あ
る
じ人
が
、

　
　

そ
ら
そ
う
じ
ゃ
が
、
そ
の
下
袴
の
代
は
払
う
て
も
ろ
て
ま
せ
ん
ぜ
！

と
言
う
と
、
ホ
ジ
ャ
は
怒
り
だ
し
て
、

　
　

怪け
つ

態た
い

態
な
奴や
つ

ち
ゃ
。
こ
の
上
、
買
い
も
せ
ん
下
袴
の
代
ま
で
払
え
て
ぇ
の
か
い
っ
！

と
返
事
す
る
。

　　

訳
者
・
護も
り

雅ま
さ

夫お

氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
ナ
ス
レ
ッ
デ
ィ
ン
・
ホ
ジ
ャ
と
は
、（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学

界
で
は
疑
念
が
抱
か
れ
て
い
る
も
の
の
）
一
三
〜
一
五
世
紀
の
ト
ル
コ
に
実
在
し
た
人
物
で
あ
り
、

現
在
に
至
る
ま
で
、
数
百
年
に
わ
た
っ
て
ト
ル
コ
民
衆
の
心
に
息
づ
い
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
。

わ
が
国
に
お
け
る
「
一
休
さ
ん
」
の
と
ん
ち
話
に
比
定
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
余
説

　

本
話
は
、
落
語
「
壺つ
ぼ

算ざ
ん

用よ
う

（
壺つ
ぼ

算ざ
ん

）」
と
し
て
、
今
な
お
生
き
て
い
る
咄は
な
し
で
あ
る
。
勘
定
は
合
う

の
に
代
金
が
足
り
な
い
と
い
う
詐
欺
師
の
話
。
た
だ
、
中
国
笑
話
の
場
合
、
詐
欺
を
働
い
て
人
を
騙だ
ま

す
の
は
御お

上か
み

で
あ
る
。
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
に
「
古
艶
部
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
話
は
、

第
三
七
話
「
貪ど
ん

官か
ん

」、第
三
八
話
「
有ゆ
う

理り

」、い
ず
れ
も
「
官か
ん

吏り

の
世
界
は
金
が
す
べ
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
本
話
は
、
さ
ら
に
官か
ん

吏り

が
詐
欺
師
並
み
の
超
絶
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
て
、
庶
民

か
ら
金き
ん

塊か
い

を
騙だ
ま

し
取
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
世
の
支
配
階
級
は
善
良
な
庶
民

か
ら
金
銭
を
搾さ
く

取し
ゆ

す
る
悪
質
な
詐
欺
師
で
あ
る
、
そ
う
い
う
鋭
い
社
会
風
刺
を
読
み
取
る
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
中
国
原
話
と
は
異
な
り
、
日
本
人
の
作
っ
た
テ
キ
ス
ト
か
ら
は
、
漢
文
戯
作
に
し
て
も

江
戸
小
咄
に
し
て
も
古
典
落
語
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
社
会
風
刺
的
要
素
が
、
意
図
的
か
否
か
は

不
明
だ
が
、
き
れ
い
に
削
り
取
ら
れ
て
い
る
点
は
、
注
意
し
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。

　　
41
糊こ

塗と

（
デ
タ
ラ
メ
）

原
文

　

■ワケ
ガ
ワ
カ
ラ
ヌ

糊
塗
■

一
青アキ
メ
ク
ラ

-

盲
ノ

人
渉クジ
ヲ
ス
ル

レ

訟
ニ

。
自
ラ

訴
二フ

眼メ
ク
ラ

-

瞎
一ト

。
官
曰
ク

。
你
ア
リ
ア
リ
ト

明-

ニ

一サウ
ハ
ウ

-

雙
ノ

ス
ツ
ハ
リ
ト
ア
キ
ラ
カ
ナ
メ

清-

白-

眼
。
如-

何
ン
ソ

詐
レル

瞎
ト

。

荅
テ

曰
ク

。
老トノ
サ
マ

-

爺
看
二ル

小
人
一ヲ

是
レ

清-

白-

的
ト

。
小-

人
看
二ル

老
爺
一ヲ

。
却
テ

是
レ

糊ナニ
ト
モ
ハ
カ
リ
マ
セ
ヌ

-

塗
得-

緊
。

　
書
き
下
し
文

　
　

糊こ

塗と

一い
ち 

青せ
い

盲ま
う

の
人ひ
と 

訟し
よ
うに
渉わ
た

る
。
自み
づ
か

ら
眼が
ん

瞎か
つ

と
訴う
つ
た

ふ
。
官く
わ
ん 

曰い
は

く
。
你な
ん
ぢ

明め
い

明め
い

に
一い
つ

双さ
う

の
清せ
い

白は
く

眼が
ん

。

如い
か
ん何
ぞ
瞎か
つ

と
詐い
つ
は

る
。
答こ
た
へ
て
曰い
は

く
。
老ら
う

爺や 

小せ
う

人じ
ん

を
看み

る 

是こ
れ 

清せ
い

白は
く

的て
き

と
。
小せ
う

人じ
ん 

老ら
う

爺や

を
看み

る
。

却か
へ
つ

て
是こ
れ 

糊こ

塗と

な
る
こ
と
緊
は
な
は
だ

し
。

　
現
代
語
訳

　

緑り
よ
く

内な
い

障し
よ
う

で
目
の
見
え
な
く
な
っ
た
人
が
、
訴
訟
に
巻
き
込
ま
れ
、

　
「
私
は
目
が
見
え
な
い
の
で
す
。」

と
自
ら
訴
え
た
と
こ
ろ
、
役
人
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

　
「
お
前
が
き
れ
い
に
澄
ん
だ
目
を
二
つ
も
っ
て
お
る
こ
と
は
明
々
白
々
で
は
な
い
か
。そ
れ
な
の
に
、

ど
う
し
て
盲
人
だ
な
ど
と
嘘う
そ

を
吐つ

く
の
じ
ゃ
。」

　
（
盲
人
は
）
答
え
て
言
う
。

　
「
旦
那
さ
ま
は
、
わ
た
く
し
に
向
か
っ
て
き
れ
い
に
澄
ん
だ
目
を
も
っ
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
わ
た
く
し
に
は
旦
那
さ
ま
の
目
が
、
か
え
っ
て
た
い
へ
ん
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
る
（
訳
者
注
…
目
の
見
え
な
い
盲
人
の
目
に
は
、
旦
那
さ
ま
の
目
こ
そ
が
節ふ
し

穴あ
な

に
見、
、
、
え
る
と
い

う
こ
と
）。」

　
注 ○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
一
四
丁
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・
古
艶
部
（
第

七
話
、
二
丁
裏
）。
○
糊
塗
﹇hútu

﹈＝「
は
っ
き
り
し
な
い
」「
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
」「
滅め

茶ち
や

苦く

茶ち
や

で
あ
る
」「
デ
タ
ラ
メ
で
あ
る
」「
愚
か
で
あ
る
」
意
の
形
容
詞
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
眼
が
よ
く

見
え
な
い
意
と
、
頭
が
う
す
の
ろ
で
あ
る
意
と
、
両
方
と
も
に
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、「
糊
里
糊
塗
﹇húlihútu

﹈」
と
も
言
う
。
左
訓
「
ワ
ケ
ガ
ワ
カ
ラ
ヌ
」（
訳
が
分

か
ら
ぬ
）。
○
青
盲
﹇qīngm

áng

﹈＝
緑
内
障
。
徐
々
に
視
力
が
低
下
し
失
明
に
至
る
が
、
外
見
上

の
異
常
は
な
い
た
め
、
よ
そ
目
に
は
盲
人
に
見
え
な
い
。
左
訓
「
ア
キ
メ
ク
ラ
」（
明
き
盲
）。
○
渉

訟
﹇shèsòng

﹈＝
訴
訟
に
な
る
、
訴
訟
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
左
訓
「
ク
ジ
ヲ
ス
ル
」（
公
事
を
す
る
）。

66



－－

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　　

ま
た
、本
話
は
落
語
「
壺つ
ぼ

算ざ
ん

用よ
う

（
壺つ
ぼ

算ざ
ん

）」
の
原
話
と
し
て
有
名
で
あ
り
、延
享
四
年
（
一
七
四
七
）

刊
『
絵ゑ

本ほ
ん

軽か
る

口く
ち

剽へ
う

金き
ん

苗な
へ

』
に
、
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
（
武
藤
禎
夫
編
『
江
戸
小
咄
事
典
』（
東
京

堂
出
版
、
一
九
六
五
年
、
二
七
七
頁
）、
同
『
江
戸
小
咄
類
話
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
、

一
四
一
〜
一
四
二
頁
）
参
照
）。
す
で
に
『
噺
本
大
系
』
第
八
巻
（
武
藤
禎
夫
・
岡
雅
彦
編
、
東
京

堂
出
版
、
一
九
七
六
年
、
一
一
八
〜
一
一
九
頁
）
に
翻
刻
が
備
わ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
東
京
大
学
総

合
図
書
館
霞
亭
文
庫
蔵
本
（W

eb
公
開
画
像
デ
ー
タ
）
に
拠
っ
て
、
本
文
を
示
す
（
行
数
等
の
書
式

は
原
本
の
ま
ま
）。

　

　
噺は
な
し

本ぼ
ん

『
絵ゑ

本ほ
ん

軽か
る

口く
ち

剽へ
う

金き
ん

苗な
へ

』
第
九
話
（
上
巻
、
一
二
丁
裏
〜
一
三
丁
表
）

　
　
　

算さ
ん

用や
う

合あ
ふ

て
錢ぜ
に

た
ら
ず

瀬せ

戸と

物も
の

屋
の
見ミ

世せ

へ
行 

つ
ぼ
を
買か
を

ふ
と
い
ふ

大だ
い

が
四
百
文 

小せ
う

が
二
百
文
と
い
ふ 

そ
れ
な
ら

バ 

二
百
文
の
方ほ
う

に
致い
た

そ
ふ
と 

錢ぜ
に

わ
た
し
て

帰か
へ

り
し
が 

程ほ
と

な
く
持も
つ

て
来き

て 

四
百
文
の
壺つ
ぼ

と 

か
へ
て
下
さ
れ
と 

疵き
ず

な
ど
改
あ
ら
た
め

て 

さ
て 

さ
い

ぜ
ん 

錢ぜ
に

二
百
文 

渡わ
た

し
た
ハ 

て
い
し
ゆ 

受う
け

取と
り

ま
し

た 

買かい
手て 

今 

又 

二
百
文
の
壺つ
ぼ 

渡わ
た
ス
ハ 

い
か
に
も

買かい
手て 

そ
れ
で 

都つ

合が
う

四
百
文 

代
ハ
済す
ミ

ま
し
た
と

い
ふ
て 

壺つ
ぼ

を
か
た
げ 

帰か
へ

り
け
る 

跡あ
と

に
て 

さ
ん

用や
う

ハ
合あ
ふ

た
が 

錢ぜ
に

が
た
ら
ぬ
と 

い
ろ
〳
〵
と 

思し

案あ
ん

す
る
所
へ 

隣と
な

り
の
者も
の 

来
り
て 

ナ
ン
ト 

親お
や

仁ち

ど
こ
ぞ
わ
る
い
か 

い
か
ふ
顔か
を

も
ち
か 

す
ぐ
れ
ぬ

と
い
へ
バ 

て
い
し
ゆ 

あ
た
ま
を
ふ
つ
て 

ど
ふ
や
ら

壺つ
ぼ

か
ぶ
つ
た
や
う
に
ご
ざ
る

　

噺は
な
し

本ぼ
ん『
絵ゑ

本ほ
ん

軽か
る

口く
ち

剽へ
う

金き
ん

苗な
へ

』（
一
七
四
七
年
刊
）に
せ
よ
、日
本
人
作
の
漢
文
笑
話『
訳
準
開
口
新
語
』

（
一
七
五
一
年
刊
）
に
せ
よ
、
中
国
笑
話
『
笑
林
広
記
』（
現
存
最
古
の
テ
キ
ス
ト
は
一
七
六
一
年

刊
）
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
同
工
異
曲
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
未
詳
だ

が
、
非
常
に
近
い
年
代
に
、
こ
の
よ
う
な
類
話
が
数
多
く
存
し
て
お
り
、
な
お
か
つ
現
代
落
語
に
も

生
き
て
い
る
話
で
あ
る
と
い
う
点
は
、
極
め
て
興
味
深
い
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
、
日
本
の
民
話
に
も
、「
吉き
つ

四ち
よ

六む

話ば
な
し

」
の
一
つ
に
、
次
の
よ
う
な
話
が
伝
わ
っ

て
い
る
（
關
敬
吾
著
『
日
本
昔
話
集
成
』
第
三
部
・
笑
話
２
、角
川
書
店
、一
九
五
八
年
、六
〇
五
頁
）。

　

　

五
五
五　

瓶
を
買
ふ　

吉
四
六
の
家
に
や
は
ん
ど
（
水
瓶
）
い
す
く
な
か
つ
た
ん
と
。
そ
れ

ぢ
竹
田
の
町
に
は
ん
ど
買
ひ
に
行
つ
た
ら
、
こ
ー
ん
め
ー
（
小
さ
い
）
は
ん
ど
と
大
つ
き
い
は

ん
ど
と
あ
つ
た
き
、
値
を
き
い
た
ら
三
十
錢
と
六
十
錢
ち
言
ふ
き
ー
、
三
十
錢
の
ぬ
ー
買
う
ち

い
ん
ぢ
嫁
女
に
見
せ
た
ら
、「
こ
げ
な
こ
ん
め
は
ん
ど
は
要
ら
ん
き
、
ま
つ
と
大
つ
き
い
ぬ
ー

買
う
ち
來
な
」
ち
言
う
た
ら
、
ま
た
店
に
行
つ
ち
「
こ
り
や
こ
ん
め
ー
き
ー
ま
つ
と
大
つ
き
い

ぬ
く
れ
な
ー
」
ち
言
う
ち
、六
十
錢
の
を
買
う
ち
「
前
三
十
錢
あ
げ
ち
、ま
た
三
十
錢
の
も
の
ー

あ
げ
た
き
、
六
十
錢
の
は
ん
ど
は
た
だ
ぢ
く
れ
な
ー
」
ち
そ
の
ま
ま
い
ん
だ
と
。
も
す
こ
し
米

ん
團
子
、
早
う
食
は
に
や
す
え
る
。

―
―

大
分
縣
大
野
郡
西
大
野
村―

―

　　

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
他
、
ト
ル
コ
に
も
『
ナ
ス
レ
ッ
デ
ィ
ン
・
ホ
ジ
ャ
物
語　

ト
ル
コ

の
知
恵
ば
な
し
』（
護も
り

雅ま
さ

夫お

夫
訳
、
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
38
、
一
九
六
五
年
、
四
〜
五
頁
）
に
、
次

の
よ
う
な
類
話
が
あ
る
。

　

　

ナ
ス
レ
ッ
デ
ィ
ン
・
ホ
ジ
ャ
が
ブ
ル
サ
の
市
場
で
、毛
織
の
下
袴
を
買
う
。
銭ぜ
に

を
払
い
か
け
て
、

　
　
　
　

儂
が
下
袴
は
ま
だ
そ
ん
な
に
古
う
は
な
い
ぞ
。
ま
だ
ち
ょ
い
と
は
保も

つ
わ
い
。
代
り
に

法ジ
ユ
ツ
ベ衣
を
買
う
た
方
が
良え

え
。

と
独
り
ご
と
を
言
い
言
い
、主あ
る
じ人
に
、下
袴
は
止
め
て
代
り
に
法ジ
ユ
ツ
ベ衣
を
く
れ
い
、と
言
う
。主あ
る
じ人
は
、

ホ
ジ
ャ
の
背
丈
に
合
う
た
法ジ
ユ
ツ
ベ衣
を
渡
す
。
ホ
ジ
ャ
は
そ
の
ま
ま
去ゆ

き
か
け
る
。
主
人
は
、

　
　

旦
那
。
金
を
払
わ
ん
で
去ゆ

き
な
さ
る
ん
か
い
？

と
促
す
。
ホ
ジ
ャ
は
、

　
　

こ
り
ゃ
妙
じ
ゃ
。
法ジ
ユ
ツ
ベ衣
の
代
り
に
、
下
袴
を
置
い
と
い
た
じ
ゃ
な
い
か
い
、
え
え
？

と
答
え
る
。

川上　『訳解笑林広記』全注釈（四） 67



富山県立大学紀要第28巻（2018）－ －

シ
ヨ
ウ
」（
半
分
値
に
し
ま
し
ょ
う
）。
○
這
等
﹇zhèděng

﹈＝
そ
れ
な
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
ば
、

と
い
う
意
味
の
中
国
近
世
語
。
現
代
中
国
語
の
「
這
様
﹇zhèyàng

﹈」
と
同
じ
。
左
訓
「
シ
カ
ラ
バ
」

（
然
ら
ば
）。
○

﹇fā

﹈＝
支
給
す
る
、
支
払
う
、
出
す
。「

」
は
「
發（
発
）」
の
異
体
字
。
常
用

漢
字
「
発
」
は
略
字
。
左
訓
「
ヤ
ツ
テ
」。
○
並
﹇bìng

﹈＝
決
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
。
否
定
詞
の
前
に

置
き
、
否
定
の
意
を
強
め
る
副
詞
。
訓
読
語
の
「
な
ら
び
に
」
と
は
、
か
な
り
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な

る
。
現
代
中
国
語
「
并
﹇bìng

﹈」
と
同
じ
。
左
訓
「
ケ
ツ
シ
テ
」（
決
し
て
）。
○
刁
奴
才
﹇diao 

núcái

﹈＝
碌ろ
く

で
も
な
い
奴
、
な
ら
ず
者
。「
刁
﹇diāo

﹈」
は
「
ず
る
賢
い
」「
狡こ
う

猾か
つ

な
」「
獰ど
う

悪あ
く

な
」

と
い
う
意
味
の
形
容
詞
、「
奴
才
﹇núcái

﹈」
は
「
下
等
な
人
間
」「
悪
者
の
手
先
」
と
い
う
意
味
の

名
詞
。
和
刻
本
は
、「
刁
」
に
左
訓
「
ワ
ル
」（
悪
）、「
奴
才
」
に
左
訓
「
ゲ
ラ
ウ
」（
下
郎
）
を
附
す
。

○
抵
二-

了
ス

一-

半
ノ

價-

錢
一ニ

＝
半
額
の
代
金
に
充あ

て
た
。「
抵
﹇dǐ

﹈」
は
「
釣
り
合
い
を
と
る
」「
帳

消
し
に
す
る
」
意
の
動
詞
。
和
刻
本
は
、「
抵
」
に
左
訓
「
ア
テ
ル
」（
充
て
る
）、「
一
半
價
錢
」
に

左
訓
「
ハ
ン
ブ
ン
ノ　

ア
タ
ヒ
」（
半
分
の
値
）
を
附
す
。
○
虧
﹇kuī

﹈＝
損
を
か
け
る
、
損
失
を

与
え
る
、
義
理
に
背
く
。
左
訓
「
ソ
ン
ヲ
カ
ケ
ヌ
」（
損
を
か
け
ぬ
）。
○
胡
纏
﹇húchán

﹈
＝
う

る
さ
く
つ
き
ま
と
う
、
無む

闇や
み

に
絡か
ら

み
つ
く
、
言
い
が
か
り
を
付
け
る
。
左
訓
「
ネ
ダ
ル
」。
左
訓
の

解
釈
は
、
原
文
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
や
や
ず
れ
る
。
○

出
テ

去
レ

﹇niǎn chūqù

﹈＝
追
い
出
し
て
し

ま
え
。「

﹇niǎn

﹈」
は
「
追
い
払
う
」「
追
い
出
す
」
意
の
動
詞
。「
出
去
﹇chūqù

﹈」
は
、
動

詞
の
後
ろ
に
置
か
れ
、
内
か
ら
外
へ
向
か
っ
て
出
て
行
く
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
添
え
る
複
合
方
向
補
語
。

現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
タ
ヽ
キ
タ
セ
」（
叩
き
出
せ
）。
和
刻
本
は
、「

」
字
に
送
り
仮
名

も
ル
ビ
も
附
し
て
い
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
に
訓
読
し
て
い
た
か
は
不
明
。
今
、
私
わ
た
く
し

に
「

ひ
お

出い
だ

し
去さ

れ
」
と
訓よ

ん
で
お
く
。

　
補
注

　

本
話
は
、『
中
国
笑
話
選　

江
戸
小
咄
と
の
交
わ
り
』（
松
枝
茂
夫
・
武
藤
禎
夫 

編
訳
、
平
凡
社
、

一
九
六
四
年
、
東
洋
文
庫
24
、
二
六
一
〜
二
六
二
頁
）、『
歴
代
笑
話
選
』（
松
枝
茂
夫
訳
、
中
国
古

典
文
学
大
系
59
、
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
、
三
五
五
頁
）
に
翻
訳
が
備
わ
る
。

　

こ
の
話
は
、
中
国
笑
話
集
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』
な
ど
に
類
話
は
な
い
が
、
わ
が
国
で
出
版
さ

れ
た
漢
文
笑
話
集
、
岡
白
駒
編
『
訳
準
開
口
新
語
』（
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
刊
）
第
七
一
話
に
、

文
章
は
全
く
異
な
る
が
、
同
じ
趣
向
の
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
訳
準
開
口
新
語
』
の
原
文
お
よ

び
拙
訳
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。引
用
は
、『
噺
本
大
系
』第
二
十
巻
所
収
の
影
印（
二
三
頁
）に
よ
る
。

『
訳
準
開
口
新
語
』
第
七
一
話
（
一
五
丁
表
〜
裏
）

有
二

黠
奴
一

爲
二ニ

主
人
一ノ

市
二

一
小
一ヲ

。
價
百
文
。
歸
テ

致
二ス

之
ヲ

主
翁
一ニ

。
主
翁
ノ

　

曰
。
此
小
シ
テ

不ヤ
ク
ニ
タ
ヽ
ス

レ

中
レ

用
ニ

也
。
易カ
ヘ
ヨ

二 

大
ナ
ル

者
一ニ

。
奴
往
レ

店
ニ

。
乞
レ

易
二ン
ト

大
一ニ

。
店
主

　

曰
。
大
ハ 

則
價
二
百
文
。
奴
曰
諾
。
乃
出
二シ
テ

向サ
キ
ノ

小
一ヲ

曰
。
向
キ
ニ

ニ

　

還
二ス

汝
ニ

一
百
文
一ヲ

。
ニ

又
還
二

此
小
一ヲ

。
原
價
百
文
。
通ツガ
ウ計
二
百

　

文
矣
。
可
ナ
ラ
ン

乎カ

。
曰
可
也

。
乃
チ

易
二ヘ
テ

大
一ニ

歸
ル

。
店
主
遂
ニ

不
レ

覺
ラ

也
。
是
亦

　

可
レ

謂
二

愚
公
之
駒
一ト

矣

　　

ず
る
賢
い
丁で
つ

稚ち

、
主
人
の
た
め
に
、
百
文
（
約
二
〇
〇
〇
円
）
の
小
さ
な
瓶か
め

を
一
つ
買
っ
た
。

家
に
帰
り
、
ご
主
人
さ
ま
に
渡
し
た
と
こ
ろ
、
ご
主
人
さ
ま
は
、
言
っ
た
。

　
「
こ
れ
じ
ゃ
小
さ
す
ぎ
て
、
使
い
物
に
な
ら
ん
わ
い
。
大
き
い
も
の
に
取
り
替
え
て
こ
い
。」

　

丁で
つ

稚ち

が
店
に
行
き
、
大
き
な
瓶か
め

に
取
り
替
え
て
も
ら
う
よ
う
頼
ん
で
み
る
と
、
店
の
主
人
は
、

言
っ
た
。

　
「
大
き
な
瓶か
め

の
値
段
は
、
二
百
文
（
約
四
〇
〇
〇
円
）
で
す
。」

　

丁で
つ

稚ち

は「
分
か
り
ま
し
た
。」と
言
い
な
が
ら
、さ
き
ほ
ど
の
小
さ
な
瓶か
め

を
取
り
出
し
て
言
っ
た
。

　
「
さ
っ
き
も
う
、
御
主
人
に
百
文
（
約
二
〇
〇
〇
円
）
渡
し
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
も

と
も
と
百
文
だ
っ
た
こ
の
小
さ
な
瓶か
め

を
返
し
ま
す
の
で
、
都
合
二
百
文
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し

い
で
す
か
。」

　
「
は
い
、
結
構
で
す
。」

　

そ
こ
で
、（
丁で
つ

稚ち

は
小
さ
な
瓶か
め

を
）大
き
な
瓶か
め

に
取
り
替
え
て
、帰
っ
て
行
っ
た
。
店
の
主
人
は
、

と
う
と
う
（
そ
の
カ
ラ
ク
リ
に
）
気
が
つ
か
な
い
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
も
ま
た
、
愚
公
の
駒
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　　

右
の
文
中
に
「
不
レ

中
レ

用
ニ

也
（
用よ
う

に
中あ
た

ら
ざ
る
な
り
）」
と
あ
る
「
中
」
と
い
う
文
字
に
つ
い
て
、

原
本
『
訳
準
開
口
新
語
』
に
は
去き
よ

声し
よ
う（
第
四
声
）
の
声し
よ
う

点て
ん

が
振
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
語

で
は
「
中
」
と
い
う
文
字
の
意
味
を
声
調
の
違
い
に
よ
っ
て
区
別
し
て
い
る
こ
と
を
注
記
し
た
も
の

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
な
か
」
と
い
う
意
味
の
と
き
は
「
平
声
（
第
一
声
﹇zhōng

﹈）」、「
あ
た
る
」

と
い
う
意
味
の
と
き
は
「
去
声
（
第
四
声
﹇zhòng

﹈）」
で
読
む
。
つ
ま
り
、「
役
に
立
た
な
い
」「
使

い
物
に
な
ら
ん
」
と
言
う
意
味
で
用
い
る
場
合
は
、「
不
中
用
﹇bú zhòng yòng

﹈」
と
発
音
し
な
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舗-

家
曰
ク

。
平ナ
ミ
ネ

-

價
ハ

該キマリ-

若-

干
ナ
レ
ト
モ

。
今
係
二ル

老
爺
ノ

取オツ
カ
ヒ

-

用
一ニ

。
只
領
二シ
テ
　

半ハン
ブ
ン
ネ
ニ

-

價
一ヲ

可シマ
シ
ヨ
ウ

也

也
。
官
顧
二ミ
テ

左
右
一ヲ

曰
ク

。
這シカ
ラ
バ

-

等
。

 

二シ
テ

一

ヤ
ツ
テ

-

錠
一ヲ

還
レセ

他
ニ

。
レシ
テ

金
ヲ

後
チ

。
舗-

戸
仍
候
レツ

領
レス
ル
ヲ

價
ヲ

。
官
曰
ク

。
價
ハ

已
ニ

発
シ

過
シ

了
ル

。
舗-

家
曰
ク

。
並
ケ
ツ
シ
テ ニ

未
二タ

テ

発
一セ

。
官
怒
テ

曰
ク

。
刁ワル-

奴ゲ
ラ
ウ

-

才
。
你
イ
フ

三

只
領
二ス
ト

半-

價
一ヲ

。

故
ニ

二シ
テ

一-
錠
一ヲ

還
レス

你
ニ

。
抵アテル
二-

了
ス

一ハン
ブ
ン
ノ

-

半
ノ

價ア
タ
ヒ

-

錢
一ニ

。
本-

縣
不
三

テ

虧ソン
ヲ
カ
ケ
ヌ

二-

了
セ

你
一ヲ

。
如-

何
ン
ソ

胡ネ
ダ
ル

-

纏
。
快ハ
ヤ
ク

出
タ
ヽ
キ
タ
セ テ

去
レ

。

　
書
き
下
し
文

　
　

金き
ん

を
取と

る

一い
つ

官く
わ
ん 

票
し
ゆ
へ
う

を
出い
だ

し
て 

赤せ
き

金き
ん

二に

錠ぢ
や
う

を
取と

る
。
舗ほ

戸こ 

送お
く

り
訖を
は

り
。
当た
う

堂だ
う

に
価
あ
た
ひ

を
領り
や
う

す
。
官く
わ
ん 

価か

値ち 

幾い
く

何ば
く

と
問と

ふ
。
舗ほ

家か 

曰い
は

く
。
平へ
い

価か

は
若じ
や
く

干か
ん

な
る
べ
け
れ
ど
も
。
今い
ま 

老ら
う

爺や

の
取し
ゆ

用よ
う

に
係か
か

る
。

只た
だ 

半は
ん

価か

を
領り
や
う

し
て
可か

な
り
。
官く
わ
ん 

左さ

右い
う

を
顧か
へ
り

み
て
曰い
は

く
。
這し
や

等と
う

。
一い
ち

錠ぢ
や
う

を
発は
つ

し
て
他か
れ

に
還か
へ

せ
。

金き
ん

を
発は
つ

し
て
後の
ち

。
舗ほ

戸こ 

仍な
ほ 

価あ
た
ひ

を
領
り
や
う

す
る
を
候ま

つ
。
官く
わ
ん 

曰い
は

く
。
価あ
た
ひ
は 

已す
で

に
発は
つ

し
過す
ご

し
了を
は

る
。

舗ほ

家か 

曰い
は

く
。
並な
ら
び
に
未い
ま

だ
曽か
つ

て
発は
つ

せ
ず
。
官く
わ
ん 

怒い
か
つ

て
曰い
は

く
。
刁て
う

奴ど

才さ
い

。
你な
ん
ぢ 

只た
だ 

半は
ん

価か

を
領り
や
う
す
と

説い

ふ
。
故ゆ
ゑ

に 

一い
ち

錠ぢ
や
う

を
発は
つ

し
て
你な
ん
ぢ

に
還か
へ

す
。
一い
つ

半ぱ
ん

の
価か

銭せ
ん

に
抵て
い

了れ
う

す
。
本ほ
ん

県け
ん 

曽か
つ

て
你な
ん
ぢ

を
虧き

了れ
う

せ
ず
。

如い
か
ん何
ぞ
胡こ

纏て
ん

す
。
快は
や

く
お

ひ
出い
だ

し
去さ

れ
。

　
現
代
語
訳

　

あ
る
お
役
人
さ
ま
、（
役
所
名
義
で
）
朱
書
き
の
召
喚
状
を
発
行
し
、
純
金
の
塊
か
た
ま
り

二
つ
を
持
っ
て

来
さ
せ
た
。
商
人
は
（
所し
よ

望も
う

の
品
を
）
お
渡
し
し
、
お
上か
み

の
御ご

前ぜ
ん

に
お
い
て
、
代
金
が
支
払
わ
れ
る

の
を
待
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
役
人
は
訊た
ず

ね
た
。

　
「
代
金
は
、
い
か
ほ
ど
じ
ゃ
。」

　

商
人
は
、
答
え
た
。

　
「
通
常
で
す
と
、そ
れ
相
応
の
金
額
を
頂
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
が
、

今
回
は
、
旦
那
さ
ま
の
御ご

所し
よ

望も
う

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、（
特
別
大
サ
ー
ビ
ス
で
）
半
額

だ
け
頂
け
た
ら
よ
ろ
し
い
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。」

　

役
人
は
、
側
近
た
ち
を
き
ろ
き
ろ
と
見
回
し
て
、
言
っ
た
。

　
「
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
金
塊
を
一
つ
、
あ
や
つ
に
返
し
て
や
れ
。」

　

そ
う
し
て
金
塊
は
渡
さ
れ
た
が
、
商
人
は
、
ま
だ
代
金
の
受
け
取
り
を
待
っ
て
い
る
の
で
、
役
人

は
言
っ
た
。

　
「
代
金
は
、
す
で
に
渡
し
終
え
て
お
る
ぞ
。」

　

商
人
は
言
う
。

　
「
い
え
い
え
、
ま
だ
全
く
渡
さ
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
よ
。」

　

す
る
と
、
役
人
は
カ
ン
カ
ン
に
怒
っ
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
こ
の
悪
徳
商
人
の
ゲ
ス
野
郎
め
、
貴
様
は
半
額
だ
け
頂
い
た
ら
そ
れ
で
よ
い
と
言
う
た
で
は
な

い
か
。
だ
か
ら
金
塊
を
一
つ
貴
様
に
返
し
、
代
金
の
半
額
に
充あ

て
た
の
じ
ゃ
。
本
県
は
こ
れ
ま
で
貴

様
に
ビ
タ
一
文
だ
っ
て
損
を
さ
せ
て
は
お
ら
ぬ
。
貴
様
は
何な
に

故ゆ
え

そ
の
よ
う
に
、
あ
ら
ぬ
言
い
が
か
り

を
つ
け
る
の
じ
ゃ
。
こ
や
つ
を
さ
っ
さ
と
叩た
た

き
出
し
て
し
ま
え
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
一
四
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・
古
艶

部
（
第
六
話
、
二
丁
裏
）。
○

票
﹇zhūpiào

﹈＝
朱
色
の
文
字
で
書
か
れ
た
呼
び
出
し
状
、
召
喚

状
。『
醒
世
恒
言
』
第
三
九
巻
に
「
即
寫

票
。
差
人
遍
召
快
手
。
各
帯
兵
器
到
縣
。
直
宿
防
衛
。」

と
あ
り
、
辛か
ら

島し
ま

驍た
け
し

氏
は
「
緊
急
召
集
令
状
」
と
訳
し
て
い
る
（『
醒
世
恒
言
（
五
）』（
東
京
、
東
洋

文
化
協
會
、
全
譯
中
國
文
學
大
系
（
第
一
集
・
第
十
四
巻
）、
一
九
五
八
年
、
二
六
八
頁
）。
左
訓
「
シ

ユ
デ
カ
イ
タ
カ
キ
ツ
ケ
」（
朱
で
書
い
た
書
付
）。「
書か
き

付つ
け

」
と
は
、
幕
府
や
大
名
家
が
交
付
し
た
命

令
書
、
申
し
渡
し
書
な
ど
の
公
文
書
の
こ
と
。
○
赤
金
﹇chìjīn

﹈＝
純
金
。
○
舗
戸
﹇pùhù

﹈＝
商

店
、
店
。
左
訓
「
ア
キ
ン
ト
」（
商
人
）。
○
當
堂
﹇dāngtáng

﹈＝「
在
公
堂
上
﹇zài gōngtáng 

shàng

﹈」（
官
庁
の
集
会
所
に
お
い
て
、
役
所
の
中
で
）。「
當
」
は
「
当
」
の
本
字
。
左
訓
「
シ
ラ

ス
ニ
テ
」（
白
洲
に
て
）。
○
領
價
﹇lǐng jià

﹈＝
代
金
を
受
け
取
る
。「
價
」
は
「
価
」
の
正
字
。
常

用
漢
字「
価
」は
略
字
。
和
刻
本
は
、「
領
」
字
に
左
訓
「
ウ
ケ
ト
ル
」（
受
け
取
る
）
を
附
す
。
○
平

價
﹇píngjià

﹈＝
公
定
価
格
、
通
常
の
値
段
。
左
訓
「
ナ
ミ
ネ
」（
並
値
）。
○
該
﹇gāi

﹈＝「
応
該

﹇yīnggāi

﹈」「
応
当
﹇yīngdāng

﹈」、「
〜
の
は
ず
で
あ
る
」「
〜
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
意
味
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
和
刻
本
の
原
文
は
「
該-

若-

干
ナ
レ
ト
モ

」
と
施
訓
さ
れ
て
い
る
た
め
、

「
該が
い

若じ
や
く

干か
ん

な
れ
ど
も
」
と
訓
読
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、「
該
」
が
「
〜
の
は
ず
で
あ
る
」
意
の

助
動
詞
（
こ
こ
で
は
動
詞
）
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
「
若じ
や
く

干か
ん

な
る
べ
け
れ
ど
も
」
と

訓よ

ん
で
お
い
た
。
左
訓
「
キ
マ
リ
」（
決
ま
り
）。
左
訓
に
「
キ
マ
リ
」
と
あ
る
の
は
意
訳
で
あ
る
。

○
取
用
﹇qǔyòng
﹈＝（
今
回
は
、お
代
官
さ
ま
の
）
御
用
向
き
で
す
か
ら
。
左
訓
「
オ
ツ
カ
ヒ
」（
お

遣
ひ
）。
○
只
領
二シ
テ

半-
價
一ヲ

可
也

也
＝
半
値
を
頂
く
だ
け
で
結
構
で
す
。
左
訓
「
ハ
ン
ブ
ン
ネ
ニ
シ
マ
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い
る
、
と
い
う
こ
と
。和
刻
本
は
、「
金
瓜
黄
蓋
」
に
左
訓
「
サ
シ
カ
ケ
ノ
カ
ザ
リ
」（
差
し
掛
け
の

飾
り
）
を
附
す
。
○
顕
赫
炫
耀
﹇xiǎnhè xuànyào

﹈＝
勢
い
が
盛
ん
で
あ
り
、
眩ま
ば
ゆ

い
ば
か
り
に
光

り
輝
い
て
い
る
意
。
左
訓
「
ヒ
カ
リ　

カ
ヽ
ヤ
ク
」（
光
り
輝
く
）。
○
牌
棍
清
道
﹇pái gùn qīng 

dào

﹈＝
名
前
を
書
い
た
掛か
け

札ふ
だ

を
高
く
掲か
か

げ
、
行
列
の
先
払
い
を
す
る
意
。「
牌
﹇pái

﹈」
は
、
立
て
札
、

看
板
の
こ
と
、「
棍
﹇gùn

﹈」
は
、
長
い
棒
を
言
う
。
和
刻
本
は
、「
牌
棍
」
に
左
訓
「
ギ
ヤ
ウ
レ

ツ
ダ
ウ
ク
」（
行
列
道
具
）
を
附
す
。
○
列

街
衢
﹇liè m

ǎn jiēqú

﹈＝
行
列
が
大
通
り
い
っ
ぱ
い

に
満
ち
溢あ
ふ

れ
る
意
。「

」
は
「
滿（
満
）」
の
異
体
字
。
和
刻
本
は
、「
列

」
に
左
訓
「
タ
テ
ツ
ラ

ネ
」（
立
て
連
ね
）
を
附
す
。
○
太
史
﹇tàishǐ

﹈＝
史
書
の
編
纂
を
司
る
官
職
。
○
圖
章
﹇túzhāng

﹈

＝
印
章
、
印
鑑
、
判
。
左
訓
「
イ
ン
」（
印
）。
○
名
標
二ス

上-

苑
一ニ

＝（「
太
史
」
と
い
う
官
名
の
記
さ

れ
た
印
章
は
）
皇
帝
陛
下
直
属
の
官
吏
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
、と
い
う
意
味
。「
標
﹇biāo

﹈」

は
「
表
す
」
意
の
動
詞
、「
上
苑
﹇shàngyuàn
﹈」
は
「
皇
室
の
庭
園
」
の
意
の
名
詞
。
和
刻
本
は
「
標
」

字
を
「

」
字
に
誤
る
（
た
だ
し
、江
戸
時
代
の
和
本
に
お
い
て
は
、通
常
木き

偏へ
ん

と
手て

偏へ
ん

は
通
用
（
混

用
）
す
る
）。
今
、
中
国
原
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
、
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）

宝
仁
堂
刊
本
）
に
従
い
、木き

偏へ
ん

の
「
標
」
に
改
め
た
。
な
お
、手て

偏へ
ん

の
「

﹇biào

﹈」
は
、「
縄
で
し
っ

か
り
結ゆ

わ
え
付
け
る
」
意
。
○
生
殺
之
權
﹇shēng shā zhī quán
﹈＝
生
か
す
か
殺
す
か
を
決
定

す
る
権
利
。
和
刻
本
は
、「
生
殺
」
に
左
訓
「
イ
カ
ソ
ウ
ト
コ
ロ
ソ
ウ
ト
」（
生
か
そ
う
と
殺
そ
う
と
）

を
附
す
。
○
惟ゝ
吾
レ

操
縦
ス

＝
私
一
人
だ
け
が
、（
生
か
す
か
殺
す
か
の
権
利
を
）一
手
に
握
っ
て
い
る
。

和
刻
本
は
、「
吾
操
縦
」
に
左
訓
「
ワ
レ
シ
ダ
イ
」（
吾
次
第
）
を
附
す
。
○
冷
曺
﹇lěngcáo

﹈＝
閑ひ
ま

な
官
職
。「
曺
」
は
「
曹
」
の
異
体
字
。
左
訓
「
サ
ミ
シ
キ
ヤ
ク
シ
ヨ
」（
寂
し
き
役
所
）。
○
詞
遁

﹇cí dùn

﹈＝
言
葉
を
失
う
、
二
の
句
が
継
げ
な
い
。「
遁
﹇dùn

﹈」
は
、「
逃
げ
る
」「
隠
れ
る
」「
消

失
す
る
」
意
。
左
訓
「
ニ
ゲ
ク
チ
」（
逃
げ
口
）。「
逃
げ
口
」
と
は
「
逃
げ
口
上
」
の
意
。「
遁
詞
」

と
い
う
語
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
意
味
に
な
る
が
、
原
文
「
詞
遁
」（
主
語
＋
動
詞
）
は
「
言
葉

が
出
な
い
」
意
。
○
總
レル
ニ

之
ヲ

﹇zǒngzhī

﹈＝「
要
す
る
に
」「
つ
ま
り
」「
と
に
か
く
」
と
い
う
意
の

接
続
詞
。「
總
」は「
総
」の
正
字
。
常
用
漢
字「
総
」は
俗
字
。
左
訓「
ソ
ウ
タ
イ
」（
総
体
）。「
総
体
」は
、

「
大
体
に
お
い
て
」「
一
般
に
」
と
い
う
意
味
。
○
聲
價
﹇shēngjià

﹈＝
評
判
、名
声
。「
聲
」
は
「
声
」

の
正
字
。
常
用
漢
字
「
声
」
は
略
字
（
俗
字
）。「
價
」
は
「
価
」
の
正
字
。
常
用
漢
字
「
価
」
は
略
字
。

左
訓
「
ナ
ノ
タ
カ
イ
コ
ト
ハ
」（
名
の
高
い
こ
と
は
）。
○
値
千
金
﹇zhí qiānjīn

﹈＝
千
金
に
値
す
る
。

江
戸
時
代
後
期
の
貨
幣
価
値
に
換
算
す
る
と
（
金
一
両
＝
約
五
万
円
）、「
千
金
」
は
約
五
千
万
円
に

な
る
。「
値
千
金
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
で
も
中
国
で
も
、
い
ず
れ
も
「
春し
ゆ
ん

宵せ
う

一い
つ

刻こ
く

値あ
た
ひ

千せ
ん

金き
ん

」

（
蘇
軾
「
春
夜
」
詩
）
を
連
想
さ
せ
る
。
○
吾
レ

坐
レス
ル

堂
ニ

＝
私
が
役
所
に
姿
を
現
す
と
。「

」
は

「
時
」
の
古
字
。
中
国
原
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
本
）

は
「
時
」
に
作
る
。
こ
こ
は
和
刻
本
の
字
形
を
残
し
た
。
○
青
天
爺
爺
﹇qīngtiān yéye

﹈＝
天
の

神
様
の
よ
う
な
お
爺じ
い

さ
ま
。
北
宋
時
代
の
公
明
正
大
な
裁
判
官
、
包ほ
う

拯じ
よ
う﹇Bāo Zhěng

﹈
の
こ
と

を
「
包
公
﹇Bāogōng

﹈」「
包
青
天
﹇Bāo qīngtiān

﹈」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
由
来
す
る
。
な
お
、「
包

公
」
は
、
明
代
小
説
『
龍
図
公
案
（
別
名
、
包
公
案
）』
の
主
人
公
で
あ
る
。『
龍
図
公
案
』
は
、「
大

岡
政
談
」に
多
く
の
素
材
を
提
供
し
た
こ
と
で
も
名
高
い
。「
青
天﹇qīngtiān

﹈」は
、原
義「
天
」「
空
」、

派
生
義
「
清せ
い

廉れ
ん

潔
白
な
官
吏
」。
左
訓
「
テ
ン
ト
ウ
ノ
ヤ
ウ
ナ
ト
ノ
サ
マ
」（
天
道
の
や
う
な
殿
様
）。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な
い
。

　
余
説

　

科
挙
試
験
の
同
級
生
、一
人
は
学
者
、一
人
は
政
治
家
に
採
用
さ
れ
た
。
歴
史
書
の
編へ
ん

纂さ
ん

に
携
わ
る
、

皇
帝
陛
下
直
属
の
官
吏
で
あ
る
学
者
先
生
は
、
こ
の
世
で
最
も
知
的
レ
ベ
ル
が
高
く
、
同
時
に
、
社

会
的
に
も
位く
ら
い

人じ
ん

臣し
ん

を
極
め
た
か
と
思
い
き
や
、
な
ん
と
現
実
的
に
は
、
社
会
生
活
全
般
を
司
る
政

治
家
（
県
知
事
）
こ
そ
が
、
神
様
の
よ
う
に
崇あ
が

め
奉
た
て
ま
つ

ら
れ
る
存
在
だ
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
庶

民
生
活
に
直
接
関
わ
る
政
治
家
の
権
力
は
、
学
者
く
ん
だ
り
が
如い

何か

に
天
子
の
威
光
を
傘
に
着
て
威い

張ば

り
散
ら
そ
う
と
も
、
所し
よ

詮せ
ん

は
県
知
事
ほ
ど
の
力
も
な
い
の
で
あ
っ
た
。
学
問
な
ど
は
、
権
力
の
前

に
は
無
力
で
あ
り
、
そ
し
て
政
治
は
金か
ね

次し

第だ
い

、
と
い
う
の
が
、
本
話
を
含
む
「
古
艶
部
」
の
主
要
な

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、こ
の
話
の「
笑
い
の
ツ
ボ
」は
、旧
友
の
政
治
家
と
言
い
争
っ
た
挙あ

げ
句く

、ぐ
う
の
音
も
出
な

い
ほ
ど
に
コ
テ
ン
パ
ン
に
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
学
者
先
生
の
迂う

闊か
つ

さ
に
あ
る
、
と
で
も
言
え
よ
う
か
。

　　
40
取し
ゆ

金き
ん

（
純
金
を
ち
ょ
ろ
ま
か
す
）

原
文

　
　

取
レル

金
ヲ

一-

官
出
二シ
テ

票
シ
ユ
デ
カ
イ
タ
カ
キ
ツ
ケ

一ヲ
■

取
二ル

赤
金
二-
錠
一ヲ

。
舗アキ
ン
ト

-

戸
送
リ

訖
リ

。
當シラ
ス
ニ
テ

-

堂
ニ　

ウ
ケ
ト
ル
領
レス

價
ヲ

。
官
問
二フ

價-

値
幾
ク

何
一ク
ト

。
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「『
太
史
』
と
い
う
文
字
の
入
っ
た
印
章
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
皇
帝
直
属
の
官
吏
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
お
前
さ
ん
は
、
羨う
ら
や

ま
し
い
と
は
思
わ
ん
の
か
い
。」

　

乙
は
言
う
。

　
「
私
に
は
朝
廷
の
公
印
が
あ
っ
て
な
、（
庶
民
の
者
ど
も
を
）
生
か
す
も
殺
す
も
、
私
一
人
が
一
手

に
握
っ
て
お
る
の
じ
ゃ
よ
。（
そ
れ
に
比
べ
て
）
貴き

兄け
い

は
、
い
か
に
も
暇ひ
ま

そ
う
な
役
所
で
燻く
す
ぶ

っ
て
い

る
よ
う
だ
し
、
印
章
も
（
公
印
で
は
な
く
）
勝
手
に
自
分
で
彫ほ

っ
て
お
る
よ
う
だ
し
、
い
っ
た
い
誰

が
お
前
さ
ん
み
た
い
な
も
ん
を
怖
が
る
と
で
も
い
う
の
か
ね
。
け
っ
。」

　
（
そ
う
言
わ
れ
て
）
甲
は
、
思
わ
ず
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。
が
、
な
お
も
負
け
じ
と
、

こ
う
言
っ
た
。

　
「
と
に
か
く
じ
ゃ
よ
。
翰か
ん

林り
ん

の
評
判
と
い
う
も
の
は
、（
昔
か
ら
）
千
金
（
約
五
〇
〇
〇
万
円
）
に

値
す
る
、
と
言
わ
れ
て
お
る
の
じ
ゃ
ぁ
。」

　

乙
は
、
カ
ラ
カ
ラ
と
笑
っ
て
言
う
。

　
「
私
が
役
所
に
出
る
と
な
あ
、下し
も

々じ
も

の
者
た
ち
は
、口
々
に
『
天
の
神
さ
ま
の
よ
う
な
お
代
官
さ
ま
』

な
ど
と
言
っ
て
お
る
ぞ
よ
。（
と
い
う
こ
と
は
じ
ゃ
、
私
は
な
、
も
は
や
神
さ
ま
み
た
い
な
も
の
な

の
じ
ゃ
か
ら
、
あ
ん
た
み
た
い
に
）
た
か
だ
か
千
金
（
約
五
〇
〇
〇
万
円
）
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
一
三
丁
裏
〜
一
四
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・

古
艶
部
（
第
二
話
、
一
丁
表
〜
裏
）。
○
比
職
﹇bǐ zhí

﹈＝
互
い
の
職
業
を
比
較
す
る
こ
と
。
仕
事

く
ら
べ
。
左
訓
「
ク
ワ
ン
シ
ヨ
ク
ヽ
ラ
ベ
」（
官
職
比
べ
）。
○
初
中
﹇chū zhòng

﹈＝
初
め
て
科

挙
の
試
験
に
合
格
す
る
。
和
刻
本
は
、「
初
」
字
を
「

」
に
作
る
が
、
今
、
中
国
原
本
に
従
っ

た
。
左
訓
「
キ
フ
ダ
イ
ス
ル
」（
及
第
す
る
）。
○
舘
職
﹇guǎnzhí

﹈＝
皇
帝
直
轄
の
学
問
所
の
仕

事
。
歴
史
書
の
編
纂
・
執
筆
・
校
訂
な
ど
の
業
務
を
司
る
官
職
の
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
学
問
所
を

「
翰
林
﹇hànlín

﹈」
と
言
う
。「
舘
」
は
「
館
」
の
異
体
字
。
左
訓
「
カ
ン
リ
ン
」（
翰
林
）。
○
縣

令
﹇xiànlìng

﹈＝
県
知
事
。「
縣
」
は
「
県
」
の
正
字
。
左
訓
「
ダ
イ
グ
ハ
ン
」（
代
官
）。「
代
官
」

は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
天
領
ま
た
は
諸
藩
直
轄
地
の
行
政
に
当
た
っ
た
役
人
を
指
す
。
○
清
華

﹇qīnghuá

﹈＝
家
柄
や
職
位
が
清
ら
か
で
高
貴
で
あ
る
こ
と
。
明
末
清
初
の
講
唱
文
学
（
弾
詞
）
作

品
『
天
雨
花
』
第
一
八
回
に
「
你
今
已
是
功
名
就
，
不
比
書
生
窓
下
人
，
翰
林
本
是
清
華
職
，
豈
堪

日
夜
宿
娼
門
？
」（
今
は
も
う
、
あ
な
た
は
科
挙
に
合
格
し
、
勉
強
だ
け
を
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た

受
験
生
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
そ
も
そ
も
学
問
所
の
職
と
い
う
も
の
は
、
清
ら
か
で

高
貴
な
お
仕
事
。
ど
う
し
て
毎
日
毎
晩
、
遊
里
に
入
り
浸
っ
て
い
て
よ
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。（
拙

訳
））（
中
州
古
籍
出
版
社
、
陶
貞
懐
著
、
趙
景
深
主
編
、
李
平
編
校
、
一
九
八
四
年
、
七
三
〇
頁
）

と
あ
る
。
○
宸
禁
﹇chénjìn

﹈＝
皇
帝
の
住
居
。「
宸
居
﹇chénjū

﹈」「
宮
禁
﹇gōngjìn

﹈」
と
も

言
う
。
○
年
兄
﹇niánxiōng

﹈＝
同
年
に
科
挙
の
試
験
に
合
格
し
た
者
同
士
が
使
用
す
る
敬
称
（
二

人
称
）。
左
訓
「
ア
ニ
ブ
ン
」（
兄
分
）。
○
帖
児
﹇tiěr

﹈＝
書
付
や
メ
モ
の
こ
と
（
原
義
）。
こ
こ
で
は
、

客
人
を
招
く
と
き
に
相
手
方
に
送
る
招
待
状
の
こ
と
。
左
訓「
ナ
フ
タ
」（
名
札
）。
○
身
分﹇shēnfèn

﹈

＝
社
会
的
地
位
、
身
分
。
日
本
語
と
同
じ
。
左
訓
「
ミ
ガ
ラ
」（
身
柄
）。
○
體
面
﹇tǐm

iàn

﹈＝
体

面
。「
體
」
は
「
体
」
の
本
字
。
左
訓
「
ミ
ヱ
」（
見
栄
）。
○
天
淵
﹇tiānyuān

﹈＝
原
義
は
「
上
天

と
深
淵
」。
そ
の
差
が
甚
だ
し
い
こ
と
。
雲
泥
の
差
。「
相
去
天
淵
﹇xiān qù tiān yuān

﹈」「
天
壌

之
別
﹇tiān rǎng zhī bié

﹈」
な
ど
と
も
言
う
。
和
刻
本
は
、「
淵
」
字
を
「

」
に
作
る
。「

」

は
、「
淵
」
の
俗
字
「
渊
」「
渕
」
な
ど
、
い
ず
れ
の
字
形
と
も
微
妙
に
異
な
る
。
中
国
原
本
（
京
都

大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
、
乾
隆
二
六
年（
一
七
六
一
）宝
仁
堂
刊
本
）
は
、「
淵
」
字
の
中
央

部
分
の
墨
が
幾
分
か
す
ん
で
お
り
、
見
よ
う
に
よ
っ
て
は
、「

」
の
よ
う
な
形
に
も
見
え
る
。
和

刻
本
は
、
刷
り
の
悪
い
中
国
刊
本
の
字
形
を
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
左

訓
「
オ
ホ
チ
カ
ヒ
」（
大
違
ひ
）。
○
告
示
﹇gàoshì

﹈＝
布
告
、掲
示
、御お

触ふ
れ

書が
き

。
左
訓
「
フ
レ
ダ
シ
」

（
触
れ
出
し
）。
○
不
二レ
ト
モ

更
ニ

大
サ

許-

多
一ナ
ラ

＝（
役
所
が
公
布
す
る
触ふ
れ

書が
き

に
記
さ
れ
た
文
字
の
大
き
さ

は
、
あ
な
た
の
招
待
状
の
文
字
と
比
べ
て
）
そ
れ
ほ
ど
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
と
い

う
意
味
。
左
訓
「
ア
マ
リ
オ
ホ
キ
ク
ハ
ナ
ヒ（
マ
マ
）イ
」（
余
り
大
き
く
は
な
い
）。
○
暁
諭
﹇xiǎoyù

﹈＝

御お

上か
み

が
庶
民
に
教
え
諭
す
、
言
い
聞
か
せ
る
意
。
布
告
に
よ
っ
て
庶
民
へ
の
命
令
や
指
導
を
行
う
こ

と
。
左
訓「
ハ
リ
ダ
セ
ハ
」（
張
り
出
せ
ば
）。
○
通
衢﹇tōngqú

﹈＝
大
通
り
。
左
訓「
ト
ヲ
リ
テ
フ
」

（
通
り
町
）。
○
凜
遵
恪
守
﹇lǐnzūn kèshǒu

﹈＝
厳
し
く
遵
守
す
る
。「
凜﹇lǐn

﹈」は「
厳
か
に
」、「
遵

﹇zūn
﹈」
は
「
し
た
が
う
」、「
恪﹇kè

﹈」
は
「
恭
し
く
」、「
守﹇shǒu

﹈」
は
「
ま
も
る
」
意
。
和
刻

本
は
、「
凜
遵
恪
守
」
に
左
訓
「
ヲ
ソ
レ　

ツ
ヽ
シ
ム
」（
恐
れ
、
慎
む
）
を
附
す
。
○
無
二シ

用-

處
一

＝
使
い
道
が
な
い
、役
に
立
た
な
い
。左
訓「
ヤ
ク
ニ
タ
ヽ
ヌ
」（
役
に
立
た
ぬ
）。○
金
瓜
黄
蓋﹇jīnguā 

huánggài

﹈＝「
金
瓜
﹇jīnguā

﹈」
は
、
古
代
中
国
の
武
器
、
槍
の
先
端
に
瓜う
り

型が
た

の
銅
球
が
取
り
付

け
ら
れ
た
も
の
。「
黄
蓋
﹇huánggài

﹈」
は
、原
義
は
「
金
色
ま
た
は
黄
色
の
車
蓋
（
馬
車
の
屋
根
）」。

転
じ
て
、
皇
帝
の
馬
車
の
意
。
皇
帝
直
属
の
学
者
た
ち
は
、
禁
中
警
護
の
近こ
の
え衛
兵へ
い

等
に
護
衛
さ
れ
て
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そ
し
て
や
は
り
「
金
が
す
べ
て
の
世
の
中
」、
前
回
の
「
茄な
す
び子
の
沙
汰
も
金か
ね

次し

第だ
い

」
に
引
き
続
き
、

今
回
は
「
白し
ら

洲す

の
沙
汰
も
金か
ね

次し

第だ
い

」
と
言
う
べ
き
話
で
あ
っ
た
。

　　
39
比ひ

 

職
し
よ
く（
官
職
く
ら
べ
）

原
文

　
　

比
レス

職
ヲ

■

ク
ワ
ン
シ
ヨ
ク
ヽ
ラ
ベ

■
■
■

甲-

乙
両
同-

年
初キフ
ダ
イ
ス
ル

テ

中
ル

。
甲
ハ

選
二セ
ラ
レ

舘カン
リ
ン職
一ニ

。
乙
ハ

授
二ス
ダ
イ
グ
ハ
ン

縣
令
一ヲ

。
甲
一-

日
乃
チ

驕
テ

語
レテ

之
ニ

曰
ク

。
吾
カ

位
列
二ス

清
華
一ニ

。
身
依
二ル

宸-

禁
一ニ

。
與
下

年アニ
ブ
ン兄
ノ

做ナ
ル

二

有-

司
一ニ

者
上ノ

。
資-

格
懸
カ
ニ

殊
也

。
他
ハ

不
二

具
ニ

論
一セ

。

即
チ

拜
レス
ル
ニ

客
ヲ

用
二ユ

大
字
ノ

帖ナ
フ
タ

-

児
一ヲ

。
身ミ
ガ
ラ

-
分
體ミ
ヱ

-
面
、
何
ソ

啻ゝ
オ
ホ
チ
カ
ヒ

天
淵
ノ
ミ
ナ
ラ
ン

。
乙
曰
ク

。
你
カ

帖-

上
ニ

能
ク

用
二ル
モ

幾
字
一ヲ

。
豈
ニ

如
二カ
ン
ヤ

我
カ

告フレ
ダ
シ

-

示-

中
的
ノ

字
一ニ

。
不
二レ
ト
モ

更アマ
リ
オ
ホ
キ
ク
ハ
ナ
ヒ
イ

ニ

大
サ

許-

多
一ナ
ラ

。
暁ハリ
ダ
セ
ハ

二-

諭
ス
レ
ハ

通トヲ
リ
テ
フ

-

衢
一ニ

。

百-

姓
無
レシ

不
二ル

凜ヲ
ソ
レ

-

遵
恪ツヽ
シ
ム

-

守
一セ

。
年-

兄
ハ

却
テ

無
二シ
ヤ
ク
ニ
タ
ヽ
ヌ

用-
處
一

。
甲
曰
ク

。
然
ラ
ハ

則
金サ
シ
カ
ケ
ノ
カ
ザ
リ

-

瓜
黄-

蓋
。
顕ヒ
カ
リ

-

赫

炫カヽ
ヤ
ク

-

燿
ス

。
兄
可
レキ
ヤ

有
ル

否
ヤ

。
乙
曰
ク

。
弟
カ
■ギヤ
ウ
レ
ツ
ダ
ウ
グ

牌-

棍
■
清-
道
。
列
二-

ス

街-

衢
一ニ

。
何
ソ

止ゝ
多マ
サ
ルレ

兄
ニ

数-

倍
ノ
ミ
ナ
ラ
ン

。
甲
曰
ク

。
太-

史
ノ

圖イ
ン

-

章
。
名
標
二ス

上-

苑
一ニ

。
年-
兄
能
ク

無
二ラ
ン
ヤ

羨
慕
一ス
ル

乎
。
乙
曰
ク

。

弟
ハ

有
二リ

朝-

廷
ノ

印-

信
一

。
生イカ
ソ
ウ
ト
コ
ロ
ソ
ウ
ト

-

殺
ノ

之
權
ハ

。
惟ゝ
吾ワレ
シ
ダ
イ

レ

操
縦
ス

。
視
ル
ニ

年-
兄
身
居
二リ
■サ
ミ
シ
キ
ヤ
ク
シ
ヨ

冷-

曺
一ニ

。
圖-

章
ハ

私
ニ

刻
ス

。
誰
カ

来
テ

怕
レレ
ン

你
ヲ

。
甲
不
レ

覺
ヘ

詞ニゲ
ク
チ遁
ス

。
乃
チ

曰
ク

、
總
レル
ニ

之
ヲ

翰-
林
ノ
■ナノ
タ
カ
イ
コ
ト
ハ

聲-

價
■
値
ヒ

千-

金
。

乙
笑
テ

曰
ク

。
吾
レ

坐
レス
ル

堂
ニ

 

百-

姓
口
稱
二ス
■テ
ン
ト
ウ
ノ
ヤ
ウ
ナ
ト
ノ
サ
マ

青-

天
爺-

爺
一ト

。
豈
ニ

僅
ニ

千-
金
而ノ
ミ已
耶
ナ
ラ
ン
ヤ

。

　
書
き
下
し
文

　
　

職し
よ
く
を
比ひ

す

甲か
ふ

乙お
つ 

両ふ
た
り 

同ど
う

年ね
ん 

初は
じ
め

て
中あ
た

る
。
甲か
ふ

は
館く
わ
ん

職し
よ
く

に
選せ
ん

せ
ら
れ
。
乙お
つ

は
県け
ん

令れ
い

を
授じ
ゆ

す
。
甲か
ふ 

一い
ち

日じ
つ 
乃
す
な
は

ち
驕お
ご
り

て
之こ
れ

に
語か
た
つ

て
曰い
は

く
。
吾わ

が
位く
ら
ゐ 

清せ
い

華く
わ

に
列れ
つ

す
。
身み 

宸し
ん

禁き
ん

に
依よ

る
。
年ね
ん

兄け
い

の
有い
う

司し

に
做な

る
者も
の

と
。
資し

格か
く 

懸は
る

か
に
殊こ
と

な
り
。
他ほ
か

は
具つ
ぶ
さ

に
論ろ
ん

ぜ
ず
。
即す
な
は

ち
客き
や
く

を
拝は
い

す
る
に
大だ
い

字じ

の
帖で
ふ

児じ

を
用も
ち

ゆ
。

身み

分ぶ
ん 

体た
い

面め
ん

、
何な
ん

ぞ
啻た
だ 

天て
ん

淵え
ん

の
み
な
ら
ん
。
乙お
つ 

曰い
は

く
。
你な
ん
ぢ
が
帖で
ふ

上じ
や
う
に
能よ

く
幾い
く

字じ

を
用も
ち
ゆ

る
も
。
豈あ

に 

我わ

が
告こ
く

示じ

中ち
ゆ
う
の
字じ

に
如し

か
ん
や
。
更さ
ら

に 

大お
ほ
い
さ
許あ
ま

多た

な
ら
ざ
れ
ど
も
。
通つ
う

衢く

に
暁げ
う

諭ゆ

す
れ
ば
。

百ひ
や
く

姓せ
い 

凜り
ん

遵じ
ゆ
ん 

恪か
く

守し
ゆ

せ
ざ
る
無な

し
。
年ね
ん

兄け
い

は 

却か
へ
つ

て 

用よ
う

処し
よ 

無な

し
。
甲か
ふ 

曰い
は

く
。
然し
か

ら
ば
則す
な
は

ち 

金き
ん

瓜く
わ 

黄く
わ
う

蓋が
い

。
顕け
ん

赫か
く 

炫げ
ん

耀え
う

す
。
兄け
い 

有あ

る
べ
き
や
否い
な

や
。
乙お
つ 

曰い
は

く
。
弟て
い

が
牌は
い

棍こ
ん 

清せ
い

道だ
う

。
街が
い

衢く

に
列れ
つ

満ま
ん

す
。

何な
ん

ぞ
止た
だ 

兄け
い

に
多ま
さ

る
こ
と
数す
う

倍ば
い

の
み
な
ら
ん
。
甲か
ふ 

曰い
は

く
。
太た
い

史し

の
図と

章し
や
う

。
名な 

上じ
や
う

苑ゑ
ん

に
標へ
う

す
。
年ね
ん

兄け
い 

能よ

く
羨せ
ん

慕ぼ

す
る
無な
か

ら
ん
や
。
乙お
つ 

曰い
は

く
。
弟て
い

は 

朝て
う

廷て
い

の
印い
ん

信し
ん 

有あ

り
。
生せ
い

殺さ
つ

の
権け
ん

は
。
惟た
だ 

吾わ
れ

の

み
操さ
う

縦じ
ゆ
う

す
。
視み

る
に 

年ね
ん

兄け
い 

身み 

冷れ
い

曹さ
う

に
居を

り
。
図と

章し
や
う
は
私
わ
た
く
し

に
刻こ
く

す
。
誰た
れ

か
来き

て
你な
ん
ぢ

を
怕お
そ

れ
ん
。

甲か
ふ 

覚お
ぼ

え
ず 

詞こ
と
ば 

遁と
ん

す
。
乃す
な
は

ち
曰い
は

く
、
之こ
れ

を
総す
ぶ

る
に
。
翰か
ん

林り
ん

の
声せ
い

価か 

値あ
た
ひ 

千せ
ん

金き
ん

。
乙お
つ 

笑わ
ら
つ

て
曰い
は

く
。

吾わ
れ 

堂だ
う

に
坐ざ

す
る
時と
き 

百ひ
や
く

姓せ
い 

青せ
い

天て
ん

爺や

爺や

と
口こ
う

称し
よ
う

す
。
豈あ

に
僅わ
づ
か

に
千せ
ん

金き
ん

の
み
な
ら
ん
や
。

　
現
代
語
訳

　

甲
と
乙
の
二
人
は
、
同
じ
年
に
科
挙
試
験
に
合
格
し
、
甲
は
（
歴
史
書
の
編へ
ん

纂さ
ん

を
司
つ
か
さ
どる
）
翰か
ん

林り
ん

院い
ん

の
学
者
に
選
ば
れ
、乙
は
県
知
事
の
職
を
賜た
ま
わ

っ
た
。
あ
る
日
、甲
は
傲ご
う

慢ま
ん

な
態
度
で
、こ
う
言
っ
た
。

　
「
私
は
、清
ら
か
で
高
貴
な
職
位
に
列
し
、身み

は
禁
中
に
侍は
べ

っ
て
お
る
。貴き

兄け
い

が
役
人
な
ん
ぞ
に
な
っ

た
の
と
は
、
格
が
違
う
と
い
う
も
の
じ
ゃ
。
他
の
こ
と
は
あ
れ
こ
れ
言
う
ま
い
。
誰
か
人
を
訪
問
す

る
と
き
、（
自
分
の
名
前
が
）
大
き
な
文
字
で
書
か
れ
た
招
待
状
を
用
い
る
が
、
そ
の
招
待
状
の
文

字
の
貫か
ん

禄ろ
く

と
い
い
面
目
と
い
い
、
ま
こ
と
に
見み

事ご
と

な
も
の
で
の
ぅ
、（
あ
ん
た
と
は
）
雲
泥
の
差
ど

こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
い
わ
。」

　

す
る
と
、
乙
は
言
っ
た
。

　
「
い
や
。
お
前
さ
ん
の
招
待
状
に
何な
ん

文も

字じ

も
ず
ら
ず
ら
と
書
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
ど
う
し
て

（
役
所
が
公
布
す
る
）
触ふ
れ

書が
き

に
記
さ
れ
た
私
の
文
字
に
匹
敵
し
よ
う
か
。（
私
の
名
前
が
記
さ
れ
た
文

字
の
大
き
さ
は
、
あ
な
た
の
名
前
を
記
し
た
文
字
と
比
べ
て
）
そ
れ
ほ
ど
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
が
、
大
通
り
に
貼
り
出
せ
ば
、
一
般
大
衆
は
恐
れ
謹
ん
で
（
一
人
と
し
て
）
言
う
こ
と
を
聞

か
な
い
も
の
は
な
い
。（
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
）
お
前
さ
ん
の
な
ん
ぞ
（
形
だ
け
は
立
派
だ
が
）、
ま
っ

た
く
無
用
の
長
物
じ
ゃ
よ
。
ふ
っ
。」

　
（
そ
れ
で
も
、
ま
だ
）
甲
は
、
言
う
。

　
「
そ
れ
で
は
、
こ
れ
は
ど
う
じ
ゃ
。（
街ま
ち

中な
か

を
歩
く
と
き
、
ワ
シ
ら
は
）
銅
球
付
き
の
槍
を
も
っ
た

近こ
の
え衛
兵へ
い

に
護
衛
さ
れ
、（
皇
帝
専
用
の
馬
車
に
用
い
ら
れ
る
）
黄こ

金が
ね

色い
ろ

の
車
に
乗
る
の
じ
ゃ
よ
。（
そ

の
豪
勢
な
様
子
と
言
っ
た
ら
）
キ
ラ
キ
ラ
と
眩ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
に
光
り
輝
い
て
お
る
の
じ
ゃ
よ
。
さ
て
、

お
ぬ
し
に
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
で
も
言
う
の
か
い
。」

　

乙
は
言
う
。

　
「
私
の
場
合
は
、
名
前
の
書
か
れ
た
掛か
け

札ふ
だ

を
棒
で
高
く
掲
げ
、
先
払
い
を
し
な
が
ら
、
大
通
り
い
っ

ぱ
い
に
行
列
が
溢あ
ふ

れ
出
す
、
と
い
っ
た
も
の
だ
が
、
貴き

兄け
い

の
数
倍
レ
ベ
ル
で
は
、
ま
だ
足
り
な
い
ほ

ど
の
も
の
じ
ゃ
と
思
う
ぞ
。」

　

甲
は
言
う
。
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w
ǔ shù shì

﹈＝
五
と
い
う
数
を
（
手
の
）
形
で
示
し
た
。
五
本
の
指
で
「
金
五
〇
両
」
を
示
し
、「
金

五
〇
両
を
渡
し
た
自
分
が
、
ど
う
し
て
叩た
た

き
の
め
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
」
と
訴
え
た
の
で

あ
る
。
和
刻
本
は
「
作
二シ
テ

五-

数
勢
ノ
一ヲ

」
に
作
る
。
今
、
文
意
に
よ
り
、
送
り
仮
名
「
ノ
」
の
位
置

を
改
め
た
。
和
刻
本
は
、「
五
数
勢
」
に
左
訓
「
イ
ツ
ヽ
ノ
カ
ズ
ノ
テ
マ
ネ
」（
五
つ
の
数
の
手
真
似
）

を
附
す
。
○
小
的﹇xiǎode

﹈＝（
明
清
時
代
の
中
国
に
お
け
る
）身
分
の
高
い
人
に
対
す
る
自
称（
一

人
称
）。
日
本
語
の
「
わ
た
く
し
め
」「
そ
れ
が
し
」
に
当
た
る
。
左
訓
「
ワ
タ
ク
シ
」（
私
）。
○
奴

才
﹇núcái

﹈＝
相
手
を
罵
る
と
き
に
用
い
る
二
人
称
。
日
本
語
の
「
下
郎
」「
ば
か
も
の
」
に
当
た

る
。
左
訓
「
ゲ
ロ
ウ
」（
下
郎
）。
○
一
仰
﹇yì yǎng

﹈＝
ち
ょ
っ
と
上
に
向
け
る
。
左
訓
「
ア
ヲ
ム

ケ
テ
」（
仰
向
け
て
）。
○
他
比
レス
レ
ハ

你
更
ニ

有
レリ

理
哩
＝
彼
は
お
前
よ
り
も
も
っ
と
理
に
か
な
っ
と
る
ぞ

い
。「
哩
﹇li

﹈」
は
、「
〜
だ
ね
」
の
「
ね
」
な
ど
に
相
当
す
る
、
文
末
の
語
気
助
詞
。
現
代
中
国
語

の
方
言
に
も
見
え
る
。
標
準
語
（
普
通
話
）
の
「

﹇ne

﹈」
と
ほ
ぼ
同
じ
。
左
訓
は
文
字
が
か
す

れ
て
お
り
、一
部
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、恐
ら
く
「
カ
レ
ハ
ソ
チ
ヨ
リ
モ
□カ
ク
ベ
□ツ
ニ
リ
ガ
ア

ル
ゾ
ヤ
」（
彼
は
其
方
よ
り
も
格
別
に
理
が
あ
る
ぞ
や
）で
あ
ろ
う
。
○
抽
レ

籤
竟
ニ

打
ス
ハ

謂
下フ

掣
二

名ク
ジ籤
一ヲ

呼
二ン
テ

所
レ

掣
ク

皂
隷
一ヲ

打
中-

責
ス
ル
ヲ

人
上ヲ

也
（
欄
外
頭
注
）＝
和
刻
本
に
は
、
遠
山
荷
塘
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
欄
外
頭
注
（「
眉び

批ひ

﹇m
éipī

﹈」）
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
訓
点
に
一
部
誤
り
が
あ
る
た
め
、
私
見
に

よ
り
改
め
た
。
原
本
の
施
訓
は
次
の
通
り
。「
抽
レ

籤
竟
ニ

打
ス
ハ

謂
フ

掣
二

名ク
ジ籤
一ヲ

呼
二ン
テ

所
レ

掣
ク

皂
隷
一ヲ

打
二-

責
ス
ル
ヲ

人
一ヲ

也
」（「
上
中
」
を
「
一
二
」
と
し
、「
下
」
点
を
欠
く
。）

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』
に
類
話
は
見
え
な
い
が
、
和
刻
本
『
解か
い

顔が
ん

新し
ん

話わ

』（
寛

政
六
年
（
一
七
九
四
）
序
、
半
紙
本
二
巻
三
冊
）
に
原
文
お
よ
び
和
文
訳
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
和
文

訳
の
箇
所
の
み
の
板
木
を
再
利
用
し
た
も
の
が
、小こ

咄ば
な
し

本ぼ
ん
『
即そ
く

当と
う

笑え

合あ
わ
せ

』（
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

序
、半
紙
本
四
巻
四
冊
）と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
解
顔
新
話
』に
つ
い
て
は
、拙
稿『「
解
顔
新
話
」

全
注
釈
』（
平
成
二
一
年
度
〜
平
成
二
三
年
度　

科
学
研
究
費
補
助
金　

成
果
報
告
書
「
中
国
笑
話

集
と
日
本
文
学
・
日
本
語
と
の
関
連
に
関
す
る
研
究
」
課
題
番
号
二
一
五
二
〇
二
一
五
、二
五
〜

二
六
頁
）
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

　
『
解
顔
新
話
』
所
収
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
引
用
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

に
拠
る
が
、「
噺
本
大
系
」
第
二
十
巻
（
武
藤
禎
夫
編
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
、
三
三
〇
〜

三
三
一
頁
）
に
も
影
印
が
備
わ
る
。

『
解
顔
新
話
』
第
九
話
（
上
巻
、
八
丁
表
〜
裏
）

　
　

有
理

一
官
最-

貪 

一-

日
拘
二

両-

造
對-

鞫
一ニ 

原-

告
餽
以
二

五-

十-

金
一 

被-

告
聞-

知 

加
レテ

倍
ヲ

賄-

托 

及
二

審-

時
一ニ 

不
レ

問
二

情-

由
一ヲ 

抽
レ

籤
竟
打
二

原-

告
一ヲ 

原-

告
将
レテ

手
ヲ

作
二テ

五-

數-

勢
一ヲ

曰
ク

小-

的
ハ

是
レ

有
レ

理
的- 

官
又
以
レテ

手
ヲ

覆-

曰
ク 

奴-

才 

你 

講

レ

有
レ

理 

又
以
レテ

手
ヲ

一-

仰 

曰 

他
ハ 

比
レ

你 

更
有
レ

理 

哩

 

問
く
じ
か
た

官や
く
に
んい
た
つ
て
貪む
さ
ぼ

る 

一あ
る
ひ日 

對
み
づ
か
け

鞫く
じ

を
も
ち
だ
す 

原か
け
く
じ告 

五
十
両
の

　

金き
ん

子す

を
餽
つ
か
ふ 

被う
け
く
じ告 

聞き
ゝ

て 

倍ば
い

に
し
て
百
両
を
賄ま
い
な
ふ托 

さ
て
審ぎ
ん
み

の

　

と
き
に
い
た
つ
て 

官や
く

情に
ん

由わ
け

聞き
か

ず 

籤み
く
じ

を
ふ
つ
て 

ま
づ

　

原そ
せ
う　
告か
た

を
打
の
め
す 

原そ
せ
う

告か
た 

手て

を
あ
げ
て 

五ご
う

指さ
い

を
な
し
て
曰い
は
く　

　

小わ
た
く
し的
ハ
理り

で
ご
ざ
り
ま
せ
ふ
と 

官
や
く
に
ん 

手て

を
以
て
覆か
ざ
し

て 

い
は
く 

　

奴に
く
い　

才や
つ

め 

你お
の
れ 

理
が
あ
り
と
い
ふ
や
と 

又
こ
ち
ら
を
一ち
よ
と　

仰ま
ね
い　

て 

他あ
れ

ハ 

　

你そ
ち

に
比く
ら

べ
て
は 

よ
つ
ほ
ど
理り

が
あ
る

　　
『
解
顔
新
話
』
の
施
訓
「
一-

日
拘
二

両-

造
對-

鞫
一ニ

」
は
誤
り
で
あ
る
。「
両
造
」
は
「
原
告
と
被

告
の
双
方
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
鞫
﹇jū

﹈」
は
、
尋
問
す
る
意
の
動
詞
で
あ
る
か
ら
、「
對
鞫
」

二
字
は
、「
原
告
と
被
告
の
二
人
が
互
い
に
相
手
の
罪
状
を
訴
え
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
句
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。し
た
が
っ
て
、『
訳
解
笑
林
広
記
』
の
施
訓
の
よ
う
に
、「
一-

日
拘
ト
ラ
ヘ
テ

二
■

兩-

造
一ヲ

對-

鞫
ス

（
あ
る
日
、
原
告
被
告
の
二
人
を
捕
ら
え
、
双
方
に
罪
状
を
訴
え
さ
せ
た
。）」
と
訓よ

む
の
が

正
し
い
。

　
余
説

　
「
有
理
﹇yǒu lǐ

﹈」
と
は
、「
道
理
が
あ
る
」「
理
に
か
な
っ
て
い
る
」「
筋
が
通
っ
て
い
る
」
と
い

う
意
味
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
を
こ
の
役
人
は
、
賄わ
い

賂ろ

の
額
の
多た

寡か

に
よ
っ
て
「
他
比
レス
レ
ハ

你
更
ニ

有
レリ

理
哩
」（
彼
は
お
前
よ
り
も
、
も
っ
と
理
に
か
な
っ
と
る
ぞ
い
。）
と
言
っ
て
い
る
。「
有
理
」
と
い

う
語
は
、
文
法
的
に
も
論
理
的
に
も
、「
更
（
も
っ
と
）」
と
い
う
修
飾
語
を
置
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
不
尽
な
言
い
回
し
に
込
め
ら
れ
た
、
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
汚
職
官

吏
た
ち
の
醜
態
に
こ
そ
、「
笑
い
の
ツ
ボ
」
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

川上　『訳解笑林広記』全注釈（四） 73
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38
有ゆ
う

理り

（
理
に
か
な
っ
て
い
る
）

原
文

　
　

有
レ

理

一ヤク
ニ
ン

-

官 
最
モ

貪ホシカ
リ 也

。一-

日 

ト
ラ
ヘ
テ
拘
二
■フ
タ
リ
ノ
ク
ジ
ニ
ン

兩-

造
一ヲ
■ 

對タイ
ケ
ツ

-

鞫
ス

。原カケ
ク
ジ

-

告 

餽
ル
ニ

以
二ス

五-

十-

金
一ヲ

。被ウケ
ク
ジ

-

告 

聞キヽ
ツ
ケ

-

知
シ
テ

、

加バイ
マ
シ
ニ

-

倍
ニ

賄モチ
カ
ケ
ル

-

托
ス

。
及
二テ

審シラ
ベ ス
ル

時
一

。
不
レ

問
二ハ

情ワ
ケ

-

由
一ヲ

。
抽クチ
ヲ
ヒ
キ
テ

レ

籤
ヲ

竟
ニ

打
二ス

原-

告
一ヲ

。
原-

告 

将
レツ
テ

手
ヲ

作
二シ
テ

イ
ツ
ヽ
ノ
カ
ズ
ノ
テ
マ
ネ

五-

数
ノ

勢
一ヲ

曰
ク

。
小ワタ
ク
シ

-
的
是ハ

有
レル

理
的モ
ノ
也

。
官
モ

亦
タ

以
レテ

手
ヲ

覆
フ
テ

曰
ク

。
奴ゲ
ロ
ウ

-

才
、
你
講イ
フ
カ

レ

有
レリ
ト

理
。
又

以
レテ

手
ヲ

一アヲ
ム
ケ
テ

-

仰
シ
テ

曰
ク

。
他カレ
ハ
ソ
チ
ヨ
リ
モ
カ
ク
ベ
ツ
ニ
リ
ガ
ア
ル
ゾ
ヤ

比
レス
レ
ハ

你
ニ

更
ニ

有
レリ

理
哩
。
■

　
【
頭
注
】
抽
レ

籤
竟
ニ

打
ス
ハ 
謂
下フ

掣
二

名ク
ジ籤
一ヲ

呼
二ン
テ

所
レ

掣
ク

皂
隷
一ヲ

打
中-

責
ス
ル
ヲ

人
上ヲ

也

　
書
き
下
し
文

　
　

理り 

有あ

り

一い
つ

官く
わ
ん 

最も
つ
と

も
貪ど
ん

な
り
。
一い
ち

日じ
つ 

両り
や
う

造ざ
う

を
拘と
ら
へ

て 
対た
い

鞫き
く

す
。
原げ
ん

告こ
く 

餽お
く

る
に
五ご

十じ
つ

金き
ん

を
以も
つ

て
す
。
被ひ

告こ
く 

聞ぶ
ん

知ち

し
て 

加か

倍ば
い

に
賄わ
い

托た
く

す
。
審し
ん

す
る
時と
き

に
及お
よ
び

て
。
情じ
や
う

由い
う

を
問と

は
ず
。
籤く
じ

を
抽ひ
き

て
竟つ
ひ

に
原げ
ん

告こ
く

を
打だ

す
。
原げ
ん

告こ
く 

手て

を
将も
つ

て
五ご

数す
う

の
勢せ
い

を
作な

し
て
曰い
は

く
。
小せ
う

的て
き

は 

是こ
れ 

理り 

有あ

る
的も
の

な
り
。
官く
わ
ん

も 

亦ま
た 

手て

を
以も
つ

て
覆お
ほ
ひ

て
曰い
は

く
。
奴ど

才さ
い

、
你な
ん
ぢ 

理り 

有あ

り
と
講い

ふ
か
。
又ま
た 

手て

を
以も
つ

て
一い
ち

仰ぎ
や
う

し
て
曰い
は

く
。

他か
れ 

你な
ん
ぢ

に
比ひ

す
れ
ば 

更さ
ら

に 

理り 

有あ

り
。

　
【
頭
注
】
籤く
じ

を
抽ひ
き

て
竟つ
ひ

に
打だ

す
は
、
名め
い

籤せ
ん

を
掣ひ
き

て 

掣ひ

く
所と
こ
ろ

の
皂さ
う

隷れ
い

を
呼よ

ん
で 

人ひ
と

を
打だ

責せ
き

す
る
を

謂い

ふ
也な
り

、

　
現
代
語
訳

　

あ
る
役
人
、
こ
の
上
な
く
貪ど
ん

欲よ
く

だ
っ
た
。

　

あ
る
日
、原
告
被
告
の
二
人
を
捕
ら
え
、双
方
に
罪
状
を
訴
え
さ
せ
た
。
原
告
は
、金
五
〇
両
（
約

二
五
〇
万
円
）
を
賄わ
い

賂ろ

と
し
て
贈
っ
た
。
被
告
は
そ
れ
を
知
り
、
倍
額
の
賄わ
い

賂ろ

（
約
五
〇
〇
万
円
）

を
貢み
つ

い
だ
。
審
議
に
及
び
、
役
人
は
（
互
い
の
言
い
分
な
ど
の
）
事
情
も
聞
か
ず
に
、
く
じ
引
き
で

（
刑
罰
の
執
行
人
を
選
び
、
そ
の
執
行
人
に
）
あ
ろ
う
こ
と
か
、（
金
五
〇
両
を
贈
っ
た
）
原
告
側
を

殴
ら
せ
た
。
原
告
は
、
手
で
五
の
数
を
示
し
な
が
ら
、
言
っ
た
。

　
「（
金
五
〇
両
を
支
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
）
わ
た
く
し
は
、
理
に
か
な
っ
て
い
る
の
で
す
（
そ
れ

な
の
に
、
な
ぜ
殴
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
）。」

　

す
る
と
、
役
人
も
、（
自
分
の
）
手
で
そ
の
手
を
覆お
お

い
隠
す
よ
う
に
し
て
言
っ
た
。

　
「
こ
ら
下
郎
め
、
貴
様
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
だ
と
。」

　

そ
し
て
、
手
を
さ
ら
に
ぐ
い
っ
と
上
に
向
け
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
あ
い
つ
は
な
、
貴
様
以
上
に
、
理
に
か
な
っ
と
る
の
じ
ゃ
よ
。」

　

【
和
刻
本
頭
注
】「
抽
レ

籤
竟
ニ

打
ス

（
籤く
じ

を
抽ひ
き

て
竟つ
ひ

に
打だ

す
）」
と
は
、
名
前
を
記
し
た
籤く
じ

を
引

き
、そ
の
籤く
じ

に
記
さ
れ
た
首
切
り
役
人
を
呼
び
、（
そ
の
役
人
に
、犯
罪
人
の
身か
ら
だ体
を
）

殴
ら
せ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
注 ○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
一
三
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・
古
艶
部
（
第

五
話
、二
丁
表
〜
裏
）。
○
一
官
＝
一
人
の
官
吏
、役
人
。
左
訓
「
ヤ
ク
ニ
ン
」（
役
人
）。
○
貪
﹇tān

﹈

＝
貪
欲
、
欲
張
り
で
あ
る
こ
と
。
左
訓
「
ホ
シ
カ
リ
」（
欲
し
が
り
）。
和
刻
本
巻
頭
「
譯
解
笑
林
廣

記
目
次
」（
一
丁
表
）
に
も
「
艶ケ
ナ
リ

羨ガ
リ

貪ホ
シ
ガ
ル
ヤ
カ
ラ

攬
的
人
」
と
あ
る
。
○
兩
造
﹇liǎngzào

﹈＝
原
告
と
被
告

の
双
方
。「
兩
」
は
「
両
」
の
本
字
（
正
字
）。
左
訓
「
フ
タ
リ
ノ
ク
ジ
ニ
ン
」（
二
人
の
公
事
人
）。

「
公く

事じ

人に
ん

」
は
「
訴
訟
を
す
る
人
」
の
意
。
○
對
鞫
﹇duìjū

﹈＝
原
告
と
被
告
が
互
い
に
向
か
い
合
っ

て
、
相
手
の
罪
状
を
責
め
立
て
る
こ
と
。「
鞫
﹇jū

﹈」
は
「
尋
問
す
る
」「
罪
状
を
調
べ
る
」
意
の

動
詞
。
左
訓
「
タ
イ
ケ
ツ
」（
対
決
）。
○
原
告
﹇yuángào

﹈＝
最
初
に
訴
え
た
訴
訟
人
。
左
訓
「
カ

ケ
ク
ジ
」（
掛
け
公
事
）。
○
五
十
金
﹇w

ǔshi jīn

﹈＝
江
戸
時
代
後
期
の
貨
幣
価
値
で
計
算
す
る
と
、

約
二
五
〇
万
円
。
○
被
告
﹇bèigào

﹈＝
訴
え
ら
れ
た
側
の
訴
訟
人
。
左
訓「
ウ
ケ
ク
ジ
」（
受
け
公
事
）。

○
聞
知
﹇w

énzhī

﹈＝
聞
い
て
知
る
、
聞
き
及
ぶ
こ
と
。
左
訓
「
キ
ヽ
ツ
ケ
」（
聞
き
つ
け
）。
○
加

倍
﹇jiābèi

﹈＝
二
倍
の
額
を
加
え
る
、
二
倍
に
す
る
。
左
訓
「
バ
イ
マ
シ
ニ
」（
倍
増
し
に
）。
○
賄

托
﹇huìtuō

﹈＝「
行
賄
請
托
﹇xíng huì qǐng tuō

﹈」
賄
賂
を
贈
っ
て
、
頼
み
事
を
す
る
。
袖
の

下
を
使
っ
て
、
頼
み
込
む
こ
と
。
左
訓
「
モ
チ
カ
ケ
ル
」（
持
ち
か
け
る
）。
○
審
﹇shěn

﹈＝（
訴

訟
の
内
容
を
）
審
議
す
る
。
左
訓
「
シ
ラ
ベ
」（
調
べ
）。
○
情
由
﹇qíngyóu

﹈＝
事
情
、
い
き
さ

つ
。
和
刻
本
の
左
訓
に
刻
さ
れ
た
文
字
は
「
ロ
ケ
」
に
見
え
る
が
、「
ワ
ケ
」（
訳
）
の
誤
刻
で
あ
ろ
う
。

○
抽
レテ

籤
ヲ

竟
ニ

打
二ス

原-

告
一ヲ

＝（
刑
罰
の
執
行
人
を
）
く
じ
引
き
で
選
び
、
な
ん
と
（
金
五
〇
両
を
賄

賂
と
し
て
贈
っ
た
）
原
告
側
を
叩た
た

き
の
め
し
た
。
遠
山
荷
塘
に
よ
る
欄
外
頭
注
の
解
釈
に
従
う
。
頭

注
の
内
容
は
、現
代
語
訳
を
参
照
。「
竟つ
ひ
ニ

」
は
、「
意
外
に
も
」「
あ
ろ
う
こ
と
か
」と
い
う
意
味
の
副
詞
。

和
刻
本
は
、「
抽
籤
」
に
左
訓
「
ク
チ
ヲ
ヒ
キ
テ
」（
籤
を
抽
き
て
）を
附
す
。
○
作
二シ
テ

五-

数
ノ

勢
一ヲ
﹇zuò 
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が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
和
刻
本
は
、
そ
の
う
ち
の
三
八
話
を
採
録
し
て
い
る
。
な
お
、
遠
山
荷
塘

は
、
巻
頭
の
「
譯
解
笑
林
廣
記
目
次
」（
一
丁
表
）
に
お
い
て
、「
古
艶
部
」
を
「
徃イ
ニ
シ
ヘ古
ヨ
リ
艶ケ
ナ
リ

羨ガ
リ

貪ホ
シ
ガ
ル
ヤ
カ
ラ

攬
的
人
ノ
做シ
ワ
ザ作
ノ
好オ
カ
シ
キ笑
コ
ト
ヲ
ア
ツ
ム
」（
古
代
以
来
の
、
貪ど
ん

欲よ
く

で
欲
張
り
な
人
た
ち
の
、
お
か

し
な
行
い
に
関
す
る
笑
い
話
を
収
録
す
る
）
と
説
明
し
て
い
る
。「
艶ケ
ナ
リ

羨ガ
リ

」
の
ル
ビ
「
ケ
ナ
リ
ガ
リ
」

は
、動
詞
「
け
な
り
が
る
」（「
羨
ま
し
が
る
」
意
の
近
世
語
）
の
連
用
形
。
西
鶴
『
世
間
胸
算
用
』（
元

禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
）
巻
三
の
一
（
五
丁
表
７
）
に
「
若わ
か

ひ
も
の
五
六
人
も
風ふ
う
ぞ
く
つ
く

俗
作
り
藝げ
い

子
に

目
を
つ
か
は
せ
下
な
る
見
物
に
け
な
り
が
ら
せ
け
る
」
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
○
貪
官
﹇tānguān

﹈

＝
貪
欲
な
官
吏
、汚
職
に
手
を
染
め
た
役
人
の
こ
と
。
○
農
夫﹇nóngfū

﹈＝
農
民
、百
姓
。
左
訓「
ヒ

ヤ
ク
シ
ヤ
ウ
」（
百
姓
）。
○
種ウ
ヘ
テ

レ

茄
ヲ

不
レ

活ツ
カ

＝
茄な

子す

を
植
え
た
が
、
育
た
な
か
っ
た
。「
活
﹇huó

﹈」

は
「
生
き
る
」「
生
存
す
る
」
意
。
こ
こ
で
は
、
茄な

子す

を
植
え
て
も
、
途
中
で
苗
が
枯
れ
て
し
ま
い
、

生
命
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。
和
刻
本
の
右
傍
訓
「
ツ
カ
ズ
」（
茄な

子す

の
実
が
つ
か

な
か
っ
た
）は
意
訳
で
あ
る
。
○
求
計﹇qiú jì

﹈＝（
何
か
よ
い
方
法
は
な
い
も
の
か
と
）策
略
・
計
略
・

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
探
し
求
め
る
。
和
刻
本
は
、「
計
」
字
に
左
訓
「
シ
カ
タ
ヲ
」（
仕
方
を
）
を
附
す
。

○
老
圃
﹇lǎopǔ

﹈＝
長
年
野
菜
を
作
っ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
農
夫
。
左
訓
「
コ
ウ
シ
ヤ
ナ
サ
イ
ヱ
ン

ツ
ク
リ
」（
巧
者
な
菜
園
作
り
）。「
巧
者
な
」
は
「
達
者
な
」「
上
手
な
」「
巧
い
」
の
意
。
○
不
難

＝
難
し
く
な
い
。
左
訓
「
ム
ツ
カ
シ
ク
ハ
ナ
イ
」（
難
し
く
は
な
い
）。
○
錢
一
文
＝
銅
銭
一
枚
。
江

戸
時
代
後
期
の
貨
幣
価
値
で
計
算
す
る
と
、
約
三
〇
円
。「
錢
」
は
「
銭
」
の
本
字
。
○
問
二フ

其
レ

何
ノ

故
一ゾ
ト

＝
和
刻
本
は
「
問
二フ

何
ノ

故
一ゾ
ト

」
に
作
り
、「
其
」
字
を
欠
く
。
今
、
中
国
原
本
（
京
都
大
学
附

属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
、
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
本
）
に
よ
り
補
い
、
私
わ
た
く
し

に
訓
読

し
た
。

　
補
注

　

本
話
は
、『
中
国
笑
話
選　

江
戸
小
咄
と
の
交
わ
り
』（
松
枝
茂
夫
・
武
藤
禎
夫
編
訳
、
東
洋
文

庫
24
、
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
、
二
六
〇
〜
二
六
一
頁
）
お
よ
び
『
歴
代
笑
話
選
』（
松
枝
茂
夫
訳
、

中
国
古
典
文
学
大
系
59
、
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
、
三
五
五
頁
）
に
翻
訳
が
備
わ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
話
は
、
中
国
笑
話
集
『
広
笑
府
』
巻
七
（
第
二
〇
九
話
「
有
銭
者
生
」）
に
も
収

録
さ
れ
て
い
る
が
、『
広
笑
府
』
は
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
末
・
馮ふ
う

夢ぼ
う

龍り
ゆ
う

の
撰せ
ん

で
は
な
く
、
実
は
一
九
三
三
年
以
降
に
成
立
し
た
偽
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（
馮
学

氏
「『
広
笑
府
』
質
疑
二
題
」（『
笑
府
選　

附
広
笑
府
』（
竹
君
校
点
、
福
州
、
海
峡
文
芸
出
版
社
、

一
九
八
七
年
）
所
収
））。
た
だ
し
、
本
話
に
つ
い
て
は
、
明
代
刊
本
の
『
笑
府
』
に
類
話
が
収
録
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、『
広
笑
府
』
所
収
話
は
、『
笑
林
広
記
』
の
本
文
を
部
分
的
に
書
き
換
え
た
も
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
和
刻
本
『
笑
府
』
三
種
に
類
話
は
な
い
。

　

参
考
ま
で
に
、『
広
笑
府
』
収
録
話
の
原
文
を
以
下
に
掲
げ
る
。
引
用
は
、『
馮
夢
龍
全
集
』
第
十

巻
（
魏
同
賢
主
編
、
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
九
月
、
六
五
〜
六
六
頁
）
に
拠
る
。

　

『
廣
笑
府
』
第
二
〇
九
話
（
巻
七
、
貪
呑
）

　
　

有
錢
者
生

園
翁
種
茄
不
活
，
毎
以
爲
患
。
因
問
計
於
老
圃
，
老
圃
曰
・
・『
毎
茄
苗
一
株
，
旁
埋
銅
錢
一
文
，

則
活
矣
。』
園
翁
問
何
故
？　

答
曰
・・『
汝
不
聞
「
有
錢
者
生
，
無
錢
者
死
」。』

　　

な
お
、中
国
笑
話
集
『
続
笑
林
評
』（
万
暦
三
九
年
（
一
六
一
一
）
序
、内
閣
文
庫
蔵
、二
〇
丁
裏
）

に
も
類
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、『
笑
林
評
』『
続
笑
林
評
』
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
報
告
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
余
説

　
「
地
獄
の
沙
汰
も
金か
ね

次し

第だ
い

」
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
が
（
例
え
ば
、
平
賀
源
内
『
根
南
志
具
佐
』
巻

一
に
「
地
獄
の
沙
汰
も
錢
次
第
、
油ゆ

断だ
ん

せ
ぬ
世
の
中
と
ぞ
知
ら
れ
け
る
」
と
あ
る
（
日
本
古
典
文
学

大
系
55
『
風
来
山
人
集
』）
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
、
四
二
頁
））、
こ
れ
は
さ
し
ず
め
「
茄な
す
び子
の

沙
汰
も
金か
ね

次し

第だ
い

」
と
で
も
言
う
べ
き
話
。
標
題
が
「
貪
官
﹇tānguān

﹈」（
汚
職
官
吏
）
と
な
っ
て

い
る
の
も
、
実
に
示
唆
的
で
あ
る
。「
地
獄
」「
茄
子
」
は
言
う
に
及
ば
ず
、「
官
吏
」「
役
人
」「
公

務
員
」
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
金
が
す
べ
て
の
世
の
中
で
あ
る
、
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
単
純

だ
が
、
極
め
て
風
刺
的
な
一
話
で
あ
る
。「
古
艶
部
」（
古
風
で
品
が
あ
り
、
色
鮮
や
か
で
美
し
い
世

界
、
つ
ま
り
富
貴
な
身
分
の
人
々
の
笑
い
話
）
の
冒
頭
話
を
飾
る
の
に
、
ま
こ
と
に
相ふ
さ
わ応
し
い
（
皮

肉
っ
ぽ
い
）
一
話
と
も
言
え
よ
う
。
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本
稿
は
、「『
訳
解
笑
林
広
記
』
全
注
釈（
一
）」（『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』
第
二
六
巻
、
二
〇
一
六

年
三
月
）、「『
訳
解
笑
林
広
記
』
全
注
釈
（
二
）」（『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』
第
二
七
巻
、
二
〇
一
七

年
三
月
）、「『
訳
解
笑
林
広
記
』
全
注
釈
（
三
）」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
典
文
学
に
お
け
る
笑
話
』、
新

葉
館
出
版
、二
〇
一
七
年
一
〇
月
）
の
続
稿
で
あ
る
。
本
稿
に
は
、遠
山
荷
塘
施
訓
『
訳
解
笑
林
広
記
』

（
文
政
十
二
年
（
一
八
二
七
）
刊
、
半
紙
本
二
巻
二
冊
、
全
三
〇
五
話
）
第
三
七
話
か
ら
第
五
一
話

ま
で
の
日
本
語
訳
と
注
釈
を
掲
載
す
る
。

　

和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
及
び
中
国
笑
話
関
連
資
料
の
諸
本
、
底
本
、
凡
例
等
に
つ
い
て
は
、

第
一
稿
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。
な
お
、『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』
所
収
の
論
稿
は
、
す
べ
てW

eb

に
よ
る
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

　　
37
貪ど
ん

官か
ん

（
汚
職
官
吏
）

原
文

　

古
艶
部

　
　

貪
官

有
二リ 

ヒ
ヤ
ク
シ
ヤ
ウ

農
夫
一

種ウ
ヘ
テ

レ

茄
ヲ

不
レ

活ツ
カ

。
求
二ム

計シカ
タ
ヲ
ヲ

于 

コ
ウ
シ
ヤ
ナ
サ
イ
ヱ
ン
ツ
ク
リ

老-

圃
一ニ

。

老
圃
曰
ク

。
此
レ

ム
ツ
カ
シ
ク
ハ
ナ
イ

不
レ

難
カ
ラ

。
毎コ
ト
ニ

二

茄-

樹
ノ

下
一

埋
二レ
ハ

錢
一-

文
一

即
チ

活
キ
ン

。
問
二フ

其
レ

何
ノ

故
一ゾ
ト

。
荅
テ

曰
ク

。
有
レル

錢
者
ノ
ハ

生
キ

。
無
レキ

錢
者
死
ス

。

　　　　

書
き
下
し
文

　

古こ

艶ゑ
ん

部ぶ

　
　

貪ど
ん

官く
わ
ん

農の
う

夫ふ 

有あ

り
。
茄な
す

を
植う
ゑ

て
活つ
か

ず
。
計け
い

を
老ら
う

圃ほ

に
求も
と

む
。
老ら
う

圃ほ

曰い
は

く
。
此こ
れ 

難か
た

か
ら
ず
。
茄か

樹じ
ゆ

の
下し
た

毎ご
と

に 

銭ぜ
に

一い
ち

文も
ん

を
埋う
づ
む

れ
ば 

即す
な
は

ち
活い
き

ん
。
其そ

れ 

何な
ん

の
故ゆ
ゑ

ぞ
と
問と

ふ
。
答
こ
た
へ

て
曰い
は

く
。
銭ぜ
に 

有あ

る
者も
の

は
生い

き
。

銭ぜ
に 

無な

き
者も
の

は
死し

す
。

　
現
代
語
訳

　

あ
る
農
夫
、
茄な
す
び子
を
植
え
て
も
枯
ら
し
て
し
ま
う
の
で
、
ベ
テ
ラ
ン
の
お
百
姓
さ
ん
に
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
訊た
ず

ね
て
み
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
お
百
姓
さ
ん
は
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
そ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で
す
よ
。
茄な
す
び子
の
苗
の
根
元
に
、そ
れ
ぞ
れ
お
金
を
一
文（
約
三
〇
円
）ず
つ
、

埋
め
て
お
け
ば
よ
い
の
じ
ゃ
よ
。」

　

そ
の
わ
け
を
訊た
ず

ね
て
み
る
と
、
こ
う
答
え
た
。

　
「
金
の
あ
る
者
は
生
き
、
金
の
な
い
者
は
死
ぬ
、
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
。（
訳
者
注
…
つ
ま
り
、「
地

獄
の
沙
汰
も
金か
ね

次し

第だ
い

」
な
ら
ぬ
「
茄な
す
び子
の
沙
汰
も
金か
ね

次し

第だ
い

」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。）」

　
注 ○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
古
艶
部
（
一
三
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
一
・
古
艶
部

（
第
四
話
、
二
丁
表
）。
○
古
艶
部
＝
古
風
で
品
が
あ
り
、
色
鮮
や
か
で
美
し
い
世
界
の
話
、
つ
ま
り

官
吏
や
役
人
、
富
貴
な
身
分
の
人
々
の
笑
い
話
を
集
め
た
部
門
、
の
意
。
特
権
階
級
で
あ
る
官
吏
や

科
挙
受
験
生
の
汚
職
や
不
正
を
風
刺
・
嘲
笑
す
る
も
の
が
多
い
。
和
刻
本
は
、
巻
上
「
腐
流
部
」
の

次
に
「
古
艶
部
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
原
本
は
、
巻
一
冒
頭
が
「
古
艶
部
」
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
二
つ
の
み
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
中
国
原
本
に
は
「
古
艶
部
」
と
し
て
六
一
話

　
　
　
『　

訳　

解　

笑　

林　

広　

記　

』
全　

注　

釈
（ 

四 

）

川
上　

陽
介
（
工
学
部
教
養
教
育
）

　
　
　

序
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